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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　静かな闇やみの中に、人ひと影かげが三つあった。

　確かに漆しつ黒こくの空間の中にいるのに、そこに存在する者の輪りん郭かくだけは浮うき上がるようにはっきりと見える、不思議な虚こ空くうに。

「ようこそ、叶野かのうの地へ」

　初めに口を開いたのは、この場所せかいの主あるじたる女だった。銀糸の髪かみに金色の瞳ひとみも美しい、艶あでやかな女。

「噂うわさは聞いているぞ！　この地では何でも願いが叶かなうそうだな！」

　次に響ひびいたのは少年の声。不ぶ躾しつけな口調であったが、主は咎とがめることはせず、ただ鷹おう揚ように頷うなずいてみせる。

「……神の、願い、も？」

　続いて問うたのは少女の、小さな声こわ音ね。

「もちろん、叶いますのう。条件さえ満たされれば、の」

　笑えみを添そえて、女が答えれば、それに戸と惑まどうように少女は視線を彷徨さまよわせた。そうしたところで視界を埋うめるのは暗くら闇やみばかりだったけれど。

「あなた方に、願いはありますかのう？」

　尋たずねるまでもなく答えなどわかっているはずなのに、敢あえて女が問うのに、少年は大きく頷き、少女は躊躇ためらいがちに小さく頷いた。その二人の手はしっかりと繫つながれている。

「ならば、これを差し上げましょうかのう」

　言いながら、女は着物の袂たもとから小さな、植物の種によく似たものを取り出した。

「まずはこの願いの原石たねを、身体からだに取り込んでくださいませ」

　言いながら、女は一粒つぶずつ、少年と少女、それぞれの空いている方の手のひらに原石たね──と呼んだもの──を載のせた。

「人間には妾わらわが蒔まけばよいのですがのう、あなた方の場合はそうもいきませぬのでの」

「なんだ？　これを飲むだけでいいのか？」

「それが一番、手っ取り早い方法ではありますのう」

　女がそう言えば、軽く匂においを嗅かいだ後、躊躇いも見せずに少年はそれを飲み込んだ。

「……本当に、飲んだ、の？」

「うん、飲んだぞ！　でも、何も起こらないぞ？」

　少女の問いに屈くつ託たく無く答えておいて、少年はそのまま女の方を向き首を傾かしげて見せる。

「それはですのう……」

　と、女が問いに応じようとした時、ふいに少年と少女は体を強こわ張ばらせ、少年は繫いだ手に一いつ瞬しゆん力を込こめた。

「扉とびら、が」

「……あいつはオレの方の扉に手を掛かけたみたいだぞ」

「そう、ね。じゃあ、行く、の？」

「うん。オレはもう行かなくちゃいけない」

　少年は少女に向けてそう告げると、名残なごり惜おしそうな表情を浮かべながらも、繫いでいた手を解ほどいた。同時に少年の姿が調子の悪いテレビ画面のようにブレ始めて、数秒後には消えた。

　まだ少年の温ぬくもりの残る手を握にぎり締しめて、彼の消えた場所を、少女はしばらく見つめていたが、やがて視線を女へと戻もどす。

　それまで二人のやり取りを黙だまって見ていた女は、少女の眼まな差ざしを悠ゆう然ぜんと受け止めて、そして再び口を開く。

「さっさと行ってしまわれましたのう」

　寂さびしげに曇くもった少女の表情に気付いていながら、女は軽い調子でそう呟つぶやいて。

「……それで、あなたはどうなさいますかのう？　まあ原石を取り込むのは自由ですがの」

「意地悪、な、方です、ね」

　少女は首から飾かざりのように下げた時計と、手の中の原石を長い間見比べたその後に、こくり、と──ゆっくりと嚥えん下かした。

　そして、それが落ちていくのを確かめるように、少女は細い喉のどを手でなぞった。

　黙ってその様を見つめていた女は、もう一度少女の喉が動いたのを見て、紅あかい唇くちびるに満足げな笑みを刻んだ。

「……飲んで、しまい、まし、た」

「そうですのう。ですが、もう吐はき出すことはできませぬよ？」

　心の奥底まで見み透すかすような、女の金色の双そう眸ぼうから目を逸そらしながらも、少女は首しゆ肯こうした。

「では、用意は整いました故ゆえ……始めましょうかのう。新たな、楽しいげーむを、の」

　そうして、女は虚空に向けて高らかに告げた。






















　Ｎ県叶野市の二月の平均気温はマイナス一度。世間がどんなに暖冬を叫さけんでいようと、氷が張らぬ朝は無く、今朝けさに至っては気温マイナス四度。

　オリーブ色のコートにマフラー、合成皮革の手て袋ぶくろと、俺の防寒対策は万ばん全ぜんだが、それでも吐き出す息の白さを見れば、どこか寒いような気がするのはなぜだろう。

　冬の朝のキンとした空気は決して嫌きらいではないのだが、学校へと向かう足は自然と速くなる。つい先日まで、バレンタインデーという菓か子しメーカーの策略に踊おどらされていた叶野学園の生徒たちも、さすがに今日辺りになれば落ち着いているだろう。

　今年は鈴すず木きがバレンタインデーに乗じて〝聖バレンタイン乙女おとめの聖戦〟などというバカ騒さわぎを企くわだてた為ために──あまりにばかばかしかったので詳しよう細さいは省く──俺は色々忙いそがしかった。

　ああ、そうだ。叶野学園の生徒会長はいまだに鈴木だ。

　この真の生徒会長、秋あき庭ば多た加か良らを差し置いて。

　鈴木曰いわく、

「叶野市にいる間の僕はもう山やま口ぐちさん家ちの三軒げん隣となりの鈴木朔はじめくんだから、特別かみさまな力は使えないよ。ただねぇ、僕が叶野学園の生徒会長っていう暗示はかなり強くかかっちゃってたみたいでさ。というのも多加良っちが、そこのところで激しく抵てい抗こうしたからだと思うんだけどさ。とにかく、この暗示は少なくとも次の選挙までは有効だからよろしくね、副会長！」

　ということで。真実を知る俺がいくら足あ搔がいても、覆くつがえせなかったのだ。

　全校生徒一人ひとりに俺の正当性を説いて回ってもみたのだが、五十人目が頷うなずかなかったところで諦あきらめざるを得なかった。

　ちくしょう！　実力からすれば俺以上に叶野学園を素す晴ばらしい未来へと導ける力の持ち主など存在し得ないのに！　俺の受難の日々はいましばらく続くのだ。

　その憤いきどおり故に、昨夜ゆうべ、次の生徒会役員選挙までのカウントダウンカレンダーを手作りしてしまったのは……秘密だ。絶対に秘密だ。

　と、思考が迷路に入っている間にも俺の足は確実にゴールを目指していて、気がつけば俺は学校の正門の前にたどり着いていた。

　私立叶野学園高校──じきに創立１００年を迎むかえるここが、俺の現在の学び舎やである。

　敷しき地ちは分かれているし、一応それぞれが独立した形を取っているものの片道十分の距きよ離りには中等部もある。けれど、小等部はない。だから、うっかり子どもが敷地内に入ってくるなんてことは無いはずなのだが。

　我に返った俺の行く手にはどうみても小学生以上には見えない少年が立ちはだかっていた。藁わら色いろの髪かみは癖くせ毛げか寝ね癖ぐせか、巻いたりはねたりしている。鼻は少し上を向いていて、口角の上がった唇は少しあひるっぽい。でも、愛らしい部類に入れてもらえるだろう顔立ちをしている。日曜礼拝に行くような三みつ揃ぞろいの服装とも相まって、外国の子どものように見えなくもない。

　ただ、問題なのはその双眸だ。紫し紺こんに見えるのはカラーコンタクトレンズか、人種によるものだとしても、明らかな敵てき愾がい心しんに溢あふれた視線が俺に注がれているのはなぜだ？

　俺は自他共に認める悪人顔だから、子どもに好かれることが無いのはわかっているが、だからといって積極的にいじめるような趣しゆ味みも無い。当然、こんな眼まな差ざしを向けられる覚えも無い。

　俺の背後の誰だれかを見ている、という可能性を考えて振ふり返ってみたが、登校中の生徒の影かげがまばらに見えはするものの、この線上には俺しかいなかった。

　朝から面めん倒どうなことに巻き込まれるのはごめんだったし、俺の第六感がそれを推すい奨しようするので、俺はとにかくこの少年を避よけて先に進むことにした。

　しかし、俺が左にずれればそちらへ、右に動けばそっちへと少年も一いつ緒しよに動く。従って俺は前に進めず、つまり少年には俺を先に通す気がないということだった。

「……何か用があるなら早く言ってくれ」

　結局、そう言うはめになった俺を、少年はもう一度きつく睨にらみ上げて、ようやく口を開いた。

「お前は、秋庭多加良だな？」

「……見知らぬ子どもに呼び捨てにされる覚えはないが、そうだと肯こう定ていしておく」

　無礼な物言いも相手は子どもだからと、寛かん容ような俺は許してやった。それに、子どもを相手に朝から声を荒あららげて怒おこるなどエネルギーの無む駄だ遣づかいだ。

「そうか。間ま違ちがいないんだなっ！　お前が生徒会長かみさまに勝った副会長だなっ!!」

　だが、そう叫ばれて、一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になった。

　なんだ？　俺が副会長なのは近きん隣りんに知れ渡わたっているわけか？　というか、俺の名前を知っていて、なぜその肩かた書がきで呼ぶ？

　いや、待て。落ち着け、俺。ここで子ども相手に怒ど鳴なって、それを一いつ般ぱん生徒に見られでもしたら、次の選挙に響ひびくかもしれないだろう？

　いやいや、それよりも重要なことがあったはずだ。そう、重要なのは──

「……いま、神様と言ったか？」

「言ったぞ！」

　妙みように力の入った返事に頭痛を覚えつつ、俺は約二ヶ月前の騒そう動どうに記き憶おくを馳はせた。

　それは、叶野学園に隠かくれた〝神様〟を探すゲームで、その神様はあろうことか鈴木だった。けれど、このゲームのことを憶おぼえているのは、いまはもうその中心にいた生徒会執しつ行こう部ぶのメンバー位なはずで。

　その点を踏ふまえて考える時、俺たち以外で鈴木の正体を知っている者は間違いなく、アレの関係者か、さもなくば厄やつ介かいごとの配達人である。

「お前とは関かかわり合いになりたくない」

　答えが導き出されると共に、俺はきっぱりと少年に告げた。下手に関わり合いになればもれなく〝おまけ〟がついてくる。だから絶対にこれが最善策だと俺の優ゆう秀しゆうな頭脳は判断したのだ。

　右足を踏み出すと見せかければ、相手は簡単にフェイントに引っかかってくれたので、俺はすばやく左を抜ぬけて、同時に駆かけ出した。

　ただし、言っておく。これは逃とう亡ぼうではない。戦略的撤てつ退たいでもない──学習の成果だ。

　しかし、敵も簡単に逃にがしてくれる程ほど甘くない。

「なにっ！　このキララ様の話を終わりまで聞かないのかっ？　むうっ、待て！」

　すぐに俺の背中を追ってくる。だからといって、待ってはいられない。話を終わらせる前に始めさせないことが重要なのだ、この場合。

　コートの裾すそが足あし捌さばきを邪じや魔ますることに苛いら立だち、そのボタンを外しながらも、俺はこの先のルートを考える。おそらく勝負は校舎内に入るまでで決まる。中に入ってさえしまえば、入り組んだ叶野学園を初心者は簡単には攻こう略りやくできない筈はずだ。

　邪魔になったコートを脱ぬいで小こ脇わきに抱かかえると、俺はスピードをあげた。

「オレは待てと言っているんだぞっ！　副会長！」

　思ったよりも近い所で声がして、チラッと背後を見やれば、この俺の脚きやく力りよくにも少年は数メートルの距離で食い下がってきていた。その根こん性じように敬意を払はらってやってもいい気がしたが、やはり止やめておく。俺は今日も忙いそがしいのだ。アレやソレに関わっている暇ひまなど断じてない。

　あと少しで振り切れる──昇しよう降こう口ぐちを目前にして、人波をすり抜けながら、俺は確信していた。というか、ゴールしたと思った。

　そこで、何も無いところで不意に躓つまずいた羽は黒ぐろ花か南なんにさえ遭そう遇ぐうしなければ。

　体勢を崩くずした羽黒は大きく右に傾かたむき、転てん倒とうする前に俺と接せつ触しよく事故を起こしそうで。それを回かい避ひする為ためには、俺はまずスピードを緩ゆるめなければならなかった。が、それだけでは羽黒が転び、更さらに怪け我がをすることは避さけられそうに無かった。

　そう判断した以上、俺がすべきことは、スライディングして羽黒のクッションになってやることだった。そして俺の腹が地面の感かん触しよくを感じた数秒後、背中は羽黒の重みを受け止めた。

「ああ、痛っ……くない？」

「……そりゃあ良かった」

「よしっ、捕つかまえたぞ、副会長！」

　羽黒の間の抜けた声に、俺の若じやつ干かん潰つぶれた声、そして最後に続いた少年の高らかな声に、俺たちを遠巻きに見つめていた生徒たちが息を詰つめたのがわかった。彼らにも確実に学習の成果が見えるのは喜ばしいことだ。

　そう、ここ叶野学園において、この秋庭多加良を〝副会長〟と呼ぶのは非常に危険な行こう為いだ。なぜなら俺は何なん人ぴとたりともそう呼ぶことを許さない。俺には名前があるのだから役職名で呼ばずとも、そちらで呼べば良いだけの話だ。

「羽黒、どいてくれ」

「あ、はいっ、すみませんっ！」

「怪我は無いな？」

「ありませんっ！」

　その答えと同時に、人間一人ひとりぶんの重さが無くなったのを感じとると、まだ俺の背中に半分体が乗っかっている子どもの顔を、ぐるりと首を半分回して、冷たく睨にらみ上げた。こんな時でもなければ、ナマハゲと俺の悪人顔は役に立たないのだから有効活用だ。

　しっかりと俺と目が合って、少年は後ろへ少し体を仰のけ反らせた。ゆっくりと息を吸って、

「いいか。一つ教えてやる。俺のことは今後、何があろうとも副会長と呼ぶな。命が惜おしかったらこのことは肝きもに銘めいじておけ」

　極きわめて静かに告げた。

　俺が生徒会長の座に返り咲ざいた折にはいくらでも役職かたがきで呼ばせてやるが、副、という邪魔な一文字がある限りは許さない。

　ごくり、と喉のどを鳴らして、少年は息を飲んだ。本当にこういう場面でだけはこの顔も有益だ。

「……わ、わかったぞ、秋庭多加良」

　呼び捨てについては許してやるべきか、俺は少々悩なやみ、結局その点に関しては解答を保留することにした。

「でも、オレと勝負しろっ！」

　しかし、俺の背中の上で少年は、またも叫さけんでくれた。ややひっくり返った声でもって。

「……背中からどけ」

　俺は、前述の台詞せりふは聞こえなかった振ふりをして、とにかくそう命じた。

　素す直なおに少年が従ったところで、ようやく立ち上がる。

「それで、勝負の話だぞ！」

「お前、名前は？」
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「そうだ、まだ名乗ってなかったぞ！　オレはキララだ！　キララ様と呼ぶことを許すぞ」

「……キララだな」

「う、うん！　それで、オレと勝負をしろ、秋庭多加良!!」

　話を逸そらそうという、こちらの意図に気付いているのかいないのか、しかし少年、いや子ども──キララはそこだけは引き下がるつもりがないようだ。

　相手がそう出る以上俺は、

「断る」

　はっきりと伝えるだけだった。俺は基本的には売られた勝負は買う主義だが、相手が子どもである上に、その勝負が拳こぶしを交えるものとあっては話は別だ。

「なぜ断る!!　神様に勝ったということは、いま一番強いのは秋庭多加良だろう？　だから、お前に勝てば扉とびらの番人、つまり、このキララ様が一番になるんだぞっ！」

　それでも、頭痛のする答えをキララはまた返してきて、ここは拳の一発でも見み舞まっておけば話が早く済む気もしたが、それも面めん倒どうなので俺はしばし黙もつ考こうした。

「いや、俺が一番じゃない。俺より強い人間が一人いる」

　そして、キララの目を覗のぞき込むようにして、真しん剣けんに告げる。

「なにっ！　お前よりも強い人間がっ！　それは誰だれだっ!!」

　見た目以上に内面が幼いらしいキララは俺の言葉に簡単にのってきてくれる。はっきりいって思う壺つぼだ。

「それは桑くわ田た美み名な人とという。そういうわけで、勝負をしたいのならばそっちへ行ってくれ」

　心の中で、一応桑田に詫わびながら、でも俺は迷うことなくその名を口にした。少なくとも噓うそは言っていないし、これで本当にキララが挑いどんだとしても、桑田ならば上手うまく手加減して相手をしてくれるだろう。こと手加減という面では俺は自信が無いから。

「……そうか、クワタミナトだな。いや、でも、そうすると」

「あの、お話は済みましたよね。それで、あの、秋庭さん大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺の言葉を受けて、なにやら一人で考え出したキララと入れ替かわりに、今度は羽黒が近付いてくる。俺が身を挺ていした甲か斐いがあって、見たところ無傷だが、もともと色が白い羽黒は、それでもそうとわかる位には蒼あおざめた顔色をしていた。不安げに眉まゆを寄せた表情に加え、トレードマークの長い三つ編みも心なしか萎しおれて見える。

「大丈夫、というと？」

「あの、痛くないんですかっ？　手です！　ああ、血が出ていますっ」

　羽黒が騒さわぐので、その視線を辿たどってみれば、さっきスライディングした拍ひよう子しに手て袋ぶくろが脱ぬげて、擦すり剝むいたらしい手から少々出血していた。膝ひざの痛みはそれなりに自覚していたのだが、手もだったか。

「まあ、この位の傷、水で洗っておけばいいだろ」

　この程度の傷では保健室に行く気はしない。というか、なるべくあそこには近付きたくないのだ。

　が、突とつ然ぜん背中に重みを感じて、肩かた越ごしに振り向けば、キララが寄りかかっていた。

「どうした？」

「……ち、血だ、ぞ。まい、か」

　俺の背中に全体重を預けながら、気を失っていくキララを見て──俺は朝から盛大なため息を吐つかずにいられなかった。これで、俺たちの保健室行きは決定したのだから。




　そして、俺がキララと遭そう遇ぐうしていたのと、ほぼ同時刻。

　叶野学園高校生徒会書記、桑田美名人もまた、勝負を挑まれていたらしい。ただし、桑田の方は、十分に見知った相手かおで。それ故ゆえ、桑田の頭痛の種になるには十分だったようで。

　しばらく考えた結果、桑田は俺とほとんど同じ答えを返した。

　つまり、自分には勝負をする意思が無いことを伝え、

「強い人間と勝負がしたいのなら、私より強い人を紹しよう介かいするわ。秋庭多加良くんを」

　そう告げたそうだ。
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手も。足も。胸も。

ちゃんと持ってはいるけれど、それらはあまりに脆ぜい弱じやくで、何ひとつ守れない。

この身体からだを支えることも出来なくて。

それでも、このまま生きていくしかないのなら。ぼくは。

吹ふき付ける風にも。叩たたきつける雨にも。心臓こころを抉えぐる言葉にも。負けない強さが欲しい。

しっかりと立っていられる、場所じめんが欲しい。
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　学園内でベッドのある場所といえば保健室をおいて他ほかには無く、俺の朝一番の仕事はキララをそこに運ぶことにシフトしてしまった。

「あの、やっぱり私がおんぶしますから」

　小走りに後をついてきていた羽黒が何度目かの申し出をしてくるが、これは小こ柄がらな羽黒向きの仕事ではないだろう。だから、俺はまた首を振った。

「荷物を持ってくれているだけで十分だ」

「でも」

　俺の怪け我がを自分一人のせいだとでも思っているのだろう、羽黒の表情は晴れない。

「繰くり返すが、俺のはかすり傷だ。保健室に行くのはキララを休ませるためだからな」

　それよりも、俺は羽黒に確かめておきたいことがあった。

　この羽黒、実はこの間の鈴木かみさま騒動の折に、政府の機密機関から一いつ騎き当千の助っ人として叶野学園に送り込まれてきた〝霊れい感かん少女〟だ。しかしその時には思うように能力を発揮できなかった。

　鈴木はあの騒動の記憶を、俺たち一部の人間を除いて頭の中から消したというのだが、少し特とく殊しゆな羽黒家の皆みなさんの頭の中にはそれなりに残ってしまったらしい──少なくとも羽黒が役に立てなかったということだけは確実に。

　結果、その責任をとる形で、羽黒はしばらく〝普ふ通つうの高校生〟として叶野学園で過ごすことになり、今は臨時採用てつだいという肩書きで、生徒会の仕事も手伝ってくれている。

　だが、そうはいっても羽黒の霊感がなくなったわけではない。

「羽黒、最近の霊感ちからの調子はどうだ？」

「え、あ、はい。以前より悪くはないです。でも、この間試ためしてみたのですが、叶野市の外で１００パーセントとすれば、中ではやはり半分以下の力しか」

「そうか。それでも、人間とそれ以外の区別はつくな？」

「そうですね、鈴木さんのように完かん璧ぺきに擬ぎ態たいされてしまえば別ですが……」

　そこで俺の背中のキララを見て、ひとつ頷うなずく。

「キララさんは、ちゃんと実体をお持ちですから私たち以外の人にも見えています。でも……人間ではないと思います」

　俺の予想は羽黒の能力によって裏づけが取れたわけだが、それは正直喜ばしいことでなかった。ますます、あの腹黒生物──多分生きてはいるはずだ──が絡からんでいそうな気がしてくる。

「あ、でもでも、悪い感じはしないので大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　明らかに眉み間けんに皺しわが入ったのだろう俺を見て、羽黒がフォローらしきものをいれる。

　けどな、羽黒、確かに悪者ではないが物事をかき回すだけかき回す約一名を俺たちは知っているよな？

　一いつ瞬しゆんその能天気な顔を思い出してしまい、俺は慌あわててそれを振ふり払はらった。

「とりあえず、放ほうっておいても他人に迷めい惑わくをかけるということはないんだな？」

「大丈夫だと、思います。その、秋庭さんには少しご迷惑がかかるかもしれませんが」

　先さき程ほどのキララの言動を思い出してか、羽黒は口ごもる。

「また俺に挑いどんでくるようなら、それなりの対処をするからいい。とにかく、俺はこいつも特別扱あつかいはしない方向でいく」

「あの、どちらかというと鈴木さん寄りの方なので、多少は敬った方が良いと思いますよ？」

　人間以外のものにも優やさしい羽黒の進言を、けれど俺は決して受け入れなかった。

　そうこうしている間に、俺たちは保健室に到とう着ちやくして、ここだけは譲ゆずるわけにはいかない、という必死な顔で羽黒は戸を開けてくれた。

「ありがとう」

「いいえ、これ位のことはしませんとっ！」

　戸が開くと、消毒やらの薬品の匂においに少しだけ鼻び腔こうを刺し激げきされた。そして俺は、真っ白くて清潔な部屋の硬かたいベッドに、ひとまずキララを寝ねかせた。

　キララはまだ目を閉じていて、悪い夢を見ているような表情のまま、覚かく醒せいする気配は無い。いまの内に頭を数発叩いておけば、さっきの勝負うんぬんに関して忘れてはくれないだろうか。

　そんなくだらないことを考えながら、俺が軽く拳こぶしを握にぎってみていると、

「次は秋庭さんの消毒ですね。ええと、先生はどちらでしょう？　まだいらしてないのでしょうか？」

　仕切りのカーテンの向こうから、羽黒のそんな声が聞こえてきて、壁かべの時計を見れば始業十分前だった。ならば、既すでに養護教諭せんせいは来ているはずだ。第一、そうでなければ保健室の鍵かぎが開いているはずがなく──そこまで推察したところで、俺の背筋を嫌いやな予感が這はい上がってきた。

「羽黒、気をつけろ！」

「ひゃああぁっ！」

　俺の警告は一足遅おそかったようで、羽黒の悲鳴と重なって、手て遅おくれだった。

「な、ななな、何をするのです、ご老人！」

「健康診断スキンシツプじゃね」

「……そういうのは、セクハラって言うんですよ？」

　言葉を言い終える前に、俺は音もなく羽黒言うところの〝ご老人〟の背後に忍しのび寄って、がっちりとホールドした。

　羽黒の尻しりを撫なで回していた腕うでごと、俺が拘こう束そくしたその人物こそが、信じがたいが叶野学園養護教諭、水み月づき龍たつ彦ひこだった。

　見事な白はく髪はつに、皺深い顔の中に埋うずもれた優しそうな目──一見したところは好こう々こう爺やなのだが、叶野学園生には〝セクハラ仙せん人にん〟として知られている。転校してきて日が浅い羽黒はこの二つ名を知らなかった上に、初対面らしく、水月の洗礼にまだ固まったままだ。

「おや、秋庭君。おはよう」

「おはようございます」

「えーと、そろそろ腕も肩かたも背中も痛いから放してくれるかね？」

「もう二度と生徒に対してセクハラ行こう為いをしないと誓ちかうのならいいですよ」

「無理じゃね。だって生きがいじゃから。いたいけな老人から生きがいを奪うばったら三日で認にん知ち症しようじゃよ」

「別の生きがいを見つければ大丈夫です」

　公立校を定年退職した後に叶野学園に雇こ用ようされたという水月はじきに七十歳になるはずなのだが、いまだに色々と衰おとろえていないからやっかいだ。

「……別の生きがいっていうと、ストーカー？」

「それも犯罪です」

　ああ言えばこう言う、という状じよう況きようになる為ため、水月との会話はいつもどこで切り上げればいいのかわからない俺だ。そして、俺と水月の話にどう割って入ればいいのかわからずに羽黒はただおろおろしている。

「あのっ、ご老人、いえ、おじいさん。保健の先生を見かけませんでしたか？」

　それでも何とか合間に滑すべり込んだ羽黒の問いに俺と水月はしばし沈ちん黙もくした。その後、ぶぁほっ、と奇き怪かいに噴ふき出した水月を解放して、俺は羽黒と対たい峙じする。

「……羽黒。水月の着ているものをよく見ろ」

「はい、白いコートですよね」

「違ちがうっ！　こんな洗いくたびれたコートはない！　白衣だ!!」

「白衣、ということは……」

　小首を傾かしげて、なかなか答えを出せない羽黒に、俺は少々焦じれる。羽黒の頭の中に一いつ般ぱん常識回路が一日も早く構築されることを俺のためにも祈いのりたい。

「羽黒、早く答えろ。さもなければそこで腹を抱かかえて蹲うずくまっている老人が笑い死ぬ」

「白衣といえば式服、ではなくてお医者様……ええっ、この方が保健の先生ですかっ！」

　大きな目を更さらに大きく見開いて、羽黒は俺と水月を交こう互ごに見比べる。俺に向ける目がどこか縋すがるようなのはこの事実が受け止め難がたいものだからだろう。

「そうそう。わしが保健室の先生。そんでもってはぐらー12号じゃよ」

「……はぐらー？」

「なんだそれは？」

　聞き覚えのない単語に、羽黒だけでなく、俺も首を捻ひねって、水月に問う。

「羽黒花南ＦＣエフシーの会員をはぐらーって呼ぶんじゃよ」

「ＦＣエフシー？」

「ファンクラブじゃよ。まだ立ち上がったばかりじゃけど」

「なるほどな」

　俺はそれで納なつ得とくしたが、羽黒の方はきょとんとしている。

「私のファンクラブ、ですか？　私は知りませんけど？」

　心底困ったように眉まゆを八の字に寄せたまま、三つ編みの先をもてあそぶ。

「うん、非公認じゃからね。だって、羽黒ちゃんに言ったら、反対したじゃろ？」

「それはそうです。だって、恐おそれ多いです！」

「そんなこともないじゃろ。あ、ちなみに正式名めい称しようは〝羽黒ちゃんをあったかーく見守る会〟じゃから」

「は……あ」

　そのなんともゆるい感じの名前から大した組織ではないと判断したのか、羽黒はそれ以上は自身のファンクラブについて尋たずねることはしなかった。

　それは俺の見解とも概おおむね同じだ。一生徒にファンクラブと聞けば大おお袈げ裟さなようだが、学内のことだし、叶野学園においては珍めずらしいものでもないらしく、先のバレンタインデーでは桑田と鈴木のファンクラブの存在を確認した俺である。

「ま、良いじゃないか羽黒。後こう援えん会かいというものは無いよりはある方が選挙には有利だ」

　残念ながら俺には見込めない組織票があるというのは羨うらやま……いや、素す晴ばらしいことだ。

「……では、秋庭さんのは？」

「本人知らないだけでもちろんある。わし、そっちは４６４９番じゃ」

「け、桁けたが違いますね。でも、表立った活動は？」

「ないんじゃ。正式名称が、秋庭多加良を密ひそかに想おもい忍しのぶ同盟かいじゃから。でもあれは中等部に分室もあるし、ＯＢ・ＯＧ会もあるんじゃよ」

　当事者に丸聞こえの噂うわさ話ばなし──というかネタにした冗じよう談だん──もないと思うが、額をつき合わせた二人はその雰ふん囲い気きを醸かもし出している。出会って数分でもう羽黒と打ち解けているあたり、さすが水月だ。

「……冗談はその辺にして、水月先生、しばらく保健室で子どもを預かってもらえませんか？」

　人の形に膨ふくらんでいるベッドを指差しながら俺が言うと、水月はそちらを一いち瞥べつして頷うなずく。

「秋庭くんの子じゃね？」

「ええっ、そうなんですかっ！」

「違います。見知らぬ子どもなので意識を取り戻もどすまでは連れん絡らく先さきもわからないから、頼たのみたいんです。あー、名前はキララというそうです」

　水月と羽黒の二段ボケ──というか、羽黒はさっきキララを人間ではないと自分で認定したはずなのに──には屈くつせず、俺は冷静に告げた。

「わかったよ。ところで秋庭くん、手のひらを上に向けて、それから前に出して」

　言われるままに手を差し出した次の瞬しゆん間かん、消毒薬を思い切り吹ふきかけられて、俺は声にならぬ悲鳴をあげた。そして、俺が走り抜ぬける痛みに全身を強こわ張ばらせている間に、さっき擦すり剝むいた傷口にはガーゼがあてがわれ、あっという間に処置は終わった。さすがに、キャリアは伊達だてに長くない。

「お見事です！」

　だからといって羽黒が羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける理由はわからなかったが。

「羽黒ちゃんも怪け我がの折にはわしにおまかせじゃよ。まあ、しないにこしたことはないがね」

　道具を片付けながら、水月は消毒薬の入ったボトルをふと目の前にかざして揺ゆさぶる。

「ああ、そろそろ終わりじゃ。補ほ充じゆうしないと。でも、ちょっといつもより減るのが早いようじゃ。……秋庭くん」

「はい？」

　視線を俺に戻した時、水月の細い目は真しん摯しな光をたたえていた。

「最近、小さな傷を作ってくる生徒が多いんじゃ。少し、生徒会の方でも気をつけてくれるじゃろうか？」

「はい、わかりました」

　普ふ段だんはセクハラ仙せん人にんの名をほしいままにしている水月だが、生徒のちょっとした変化を見落とさないのはさすがだと思う。だからこそ、俺を含ふくめ、生徒に慕したわれているのだ。

「じゃあ、キララを頼みます」

「ほーい」

「きゃあっ！」

　俺が出口に視線を向けた一いつ瞬しゆんに、水月の手は再び羽黒の尻しりにのびていた。

「セクハラは禁止だと言っているだろうが！」

　さっき向けた尊敬の念をいますぐ返して欲しい俺だった。
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　始業の時間にはギリギリで間に合って、午前の授業はつつがなく終しゆう了りようした。

　そして昼休み、俺も時には一年五組のクラスメイトと語り合って過ごしたい──が、そうもいかないのは、また例によって例の鈴木が、思いついてくれたからだ。だから、早々に生徒会室へ行かなければならない。でも、五組の一員としても最低限のことはしておきたいから、クラス委員の松まつ原ばら太た一いちに確かく認にんを取りにいく。

「明後日あさつての件だけど、うちのクラスの編制は決まっているな？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。秋庭も大変だよな、次から次へと……」

「それは、お互たがい様さまだろう」

　俺が生徒会の用事で動いている間、クラスの方をまとめてくれているのが松原だ。だから話も早くて助かる。

「でも、今年度ことしはさすがにこれで打ち止めだろ？」

　松原の疲ひ弊へいした表情に、俺は数秒沈ちん黙もくした。返す言葉が見つからなかったからではなく、拳こぶしを握にぎりこんで、胸の中で決意を固めていたからだ。

「鈴木が何をしようとしても、俺が全力で阻そ止しする！」

　ああ、次は絶対に止めてやる。俺が腹の底から押し出した声に、松原の腰こしが引ける。それ程ほど、俺の表情は鬼き気き迫せまっていたのだろう。

「……じゃあ、クラスの方は任せる」

　軽く咳せき払ばらいをしてから、俺が言えば、

「とりあえず、任される」

　軽い調子で返しつつも、松原は何度も頷いてくれたので、俺は安心して生徒会室へと足を向けることにした。







　生徒会室は相変わらず、机の上を中心にオフィス型に散らかっている。鈴木に片付けるということを覚えさせるより、俺が次の選挙であいつからこの部屋を奪うばい返す方が早いかもしれない。とにかく、冬の間はストーブの周りだけは危険なので毎日片付けるようにしているが。

「遅おそくなった」

「大丈夫よ。私もいま来たところだから」

　俺が声をかけると、サンドイッチ片手に読んでいた書類から、桑田は目を上げた。その動きに合わせて、顎あごのラインで綺き麗れいに揃そろえられた髪かみが揺れた。今日も怜れい悧りな美び貌ぼうは健在だ。

　サンドイッチの残りを口の中に入れて、咀そ嚼しやくし終えると、桑田は椅い子すから立ち上がる。

「あ、お茶なら自分で……」

「私が、淹いれるわ」

「じゃあ、頼たのむ」

　鋭するどいともいえる視線を投げかけられて、俺は素す直なおに引き下がる。本日も生徒会室の聖域──桑田のキッチンスペース──は不ふ可か侵しんらしい。

「今日は玄げん米まい茶ちやにしましょうか？」

　俺が椅子に腰を下ろし、おにぎりを取り出したのを見た桑田が尋たずねてくるのに、大きく頷うなずき返す。桑田のそういう気き遣づかいは嬉うれしい。

「尾お田だと羽黒はまだなのか」

「まだよ。やっぱりちょっと遠いのね、二人の教室からは。私は近くてよかった」

　室内に二人の姿が足りないのを見て俺が言うと、桑田はそう言って廊ろう下かの方を見た。確かに桑田の言う通りで、一年一組の尾田と、同じく二組の羽黒の教室から生徒会室に来るには、まず階段を上り、渡わたり廊下を渡って、また階段を下りなければならないのだ。叶野学園の無む秩ちつ序じよな増築の結果である。

「どうぞ」

「ありがとう」

　適温で淹れられた玄米茶からは香こうばしい匂においがした。そして、ふいに沈黙が落ちる。

　桑田はあまりたくさん喋しやべる方ではないから、俺と二人きりだとたまにこんな風になる。でもこの静せい寂じやくは決して気き詰づまりではなくて、むしろ心地ここちよいからかまわない。

「今日は、いい天気ね」

「そうだな」

　桑田の視線を追って窓の外に目を向ければ、最近は寒い上に天気も悪かったせいで人ひと影かげがまばらだった校庭に、今日は久々の日差しを喜ぶように生徒が溢あふれている。

　できれば俺も交ざりたい。だが、目の前に山積みのあれやこれやをどうにかしない限りはお預けだ。そう思うと、光に満ちた外の光景せかいがうらめしくなってくる。

　そして、桑田もきっと同じ気持ちだろうとそちらを見れば、その横顔は憂うれいに沈しずんでいた。でも多分、俺とは違ちがう理由で、だ。

「桑田、どうした？」

「……もしかしたら、今日の昼休みは少し騒さわがしくなるかもしれないわ。だから先に謝っておくわ。ごめんなさい」

　そう言って、いきなり桑田は頭を下げた。細かい事情の説明を省いての行動に、少しだけ面めん食くらう。だが、桑田が説明をしないのにはきっと理由があるはずだ。だから俺は現時点では不要な問いを全すべて飲み込んだ。

　代わりに、俺も頭を下げる。

「なんのつもり？」

「いや、俺も先に謝っておかなければならないことを思い出した。もしかしたら、桑田に少し迷めい惑わくをかけるかもしれない」

　そう、俺はすっかり朝の騒ぎを記き憶おくの隅すみに追いやっていたのだが、思い出したからには後でキララの様子を見に行かなければならない。

「それなら、お互たがい様さまというわけね」

「ああ」

　俺も桑田も基本的には面めん倒どうなことは避さけて通りたい派だから、結果、俺たちは仲良くため息を吐ついて……そのため息がどこかに落ちる前に、きゅきゅきゅっ、というブレーキをかけるような足音が部屋の前で止まり、間かん髪はつを入れずに戸が開く。

「おはようっ！」

　無む駄だに明るい声が室内に響ひびき渡ったが、俺と桑田は一いち瞥べつだけして黙もく殺さつする。

「おやおや？　君たち二人の耳は飾かざりなのかい？」

　声の主は更さらに答えを求めるが、俺と桑田もまた頑かたくなにそれを拒こばんだ。

「んーと……わかったよ。僕が間ま違ちがえたから返事をしないんだね？」

　ヤツはひとりごちながら、勝手に答えを決め付ける。

「こんにちはっ！　多加良っち、美名人っち！」

　完かん璧ぺきに的外れだった。本当に、これが叶野学園の生徒会長でいいのか？　いや、良くない！

「……挨あい拶さつの前に、そのコートをどうにかすべきだと思わない？」

　このまま無視を続けたとしても、堪こたえないどころか騒ぐだけだと判断したらしく、桑田が口を開いた。ただし、その形のいい唇くちびるから出た言葉は忠告めいた非難だった。

「ええー？　このコートのどこが問題だっていうの？」

　髪かみと同じく明るい色彩いろの瞳ひとみをしばたたかせながら、首を傾かしげて見せるが可愛かわいくもなんともない。第一鈴木だし。

「ワシントン条約なら大だい丈じよう夫ぶだよ。よく出来てるけどフェイクファーだから！」

　言いながら、鈴木はその場で一回転して見せた。

「……本物だろうと偽にせ物ものだろうと問題は、そのコートがヒョウ柄がらなことだと思うんだけど。とりあえず、並んで歩きたくはないね」

　まさしくその通りだったがそれを告げたのは俺ではなかった。俺の心の声を全て代弁してくれたのはちょうど到とう着ちやくした尾田だった。

　尾田が告げた事実にどれだけ衝しよう撃げきを受けたのかわからないが、鈴木は入り口に立ち尽つくす。

「遅おそくなってごめん。ちょっとクラスのほうの用事が片付かなくて」

「いや、問題ない」

　鈴木を軽く押しのけて中に入って来て、まず尾田は詫わびた。体は相変わらず細いが、最近は言うことがしっかり、はっきりしてきたと感じているのは俺だけだろうか。

「でも、今日はあったかいね」

　腕うでに抱かかえていたダウンジャケットをハンガーにかけながら尾田が言う。

「そうだな」

「早く春にならないかしら」

　冬があるから春の訪おとずれは待ち遠しく、また嬉うれしいのだが、そう呟つぶやくことに罪はないだろう。

「……違ちがう、ちがうよ。僕のヒョウ柄が問題なんじゃない。みんなが地味すぎるんだよ！」

　つっ立っていても誰だれも構ってくれないことに気がついたのか、鈴木は大おお股またにハンガースペースに歩み寄っていくと、そこに並ぶ俺たちのコートを指差して叫さけんだ。

「地味？　地味と言ったか？　ああ、そりゃあお前と比べれば地味だろう。でもな、学校にヒョウ柄を着てくるお前は何様のつもりだ？　っていうかどこのセレブの台詞せりふだっ！」

　結局、俺はそう叫び返していた。

「えー、だって『ぼく』は生徒会長だからねぇ。威い厳げんのある格好をしないとねぇ。……あ、そうか、多加良っちのコートが地味なのはぼくを引き立ててくれるためなんだね！」

　俺の地じ雷らいを踏ふみまくっている、というよりは地雷原を裸足はだしで歩いているに等しい鈴木は、一人納なつ得とくして、そのまま椅い子すに腰こし掛かける。

　ああ、本来なら俺のものである〝生徒会長の椅子〟に、だ。そして、椅子に腰掛けると、新聞部発行の「ほぼ週間叶野学園備忘録」を開いてふんぞり返る。

　すいません、このセレブ気取りで、社長気取りの、ろくに仕事もしない生徒会長もどきを俺は殴なぐってもいいでしょうか。いいと思う人は挙手をお願いします。

　俺の脳内会議では満場の賛成が得られたので、即そく行動に出るべく俺は拳こぶしを握にぎった。が、

「たのもーう!!」

　何の前まえ触ぶれもなく戸が開き、変声期前の少年の声が響き渡わたった為ため、俺の拳が繰くり出されることはなかった。その声の持ち主に思い切り覚えがある上に、無視するわけにもいかない俺は、でも、殊こと更さらゆっくりと振ふり向いた。

「やっぱり、来たか」

　保健室で休んだからか、キララは朝よりもずっと顔色がよくなっていた。ついでに寝ね癖ぐせもあちらこちらにはねて凄すごいことになっていたが。

「えっと、多加良の知り合い？」

　尾田が俺とキララを交こう互ごに見比べて尋たずねる。

「一応知り合いだ。ただ、今朝けさ知り合ったばかりだけどな」

「隠かくし子ごではないのね」

「……当たり前だ」

　なぜ、水月と同じボケをするのか、桑田。だいたい、俺とキララでは、髪の色も瞳の色も含ふくめ、すべてが似ても似つかないというのに。だが、俺の答えを聞いた桑田は心なしか安心した表情を浮うかべていて──だから、なぜだ、桑田。

　俺たちが会話をしている間にもキララは室内を一生懸けん命めい見回している。俺の姿はとうに視界に入っているはずなのに、誰かを探すように。

「ま、待ってください。キララさん」

　そして、キララから遅おくれること数十秒。ようやく羽黒が扉とびらの向こうから顔を出した。推察するに、羽黒は午前の授業の後キララの様子を見に行っていて、その後なにかあって振り切られたのだろう。

　南国生まれで寒さに耐たい性せいがない為、授業中以外はいつも黒のピーコートを着ている羽黒だが、いまは頰ほおを上気させ、うっすらと汗あせをかいて、息も切らしていた。俺の足についてきたキララの脚きやく力りよくは相当なもののはずだから、羽黒が追いつけなかったのも無理はないだろう。

「お疲つかれ様さま」

「あ、ありがとう」

　そんな羽黒に、桑田が少しぬるくなっている自分の紅茶を渡してやる。

「遅いぞ、花南！　それで、クワタミナトはどれだ？」

　やっぱりこいつには年上に対する口のきき方というものを教えてやろう、と心に決めながら、俺は目線だけを桑田に送った。面めん倒どうを詫びる意味も込めたそれで、どうやら桑田には伝わったらしく、小さく一度頷うなずいて。

「桑田美名人は私よ」

　軽く右手を上げ、桑田はキララに自ら応こたえてみせる──と、あっという間にキララは桑田の眼前に迫せまっていた。

　さすがに桑田も驚おどろいた顔をして、ゆっくりと数回瞬まばたきをして、改めてキララを見る。

「オレはキララという！　一番強い人間は桑田美名人だと聞いたぞ！　だからオレと勝負するんだ！」

「断るわ」

　まさに一刀両断。居合いのごとく桑田の回答は早かった。しかも俺と同じ、模も範はん解答で。

「な、なぜだ！　さてはオレに勝つ自信がないなっ！」

　桑田を見上げるキララは無む駄だに勢いはあったが、血を見て失神しているような子どもがどれほど自分は強いと言っても、虚きよ勢せいを張っているようにしか見えない。俺は桑田とキララの双そう方ほうに見えるよう、わざと大おお袈げ裟さに肩かたをすくめて見せた。

「くっ！　秋庭多加良め！　朝は失態を見せたが、オレはもうさっきまでのキララ様ではないぞ！　相手がお前でもなんら不足はないのだぞ!!」

　両手を胸の前に突つき出して、構えらしきものをとってみせるキララだが、はっきりいって素人しろうと目めにもなっていなかった。

「だから、言っただろうが。俺も、桑田もお前と勝負する気はないんだ」

「そうよ。子どもと戦う趣しゆ味みは無いの」

　高いところからキララを見下ろしながら、俺と桑田はそう告げた。

　一生懸命に首を持ち上げているキララを見れば、ちょっとした悪役気分になるが仕方ない。だが、仮に俺たちが鞭むちならば、飴あめ担当は他ほかにいるわけで、その為の作戦でもある。

「あのね、キララ君。この二人は異常に強いから、勝負を挑いどむなんてことはやめた方がいいよ。ね、怪け我がしたらとっても痛いよ？」

「そうですよ。負けるが勝ちっていうことわざも世の中にはあるんですよ」

　尾田と羽黒は屈かがんで──羽黒はあまりその必要も無いが──キララと目線を合わせると、俺たちとは対照的な穏おだやかさでキララをなだめにかかる。これがチームプレーというものだ。

　けど、尾田、異常というのはさすがに誇こ張ちようしすぎではないか？　俺が人間じゃないみたいじゃないか。

「そ、そんなに強いのか？」

　しかし、この飴と鞭作戦は功を奏しそうだ。これでキララが諦あきらめてくれればそれに越こしたことは無い。

　でも、チームプレーというものは内側に一人、足並みを乱す者がいれば非常に脆もろいのもまた事実だった。

「……よし、決めた！　今度こそ信じるからねっ、予想屋よっちゃん！　大穴二年三組をまとめ買いだ!!」

　鈴木が静かなのはいいことなので、俺たちは進んで放置しておいたのだが、なぜ、このあと一押しというタイミングで目覚める、鈴木。それとも、遅ち々ちとして進んでいない明後日の準備をする気になったか？　或あるいはその逆が目的であったとしても、雨の場合は体育館で決行なので順延はないんですよ、鈴木さん。

　再び俺は拳こぶしを作り力を溜ためた。

「……鈴木、覚かく悟ごは」

「ああーっ！　神様っ!!」

　しかし、俺の憤いきどおりの声も拳も、やはりまたキララに遮さえぎられてしまった。

　新聞で隠かくれていた鈴木の顔が顕あらわになり、それを確かく認にんした次の瞬しゆん間かんキララはそう叫さけんでいた。

　あまりに大きな声が外に漏もれるのを防ごうと、開いたままだった戸を慌あわてて羽黒が閉めたが、正直、間に合ったかどうか怪あやしい。

「……えーと。なんとなーく、顔は覚えているけどね？　この間会ったのはいつだったっけ？」

「た、たぶん、人間時間で１２７年位前、だったと思うぞ」

「あれ、そんなに前じゃないと思うけど？」

　新聞越ごしに顔を出した鈴木に問われてキララは指折り数えるそぶりを見せたが、その答えは結局頼たよりないものだった。

　朝の会話からもキララは鈴木と何らかの関係がありそうだとは思っていたのだが、顔見知りとは思わなかった。というかやはり鈴木とお仲間──いわゆる〝神様属〟であるらしい。

　なぜか偉えらそうに踏ふん反り返って、自分を指差すキララを数秒見つめた後、何かを思い出したのか鈴木はポンっと手を打った。

「……でもあれは会ったっていうか、すれ違ちがった程度じゃなかった？」

「そうだったか？　でも挨あい拶さつはしたぞ！」

「うーん？　ちょっと待ってね」

　鈴木はこめかみを叩たたきながら珍めずらしく思案顔を作る。本当に考えているかどうかは疑問だが。

「ああ、そうか。わかった……じゃなくてちゃんと思い出したよ。確かに五番地あたりで会ったね。でも、その時は二人だったよね？」

「そうだぞ。マイカと一いつ緒しよだった。けど今はちょっと離はなれているんだぞ」

　鈴木にそう答えるキララの表情が一いつ瞬しゆん寂さびしげに曇くもった。

「ところで、神様がここでは〝人間〟として暮らしているというのは本当か？」

「ああ、うん。確かもう噂うわさになっているんだよね」

「なっているぞ」

「相そう互ご不ふ干かん渉しようって言う割にはみんな耳が早いねぇ」

　少し憂ゆう鬱うつそうに言って、鈴木は顔をしかめた。はっきりいって、俺たちは完全に蚊帳かやの外だ。いや、むしろずっと蚊帳の外にいさせて欲しい位だ。いっそキララは鈴木に任せて、俺たちは会議室に移動するというのはどうだろう？

「それで、君は今度は何をしに？」

「……強くなりにきた。ここではどんな願いも叶かなうと聞いたから」

　キララの答えはとても真っ直すぐで。だからその行動も単純だった訳だ。

「そう、か。……そうなんだ」

「……だから、神様を倒たおした人間もやっつけられるはずなんだぞ！　それなのに、どうして多加良も美名人もオレの勝負を受けないんだ！」

　そうして、俺たちの方に向き直ったキララの両目には涙なみだが盛り上がっていた。それが零こぼれ落ちそうになるのを唇くちびるを嚙かみ締しめて我が慢まんしているのを見て、俺はため息を一つ吐ついた。

　なにがどうこんがらがったのか、キララは俺たちを倒せば、強くなりたいという自分の願いは叶う──というかもう叶ったものと──と思っている。

　確かに、この叶野市には強い願いを持つものが自然と集まり、またその願いを叶える存在もいる。そして、不本意ながら俺がその一いち翼よくを担になってもいる。

　けれど、まだキララの胸に、願いの植物はなはない。だから、少なくとも俺にはキララの願いを叶えてやることは出来ないのだ。

「キララ、お前が思う強さは、誰だれかを殴なぐって、そいつが泣いたら自分の方が強いって、そういうことか？」

　今度は、しゃがみこみ、目線を合わせて俺は問うた。

　両目を腕うでで軽く拭ぬぐった後、キララは大きく頷うなずいた。鈴木との会話から推測するに、キララは俺よりも年上のようだが、その内面は外見と変わらないのだろう。長く生きたからといって大人になれるというものでもないし、そもそも彼らとは時間の流れ方が違ちがうのだろう。

「それは、強いとは言わないと、俺は思う」

　その不思議な色合いの双そう眸ぼうをしっかりと見つめて、俺は告げた。それが、俺が──そして桑田がこの勝負を受けない最大の理由だから。

　勢いで何かと他人に勝負を挑いどむ俺だが、自分の中での線引きはしっかりしているつもりだ。

「じゃあ、強いというのはどういうことだ？」

　けれども、返すキララの言葉に俺が沈ちん黙もくしたのは、それが人によって異なるものであるのが事実で、簡単に定義できるものではなかったからだ。

「強いことは、正しいこと、ですよ」

　けれど、その声は何の躊ちゆう躇ちよもなく言い切った。どうも本日は千客万ばん来らいだ。それも年下に限って。

　新たに生徒会室に姿を見せたのは、学ラン姿の叶野学園中等部生。短めの髪かみを整せい髪はつ料りようで精せい一いつ杯ぱい立てているが、もとが猫ねこっ毛けだからかあまり上手うまくいっていない。学ランも第二ボタンまで外しているのだが、おそらく本人が求めている──迫はく力りよくとか貫かん禄ろくとかそういうものだと思われる──印象を与あたえることには成功していない。

　その原因は黒目がちでつぶらな瞳ひとみと、背中がまるまった姿勢にあると思うのだが、本人にそれを指し摘てきしてやる必要は無いだろう。

「ええと、あの、高等部の生徒会に何か御ご用ようですか？」

　新たな来訪者に一番戸口の近くにいた羽黒が代表して尋たずねる。

「そうです。用があるからわざわざ来たんです」

　口調もまたどこか体育会系のそれで、きちんとしてはいる。けれど彼の視線は一点に集中していて、ちらりとも羽黒の方を見なかった。

　俺の視界の隅すみで、尾田と鈴木がそれぞれ不ふ愉ゆ快かいそうな表情を浮うかべていた。多分、俺も同じような顔をしているだろう。

「……わざわざ中等部から出張ってくるとは思わなかったわ」

　そして、俺たちの中で次に声を上げたのは桑田だった。彼の視線を受け止めて──それは桑田にのみ注がれていたのだから当然だ──軽く嘆たん息そくする。

　桑田は椅い子すから立ち上がりつつ俺に一いつ瞬しゆん視線を送ってきた。それで、理解する。つまり、こいつが先の桑田の謝罪の原因だと。

　桑田が椅子から離れたのを見ると、自分の方に来るのを待ちきれずに、彼は桑田の眼前に駆かけ寄っていく。

「だって、朝は結局逃にげられてしまいましたもん」

「逃げてはいないでしょう？」

　桑田と対たい峙じすると彼の口調は若じやつ干かん幼いものになった。彼の行動は何となく犬っぽい。と、俺は冷静に観察していたのだが、

「でも、ぼくとの勝負を受けてくれなかったじゃないですか」

　次の台詞せりふには軽い衝しよう撃げきを受けた。こっちも勝負か。いったいどうなっているんだ。

　二人の間に流れる空気は緊きん迫ぱく感かんこそないものの、和なごやかとも言えず、尾田と鈴木は事態を見守ることにしたのか、一歩距きよ離りをとる。羽黒は桑田を心配そうに見ているが、やはり割って入ることは出来ずにいるようだ。

　俺もとりあえずは静観しようと、邪じや魔まをしそうなキララだけ自分の方に引き寄せる。

「だから、勝負は断ったはずだけど？」

「確かに聞きましたけどっ。でも納なつ得とくしたとは言いませんでしたっ！」

　彼と桑田の身長はあまり変わらず、だから真正面からぶつかり合う目と目を、けれどどちらも逸そらさない。

　少しも引く様子のない相手に対して桑田は腕うで組ぐみをして、微かすかに眉まゆを寄せる。

　その瞬しゆん間かん、俺と羽黒と尾田は確実に室内の体感温度が下がったのを感じて、互たがいに目くばせし合った。ついでに、二人は更さらに身体からだを引いた。逆に俺はいつでも桑田を止められるように、心積もりをする。

「……それに、叶野学園で一番強いのは私じゃないとも言ったわ」

「……なら、桑田師し範はん代だいが一番強いと思う、秋庭さんにぼくが勝ったら、勝負を受けてもらえるんですか？」

　急に水を向けられて、軽く驚おどろきつつも、俺は桑田が先に謝った理由をそこで正しく理解した。

　まったく世の中、単純なのが多すぎて、だから俺や桑田が頭を痛めることになるのだ。

「そういう話なら、俺も断る。だいたい仮に俺が桑田よりも強いとして、どうしてお前と勝負しなければならないんだ、中等部三年Ｃ組並なみ木き陸り玖く」

「な、なんでぼくの名前を知っているんですか？」

　俺が名前を言い当てたことに、並木は驚いて目を瞠みはった。自慢だが、俺は全校生徒の顔と名前を完璧に記憶している。そして、この俺の記き憶おく能力が高等部だけに留とどまっていると思うならば甘い。俺は中等部の生徒の顔と名前も一いつ致ちさせている。特に中等部の三年生は、来年度の貴重な一票になるかもしれないからしっかり覚えてある。

　だが本音を言っては、それはそれで波風が立つから、適当に答えておく。

「男のたしなみだ」

「たしなみ、ですか」

　首をひねりながらも、驚きからすぐに醒さめた、並木は今度は俺の方をしっかりと見た。

「それで、質問の答えは？」

　だから、俺も問い直す。

「……理由なんて一つだけです。桑田師範代に勝てば、周りはぼくが強いと認める。ぼくの強さを認めるんです」

　始めと同様に、その言葉を言うことに、並木は何の疑問も迷いも抱いだいていなかった。一瞬、昏くらいものが並木の双そう眸ぼうをよぎった気がしたけれど、それを確かめる前に、

「ぼくは、強くなりたい」

　もう一度、並木はその言葉を繰くり返した。そして、それが紡つむがれた瞬間。

　眼底から痛みが一気に上ってきた。いつも通り、なんの予告もなしに。眼球をくり貫ぬかれているような痛みは、一点に集中しているはずなのに、けれど全身を駆け抜けているような錯さつ覚かくを俺に与あたえる。

　これは間ま違ちがいなく、願いの植物はなが芽め吹ぶく時のその痛みで、近くに発芽する人間がいるということに他ほかならない。

　だが、この痛みを並木に悟さとられたくないのも事実で、俺は奥歯を嚙かみ締しめてやり過ごそうとする。けれどきつい痛みにそれすらもおぼつかなくなってくる。

「それでも、私たちはあなたとは闘たたかわない。強くなりたいのなら、また道場にいらっしゃい」

　ふと、視界が遮さえぎられて、それは桑くわ田たが俺と並木の間に──俺を隠かくすように──割って入ったからだと気付くのに、少し時間がかかった。俺の異変に気付いたからだろうその行動に素す直なおに感謝して、俺は俯うつむくと目を押さえた。

「でも、ぼく道場はいま……」

「出入り禁止ね。わかっているわよ。その上で、言っているの」

「もう結論は出ているんだから、いい加減、中等部に戻もどったらどう？」
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「そうですよ、お昼を食べる時間が無くなってしまいます」

　桑田に続いて、尾田と羽黒も加勢してくれる。本当に、持つべきものは友達だ。三つの背中に庇かばわれて、瞼まぶたが引き攣つるのをどうにか並木から隠すことが出来た。

　そうして、ドクンと脈打つような、全身が硬こう直ちよくしそうな程ほどに大きな痛みの波が押し寄せたかと思ったら──それを最後にあっという間に、俺を苛さいなんでいた痛みは身体からだから消えてしまった。だから、この痛みは、名前も出したくないアレの悪あく趣しゆ味みだとしか思えないのだ。

「もう、大だい丈じよう夫ぶだ」

　三人にだけ聞こえるように小さく囁ささやけば、全員の背中から力が抜けたのがわかって、ちょっと笑いそうになった。もちろん、堪こらえたが。

「……わかりました。今日のところはこれで失礼します」

　言いながら、並木は半分踵きびすを返し、

「けどっ、ぼくはこの勝負を受けてもらえるまで、諦あきらめませんからね！」

　残った左半身を桑田に向けて、宣言する。

　そして俺は、その胸に願いの植物の小さな芽を見つけて、ひとり天を仰あおいだ。

　だが、完全に背中を向けた並木を引き止めることはしなかった。並木が発芽した以上、急いだ方がいいことはわかっているが、まずは状じよう況きようを整理しておきたい。

「ああー、そんなに急いで走ったら危ないよー」

　俺の代わりになぜか鈴木が扉とびらから頭だけ出して並木の背中を見送る。

「急いで転んだら……あれ、転ばないね。なら廊ろう下かは走ってもいいんだね！」

　鈴木の独り言は無視して、並木の足音が聞こえなくなると、俺たちは示し合わせたように椅い子すに腰こしを下ろして、息を吐はいた。

「さっきは助かった。まあ、細かいことは後で話すとして、とにかく昼飯をすませよう」

「私の方も、説明はあとにするわね」

「異議なし」

「異議なしです」

　明後日あさつての打ち合わせもまだ終わっていないのに、全員が既すでに疲つかれていて、どうもこの後に話し合いは無理そうだ。

　桑田が新しくお茶を淹いれに立って、尾田たちが弁当を取り出す中、キララだけは、俺たちに背を向けて、まだ戸の近くでうろうろしていた。そういえば、さっき何となく並木の後を追いたそうにしていた気がする。

「キララっちも座ればー？　お昼は僕のをわけてあげるからさ」

　並木のいる間は、珍めずらしく黙だまりこくっていた鈴木だが、その退出と共に調子を取り戻したようだ。その点だけをとれば、並木にはもう少しいてもらいたかった気がする。

　そんなことを考えていた俺は、鈴木の勧すすめに従って、空いていた椅子に座ったキララを見て──正確にはその胸の辺りをみて、絶句した。

　キララの胸にもまた、芽吹いたばかりの、小さな双ふた葉ばがあった。俺にしか見えない、願いの植物のソレが。

　今日は絶対に厄やく日びだ。そうでなければ、一日に二つも願いの植物の発芽を確かく認にんするなどということがある筈はず無い。可能性としては、またアレが何か企たくらんでいるという線もあるだろうが。

　非常に重い気分のまま、それでも俺はおにぎりを口に入れていく。何から話して、どこから解決していけばいいかを考えながら。

「あの、そういえば鈴木さんがさっき、学校新聞を見て叫さけばれたのは、なぜですか？」

　ちらちらとキララの様子を気にしながらも、羽黒は差し障さわりのない話題としてそれを俎そ上じように載のせた。うん？　羽黒、お前はそう思ったのかもしれないがその話題には少々危険な要素が含ふくまれているぞ。

「あ、羽黒さん、まだ知らないんだ」

「そういえば、教えてなかったわね。叶野学園備忘録の目玉記事のこと」

「記事っていうか、くじっていうか」

　今いま更さらなぜ学校新聞の名前が備忘録メモなのかには突つっ込まないが、尾田の駄だ洒落じやれはちょっとどうかと思う俺である。

「とにかく、これをごらんよ、羽黒ちゃん！」

　言いながら鈴木は羽黒の目の前に、叶野学園備忘録を差し出した。

「重要なのは、ここだよ！」

　鈴木が指で示したところには〝騎き馬ば戦せんトトカルチョ〟の見出しが躍おどっていた。

「え、ええっ！　賭かけ事ごとですか？」

「まあ、その一種ではあるわね」

　驚おどろく羽黒に対して、桑田は極きわめて冷静に告げる。

「主しゆ催さいは新聞部。でも、参加者には参加料１００円を取るだけだし、レースを当てても貰もらえるのは食堂の回数券一綴つづりだから、みんな宝くじに近い感覚で参加してるよね」

「でも、賭け事に変わりはないのでは？　つ、捕つかまりませんか？」

「そこは問題ないわ。これは先生方も黙もく認にんしている〝伝統行事〟の一つだから」

　桑田の言う通りだった。賭けの対象は毎回異なるが、新聞部主催のこれは、創立時から連綿と続いていて、どこからも文句が出ないどころか、開かい催さいしない方が逆に抗こう議ぎされる、そういうものなのだ。

「伝統、ですか」

「そうよ」

　どこか縋すがるように羽黒は桑田を見つめたが、それ以上の答えを桑田から引き出すことは出来なかった。

「……やっぱり今回は騎馬戦できたか」

　それは、別にいい。どんな形であれ学校行事に関心が集まるのはいいことだ。

「それでね、僕は予想屋よっちゃんを信じて、大穴の二年三組に賭けることにしたんだよっ!!　これは間ま違ちがいなく買いなんだ！」

　鈴木の目は燃えていた。胸の前で握にぎった拳こぶしには大変に力が入っていた。だが、鈴木に向けられる俺たちの視線は氷点下だ。

「予想屋よっちゃんって、誰だれですか？」

「さあ？　でもこの忙いそがしい時に、賭け事とはね？」

「そろそろ嵐あらしが来そうだよ」

　羽黒が的を外しているのはいつものことだからいいとして、桑田と尾田はこの後の展開を予測してか、鈴木から距きよ離りをとる。

　さて、ここで問題です。というか鈴木君の行動の何が問題なのでしょう。

一、生徒会長なのに賭け事に参加している。

二、鈴木君、企き画かく立案の〝目指せ天下統一！　僕らの野望は安あ土づち桃もも色いろ！〟という名の騎馬戦が明後日あさつてに控ひかえていること。

三、その騎馬戦が中等部と高等部の合同開催なのに、準備期間が一週間と与あたえられず、準備が万ばん全ぜんでないのに、鈴木君は少しも手伝わないこと。

　答えは、全部正解です。

「賭け事にうつつを抜ぬかしている暇ひまがあったら、少しは準備を手伝ったらどうですか？　山口さん家ちの三軒げん隣となりの鈴木朔さん？」

　こめかみがひくつくのを指で押さえながら、それでも片かた頰ほおを上げて笑えみらしきものを作ってみる。

「わー、多加良っち怖こわい顔」

　そうは言いつつも、鈴木の顔は何も恐おそれていなかった。

「生徒会の仕事をするのも立派な人助けですよ、す・ず・き・さ・ん？」

　俺は更さらに口角をあげて笑みを深めたのだが、なぜか鈴木ではなく羽黒とキララが小さく悲鳴をあげる。桑田と尾田は、なんとも言えない表情で俺と鈴木を交こう互ごに見て肩をすくめ。

「わかったよ」

「何が、わかったと？」

「僕はこれから生徒会長として、校内パトロールに行ってきます！」

　その台詞せりふを聞いた瞬しゆん間かん、生徒会室はかつてない沈ちん黙もくに包まれた。

「そうと決まれば善は急げだ！　よし、キララっち、君を生徒会長権限で特別保安員に任命しよう！　さあ行くぞ！　よし行こう！」

「うえあっ？　な、なんだ神様！」

「そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方はやめてって言ったでしょ！　鈴木くんでいいからね！　じゃ、行ってきます」

　止める間もなく、鈴木はキララの腕うでを無理矢理摑つかむと、生徒会室から走り去った。

　追いかける気力も湧わかず、俺はなにか無む性しようにやるせなくなった。そしてそれは俺に限ったことではなかったようで、息の合った叶野学園生徒会執しつ行こう部ぶ（マイナス一）は仲良くため息を吐いた。

「……これで、静かにはなったわけだから、諸問題の整理だけはしておくか」

「そうね、昼休みも残り少ないことだし」

「とりあえず、多加良の話から聞こうか」

「人命に関かかわることですから」

　尾田と羽黒がそう勧すすめてくれたので、俺はありがたくそれに甘えることにする。騎馬戦の方も疎おろそかにするつもりはないが、羽黒も言う通り、人命優先だ。

「俺が先でいいか、桑田？」

　話を進めていけばいずれ並木のことに及およぶわけだが、それでも一応確かく認にんを取れば、桑田はすぐに頷うなずき返してくれた。

「さっき発芽したのは、並木陸玖だ」

「え、彼？」

　既すでに発芽した人物が特定されていたとは思わなかったらしく、尾田が軽く声を上げた。

「でしたら、さっき追い返すようなことをしなければ良かったのでしょうか？」

「いや、それは全然問題ないから大だい丈じよう夫ぶだ。あの場は混乱していたから、一いつ旦たん返してくれて助かった」

　不安げに眉まゆを寄せた羽黒に、俺は思ったままを伝える。すると羽黒はほっと胸を撫なで下ろして小さく笑った。

「並木陸玖が、発芽したの」

　その名前がでれば、やはり桑田の顔には憂うれいが浮かんだ。桑田をよく知らない人間にはわからない程度にだが。

　軽く目を伏ふせて何か考え始めた桑田を視界の隅すみに留めながらも、俺は更に言葉を続けた。

「それと、キララも発芽した」

「ええっ？　き、キララさんもですか？」

　他ほかの二人よりはキララと俺の事情がわかっている羽黒が、驚おどろいて椅い子すから立ち上がる。その勢いで座っていた椅子が倒たおれて大きな音を立てる。

「花南ちゃん、落ち着いて」

「あ、は、はい」

　隣となりに座っていた桑田が自分の思考から一いつ瞬しゆん戻もどって、そんな羽黒の背を叩たたいてなだめる。

「それで、キララくんっていうのは、何者？　……不思議な目の色をしてたけど？」

　嫌いやな予感がしているのだろう、瞳ひとみに警けい戒かいの色を浮かべながら尾田が訊きく。

「羽黒の霊れい感かんによれば、人間ではないそうだ」

　俺は基本的に目に見えるものしか信じないが、羽黒花南は信じている。だからこれは事実だ。

「ああ、やっぱり人間じゃないんだ」

　そして、尾田も桑田も羽黒を信じている。だから、俺と同じくキララを人間ではない存在として受け止めた尾田はちょっと遠くを見る。

「でも、キララさんは悪い方ではないと思います」

「でもこれでまた、かのう様が関わってくるのは間ま違ちがいないね」

　尾田がその名を口にした瞬間、残り三名は一いつ斉せいに身構えた。アレは名前を呼べばもれなく出てくるというものでもないが、地じ獄ごく耳みみなので自分の噂うわさの立つ所には、好んで現れる傾けい向こうがある。

　しかし、今日はそのパターンではなかったらしく、俺たちは気勢を削そがれる形で、体から力を抜ぬいた。羽黒はなぜか額の汗あせを拭ぬぐうような仕草を見せて、尾田の苦く笑しようを誘さそう。

「それで、どうして多加良はキララくんに勝負を挑いどまれていたの？」

「そうね、そしてなぜ、それが私のところに回ってきたのか一応聞いておきたいわ」

　尾田と桑田に続けて問われ、俺は朝の出来事を簡単に説明した。

「なるほど」

「でも、本当に秋庭さんと美名人ちゃんが闘たたかわれたらどちらがお強いのでしょうね？」

「花南ちゃん……あり得ないことは考えない方がいいわよ。ね？」

「はっ、はい！　わかりました」

　顔の筋肉こそほとんど動いていなかったが、醸かもし出す空気で桑田は羽黒の問いを永遠に封ふうじ込めることに成功していた。俺と尾田は乾かわいた笑いで、その光景を見なかったことにした。やはり俺たちは気が合うな、尾田。

「……で、だ。キララの話から察するに、微び妙みように誤解がある。キララは叶野に入った時点でもう自分の願いは叶った、または叶ったも同然と思い込んでいる」

　だが、それは考えが甘いというものだ。

　確かに願いの原石たねは全すべての者に与あたえられるが、だからといって全ての願いが、必ず叶うわけではないのだ。一人の人間に対して叶う願いは一つだけで、それも強い強い願いにしか、願いの植物は呼応しないのだから。そして、それが叶野の地の理ことわりだと、陰かげの支配者を気取るアレ──かのうは笑って言うのだ。

「でも、発芽したということは、その願いはまだ叶っていないのですね？」

「ああ」

「強くなりたい、って言ってたけど……」

「それが本当に一番の願いならいいけどな」

　自分で考えているものと、心の底にある願いは違ちがうこともあると、俺は経験上知っている。

「強くなりたい……というのはわかりやすいようで、難しいですね」

　羽黒の言う通りだった。

「奇くしくも、陸玖と同じ願いことを言っているのよね」

　もう一つの問題を、その当事者たる桑田が口にしたので、俺はそのまま話題を移行することにした。

「それで、並木だ。桑田のところの門下生だろ？」

　並木は桑田のことを〝師し範はん代だい〟という肩かた書がきで呼んだ。というのも桑田の家は由ゆい緒しよ正ただしい武道の家で、叶野で道場を開いて長い。それは桑田万ばん能のう流といって、あらゆる武道を取り入れ、またそのどれでもないという不思議なものだ。はっきりしていることといえば、桑田がそこで師範代を務める程ほどの腕うで前まえで、普ふ通つうに闘えば敵かなう者はいない位に強いということだけだと思う。

「そうよ。色々事情があって、いまは出入り禁止になっているのだけれど、ね」

　返ってきた桑田の声は落ち着いたものだった。桑田の頭の中ではとりあえず整理がついたらしい。ただし、色々な事情については触ふれるなと、暗に釘くぎを刺さしていた。

「その並木くんが、桑田さんに勝負を挑んでくる理由に何か覚えは？」

　デリケートな部分を避さけて、尾田が問う。

「強くなりたいと思っている。それ以上のところは正直、わからないわ。道場で稽けい古こをつけたことはあるけれど、そこで負けたことを外に持ち出すような子じゃなかったし」

　まったく心当たりがないことも無さそうだったが、桑田が話さない限りそれ以上の追つい及きゆうも出来ず、話はそこで一度途と切ぎれる。

　並木の話題はとりあえず打ち切るべきかと俺が考えていると、俺の隣で尾田が手を上げた。

「ちょっといいかな？」

「なんだ？」

　俺が聞き返せば、尾田は躊ちゆう躇ちよするように一度言葉を飲み込んで、でも結局は口を開いた。

「今日遅おくれてきたのには、ちょっと理由があって、実はクラスメイトから噂うわさ話ばなしを聞いていたからなんだ」

　そんな風に切り出して、俺たちの耳じ目もくが自分に集まっていることを確かく認にんすると言葉を続ける。

「どうも最近叶野学園の学区内に辻つじ斬ぎり……っていうのは古いか。ストリートファイターみたいなのが出しゆつ没ぼつしているらしいんだ」

「辻斬りというと、妖よう刀とうでも所持しているのですか？　もしそうなら早速お祓はらいに!!」

　ストリートファイトよりも辻斬りの方に言葉馴な染じみがあったらしく、そこに妖刀というアイテムまで思考に加えてしまった羽黒は一人で暴走を始めそうになっている。

「いやいやいや、妖刀とかはありえないから、さ」

「え、そ、そうですか」

　が、しっかり尾田が突つっ込んで羽黒の勢いを殺す。

「花南ちゃん、あのね、尾田君が言っているのは問答無用で人に殴なぐりかかっていくような人間が出没しているということよ」

　そこに美名人が補足説明を加えるというのが最近の連係パターンだ。

「そうなのですか。いまどきの辻斬りは妖刀を持っていないのですか」

　ほんの少し残念そうな顔をして、羽黒が椅い子すに掛かけなおしたのを見て、それ以上はその言動に突っ込みを入れることはせず、俺は尾田に続きを促うながす。

「それで、そのストリートファイターの標的まとは？」

「叶野学園中等部生および叶野学園高校生」

「やっぱりな」

　予想通りの答えに、俺は思わず頭を抱かかえた。このままでは頭痛が慢まん性せい化かして持病になる日も近い。まあ、頭痛程度で俺の優ゆう秀しゆうな頭脳が鈍にぶることはあり得ないが。

「えーと、多加良。ここからが本題なんだけど」

「秋庭さん、しっかりしてください」

　二人の声に俺は顔を上げたが、尾田を見る目が多少恨うらめしげだったことくらいは許して欲しい。それに尾田は俺の悪あく人にん顔を見慣れているから、ダメージも少ないだろう。

「尾田君、続けてちょうだい」

　なぜか目元も険しく、桑田が尾田を促す。その視線に尾田は居住まいを正してから、しっかりと桑田を見た。

「そのストリートファイターから逃のがれるにはたった一言を言えばいいらしいんだ。まあ、そもそもあいつらが僕にこの話をしたのはいかにも狙ねらわれそうな僕を心配してなんだけどさ」

「その一言というのは魔ま法ほうの呪じゆ文もんか何かですか？」

「いや、一応相手は人間だから。まあ、近いものはあるけど」

「なにを言えばいい？」

　俺が真しん剣けんな眼まな差ざしを送れば、尾田はそれに一つ頷うなずいて、

「並木陸玖は強い」

　短く、告げた。

　嫌いやな沈ちん黙もくが十秒以上続いた。心なしか外の日差しが翳かげったような気さえした。

　おそらく、水月が気にしていた消毒薬の減りの早さもこの件が関かかわっている。そして、水月がそれを俺たちに一任してきたからには、他の教師陣じんの耳に入る前にどうにかしろと、そういう意図があるはずだ。

　けれど、黙だまって唇くちびるを嚙かんで懸けん命めいに考えている桑田の横顔を見れば、いま最も重要なのは桑田がどうしたいかだと、思う。並木に身を守る──或あるいは攻こう撃げきする──術すべを教えたのは桑田の父親、ひいては桑田自身だから。

「……並木陸玖とこの件に関しては私に任せて貰もらえるかしら？」

　意見を求める形を取ってはいたが、桑田がそれをもう心に決めてしまっていることは明らかだった。俯うつむきがちだった顔を高く上げて、俺たちを見る目はいつになく強かった。

　だから、反対の声が上がるはずもなかった。

「この件は、桑田に任せるということで、いいな？」

「異議なし」

「異議なしです」

「感謝するわ」

　俺たちの答えに桑田は静かに立ち上がって、そして武道家らしい、腰こしからの綺き麗れいな礼をした。

「桑田が中心になって動くことには文句はない。ただし、俺も願いの植物の問題があるから一いつ緒しよに行動させてもらいたいんだが、それはどうだ？」

　そこは一応確認すれば、桑田は少し嬉うれしそうな顔をして──俺の見当違ちがいかもしれないが──、浅く頷いた。

「そうすると、放課後の騎き馬ば戦せんの準備はどうするか」

　高校の方は指示を与あたえておけばいいとして、確か今日は中等部との騎馬戦連れん絡らく会かい──なんとなく微び妙みようなネーミングだ──があったはずだ。

「連絡会の方は僕が出席しておくよ。ルールとかハンデの確認をしてくればいいだけだし」

　尾田が自ら申し出てくれたので、そちらは委ゆだねることにする。

「頼たのむ。それと後は……」

「現在地不明のキララさんですね。人探しならば私にお任せください！」

　ようやく自分の出番が来たとばかりに、羽黒は胸を張ってみせる。胸の前で握にぎられた二つの拳こぶしには熱意がこもっていた。

「じゃあ、キララは羽黒に任せる」

「はいっ！」

　その気合が空回りしないことを祈いのりつつ、

「では、これにて解散」

　と俺が宣言したのと同時に、長くて短い昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。
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　放課後、中等部のレンガ造りの門のところで尾田とは別れ、俺たちは昼とは逆に、並木陸玖の姿を探して叶野学園中等部構内を歩いていた。

　叶野学園中等部は高等部に半世紀遅おくれて創設された。その為ために〝叶野学園高校〟の名が独立しているのに、〝中等部〟ということになっている。

　また、約半世紀の時代の流れで建物はより洋風で、高等部よりも小こ奇ぎ麗れいな気がする。そして何よりも校舎が整然と並んでいるのがいいと思う。

　構内図が既すでに頭に入っているのか、桑田は勝手知ったるという感じで歩んでいく。上からコートを着ていても、高等部の生徒だということがわかるのか、どうもさっきから中学生からちらちらと投げかけられる視線がうっとうしい俺だ。いや、見るのはともかく、目が合うと悲鳴を上げて逃にげていくとは何事だ？

「……高校生がそんなに珍めずらしいか？　それとも俺はそこまで悪人顔か？」

　眼鏡めがねのフレームに触りながらそんな呟つぶやきを思わず風に乗せてしまう位には俺の心は傷ついていた。

「どっちもハズレだと思うわ」

　どこか呆あきれたように桑田はそれだけ言って、周囲に視線を投げかけながら更さらに進む。俺もこの視線は仕方がないものだと割り切ると、並木の姿を探す。

　高等部よりも一回り小さいグラウンドでは、高校生よりもだいぶ小さい中学生が部活動に励はげんでいる。

「子どもは風の子だな……」

　寒風にも負けずに走り回るサッカー少年の一群の中に、明らかに違ちがうユニフォームの子どもを見つけて、俺は目を凝こらした。

　ユニフォームというよりは私立の小学生のような三みつ揃ぞろいでボールを追う子どもは、間ま違ちがいなくキララだった。

　なぜ、キララはここにいるのだろう？　加えて、なぜ中学生に交じってサッカーを？

「桑田、キララが校庭でサッカーをしている」

「え？　どこに？」

　キララの行動に対する疑問の答えは見み出いだせないまま、俺がとりあえず見たままを伝えれば、反対側を向いて並木の姿を探していた桑田も俺の肩かた越ごしにキララの姿を確かく認にんして、ちょっと困ったような表情を浮うかべる。

「ここは私たちが捕つかまえるべき？　それとも花南ちゃんに連絡を入れた方がいいのかしら？」

　そこは、迷うところだった。だが、並木はいざとなれば自宅の住所も調べられるが、キララはそうはいかないと思われる。

「仕方がない、二手に分かれるか」

　そう言いながら、グラウンドに目を戻もどせば、サッカー部の集団から一人外れて、キララは何かを探さぐるように中等部の校舎を見上げていた。そして、そこに何を見つけたのか突とつ然ぜん走り出す。

「これは、そんな悠ゆう長ちようなことを言っていられないみたいね。後を追いましょう」

「桑田、悪い」

「別にかまわないわ」

　視線は校舎の中に入っていくキララに向けたまま、桑田は俺の腕うでを引いて、小走りに駆かけ始める。半ば桑田に引きずられるように足を動かしながら、俺もまたキララを追って走り出したのだった。







　時折自分の現在地と進行方向を確かめるように立ち止まりつつも、キララの足取りには概おおむね迷いは無かった。けっこう方向感覚には優すぐれているようだ。

　校舎内に入る前にどうやら目的地を決めていたらしいキララを確保する前に、俺たちはその行動を追つい跡せきしてみることにしたのだった。

　さっき階段を昇のぼって、キララはいま二階の廊ろう下かを突つき進んでいる。けれど、理科室の前を通る時はなぜか一目散だった。

「理由はこのホルマリンか」

　少し遅れて通り過ぎて、教室の前の展示物が問題だったことを知る。なんというか、本当に人間の子どものような行動だった。

　学校の校舎というものはたいてい長方形だから、どんどん行ってもやがて行き止まりになる。そうして、キララが足を止めたのは民族資料室の前だった。この族の字は誤字ではない。以前彩いろ波はから聞いた話では、和かのう一族が世界各国を旅行して集めてきた、世界中の民族の生活用品などが展示されているらしい。ただ、変わり者が多い和一族が勢いで買ってきて、行き場を無くしたお土産みやげも多数あるそうだ。

　そういう教室だから、常に開放されているようで、キララが手をかければ戸は簡単に動いた。でも、一気に開くことはせず、慎しん重ちように音を立てぬようにキララは戸を開けて、しゃがみこんだ体勢のまま中に入っていく。

「何かいたずらでもするつもりかしら？」

　小声で呟きながら、桑田も首を捻ひねるが、俺にもそれはわからなかった。

「百聞は一見にしかず、だな」

　そう言いながら、キララと同じように、静かにゆっくりと俺も戸を開けて、這はうようにして中に入れば、奥の方から何やら人の声が聞こえた。

「あのさ、いくら樋ひ口ぐち君が噂うわさ話ばなしにうといタイプだとしても、ぼくが強いって噂はもう聞いているよね？」

　その声は、今日の昼に聞いて、俺も知っている人物のものだった。

　どうも妙みような場面に俺たちは進入してしまったようだ。状じよう況きようからここはひとまず隠かくれて見守るべきだと判断して、桑田に目配せすれば、一いつ瞬しゆんだけ彼らから視線を外して桑田は頷うなずいた。

　俺は──さすがの俺にもどこの国籍ものかわからない──民族衣い装しようのドレスの裾すそに隠れることにして、そこに先客を見つけた。

「!!　あきっ……」

　俺の姿を認めて叫さけびかけたキララの口を塞ふさぎつつ、腕の中に抱だきこんで、俺は図はからずもその捕ほ獲かくに成功した。

「とにかく、今は黙だまっておけ」

　最小限の声こわ音ねで俺が命じれば、キララはキララで二人のやり取りに興味があるらしく、おとなしく頷いた。

　俺はキララを拘こう束そくする腕の力を少し緩ゆるめて、並木と樋口という男子生徒の会話に改めて意識を向けた。

「お前の噂は聞いてる。けど、並木、おれより小さいだろ」

「確かに、体は樋口君の方が大きいね。でも、それで自分がぼくより強いって考えるのは浅はかなんじゃないかな？」

　体格で勝まさっている樋口は並木を恐おそれていないが、並木は明らかに樋口を煽あおろうとしている。

「っていうか、体の成長に頭が追いついていないのかな？」

「並木、いい加減にしろよ？　おれが本気で怒おこらないうちに黙れ」

「ぼくは別に怒ってもらって構わないんだけど」

　樋口が並木の言葉に乗せられる形で、両者の間に漂ただよう雰ふん囲い気きは徐じよ々じよに不ふ穏おんさを増していく。いまのところ留とどまっているが、このままいけばどちらかが手を出すのも時間の問題だ。

　並木はこんな調子でだれかれ構わず勝負を挑いどんでいるのだろうか。だとすればストリートファイター呼ばわりされているのは並木だとしか思えない。

　そのやり取りを真しん剣けんに見つめながら、何かを堪こらえるように桑田は唇くちびるを嚙かんだ。

「並木を止めたいなら、そうしていいぞ？」

　耳元で小さく告げるが、桑田は首を振ふって、

「……もう少しだけ待つわ」

　短く答えた。

「だから、お前と勝負したことがわかったら、それだけで部活の顧こ問もんに怒られるんだよ！」

「……だったら、樋口君がぼくより弱いことを認めてくれるだけでもいいけど？」

「そういうことじゃない！　とにかくおれは見えている勝負なんてやらないぞ！」

　引き下がらない並木に、樋口は先さき程ほどよりも語調を強めると、並木を振り切って、出口に向かおうとした。

「樋口君が、そういう態度なのは、ぼくを弱いと思っているからかな？」

　その肩かたを、摑つかんで引きとめながら問う、並木の口調はある意味無む邪じや気きだった。それ故ゆえに性質たちが悪い。

「そうだよ！　俺はお前なんか怖こわくない！」

　樋口のその一言は並木に火を点つけるのに、十分だったらしい。片手で摑んでいた樋口の肩を力任せに引き戻もどすと、そのまま自分に向き直らせる。

「じゃあ、やっぱり痛い目に遭あってもらうしかないね。……ぼくは、君よりずっと強いよ」

　感情という物を、どこかに置き忘れてしまったような、抑よく揚ようのない声で並木は樋口に言った。

「いま、わからせてあげるから、さ」

　そして、並木は最小限の動きで拳こぶしを繰くり出した。

　ボスッ、という独特の音を聞いて、俺の腕うでのなかでキララが身体を強こわ張ばらせた。

　でも、並木の打だ撃げきは樋口には当たっていなかった。

「そこまでよ」

　疾しつ風ぷうのごとく、という表現が相応ふさわしい速さで二人の間に割って入った桑田が、その手のひらで並木の拳を受け止めていた。

「桑田師し範はん代だい」

　並木は桑田の出現に驚おどろいたようではあったが、自分の拳が受け止められたとわかると、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうの見える動作で、その手を収めた。

「そんな風に、手向かう手段のない人間をいたぶることなど、私は教えた覚えがないわ」

　構えを解くと、桑田は凪ないだ湖面の静けさをたたえた双そう眸ぼうに並木を映して、語りかける。

　そうして対たい峙じする二人の邪じや魔まにならないようにしながら、俺は並木の気き迫はくに腰こしが抜ぬけたようになっていた樋口に手を貸してやる。

「ここは俺たちが収めるから、他言無用で頼たのむ」

　それだけ言い含ふくめて、俺は樋口を部屋から出してやった。

「あ、逃にげられたじゃないですか」

　口ではそんなことを言いながら、並木は樋口の背中に一いち瞥べつもやらなかった。そしてまた、俺のことも少しも見ずに、ただひたすら、桑田の目を見返している。

「そうですよね、確かに道場では教えてくれませんでした。だからぼくは実地訓練を始めたんですもん」

　だいぶ間を空けて、ようやく並木は桑田の問いに答えを返した。唇には笑えみを浮うかべて。

「お陰かげでかなり強くなったんですよ。だから、もう師範代ともいい勝負ができます！」

　その手段に並木は何一つ疑問を持っていないようだった。だからこそ、顔も何も隠かくさずにこんなことをやってのけているのだろうが。

「私には、陸玖の強さの定義がわからないのだけれど、説明してくれるかしら？」

　桑田の声から感情の昂たかぶりは感じられない。でも、並木を見つめる眼まな差ざしは驚くほど強い。

「強さはそのまま、力ですよね。力があれば正しいことが出来る。だから、ぼくは一番強くなりたいんです」

　疑問同様、悪意も無い答え。そう、悪意があったら桑田のことを見られるはずがない。

「……正しい強さ？　それは何かしら？」

「だから、わかって貰もらえるように、ぼくは勝負を申し込んだんですよ？」

「それは、陸玖が私より強いということを周りにわからせたいだけでしょう？　私にはそれでは何もわからない」

　いま、どちらかに賛成しろと言われたら、俺は桑田の方に付くだろう。でも、それでは、何一つ問題は解決しないのだ。

　そして、並木の植物はたとえ蕾つぼみをつけても、開きはしないだろう。並木のことを俺はあまり好きにはなれないが、でも、願いは叶かなえてやりたいと思う。まだ、何かはわからないけれど、その願いのために並木が足あ搔がいているのだけは確かだと思うから。

「桑田、これ以上話してもいまは無む駄だだろう。だから、俺から一つ提案をさせてくれないか？」

　静観をやめることを宣言した俺に向き直ると、桑田は迷うように中空に視線を何度か行き来させた後、ゆっくりと頷うなずいた。

「並木はどうだ？」

「内容によりますけど」

　並木のそれは賢かしこい選せん択たくだったから、俺が一歩譲ゆずることにする。

「じゃあ、とりあえず聞いてもらうだけでいい」

「……聞くだけならいいですよ」

　そうして並木からも一応の了りよう解かいを得たところで、俺は口を開いた。

「明後日の騎き馬ば戦せん、俺のクラスと並木のクラスが当たる様に対戦カードを組んでもらうから、まずそれで俺たちが勝負をする。そして、そこでお前が俺に勝ったら、桑田はお前との勝負を受ける」

「私が受けるそれは、拳と拳の勝負よね？」

「そうだ」

「なるほど、悪くはないです。でも、逆の場合は？」

「桑田との勝負は諦あきらめろ」

「あ、はい。いいですよ」

　驚くほどあっさりと、並木はその条件を吞のんだ。

「騎馬戦は、中等部側にはハンデがつけられるんでしたよね？」

「ああ」

「それなら何にも問題ないです。高校生といっても結局は体が大きいだけの話ですから」

　並木の台詞せりふが多分に生意気であることを除けば、拍ひよう子し抜ぬけする位簡単に、ことが運ぼうとしていた、その時だった。

「ちょっと待ったぁ！　秋庭多加良に桑田美名人、どうしてオレとの勝負は断って、並木陸玖との勝負は受けるのだ！」

　憤ふん懣まんやるかたない、といった様子で飛び出してきたキララに、虚きよをつかれたというか、返事に窮きゆうして俺たちは黙だまりこくってしまった。

「……誰だれ？」

　最初に沈ちん黙もくを脱だつしたのは並木だった。しかも何の違い和わ感かんもなくその手は、キララの頭上に置かれていて、ぱっと見兄弟のようだ。

　俺にしか見えないけど、胸には仲良く揃そろいの双ふた葉ばを生やして。

「気安いぞ、人間！　オレは〝鍵かぎ〟と〝錠じよう〟の扉とびらの番人、キララ様なんだぞ！」

「えっと、最近はそういうアニメか特とく撮さつが流行はやってるの？」

　今度は直接キララに問う並木だが、俺と桑田は下手に口を出したら藪やぶから蛇へびを出してしまいそうな状じよう況きように、口を噤つぐむしかない。

　キララが鈴木の知り合いだということを考えれば、正直、このぶっとんだ発言は真実である公算が高い。ものすごく、厄やつ介かいごとの匂においがする。

「あにめ？　とくさつ？　そんなものではないが……まあいいぞ。それよりもっ！　オレの願いは並木陸玖と同じだぞ！　オレは強くなりたいんだぞ！　だからオレとも勝負しろ！」

　いまだ、何か誤解したままのキララをとりあえず捕ほ獲かくしようと、俺は無言で腕うでを伸のばすが、それはかわされた。

「くっ、また不意打ちかっ？　そっちがそのつもりならオレもそれなりの準備をさせてもらうことにするぞ！　よし、並木陸玖、特別にオレ様がお前と一いつ緒しよに戦ってやるぞ！」

「それはハンデにはなっても、あんまり有利にはならなそう」

　偉えらそうに腰こしに手を当てて踏ふん反り返るキララに、冷静に、でもなんだか優やさしい目をして並木は言った。

「そんなことはないぞ！」

「本当に？　頑がん張ばれる？　それならちょっと考えてあげてもいいかなぁ」

「あー、俺たちは構わないが、とりあえずキララ、こっちに来い」

　キララが並木に懐なつくこと自体は別に構わないが、とりあえず落ち着いて話をしておきたい。そうすれば、誤解くらいは解けるだろう。

「飴あめはいかがかしら？」

　動こうとしないキララに、桑田はポケットから飴を取り出して見せながら、懐かい柔じゆうを試みる。

「むっ、このキララ様が飴玉ごときにつられると思うとは、無礼にも程ほどがあるぞ！　オレは敵の施ほどこしなど受けない！」

　いつの間にか俺たちは敵になっているらしい。これも俺が悪人顔なせいか？　そうなのか？

「だから、色々お話ししたいことがあるんですよ、キララサマ」

　一向に進まない話に少々焦じれながら、俺は諦めずにキララに手を差し出したが、思い切り振ふり払はらわれた。

　落ち着け、俺。相手は子どもだ。いや、でも法的には俺も未成年こどもだ。どんなに優ゆう秀しゆうな頭脳を持っていようとも。

「本当に、お前は礼れい儀ぎがなっていないなぁ？　ああ、わかった、並木のついでに軽くひねってやるから覚かく悟ごしておけよ！」

　そう言い放つと、俺は二人に背を向けた。そのまま大おお股またに歩き出す。

「秋庭くん、いいの？」

　追ってきた桑田が尋たずねるのに、多少のバツの悪さを抱いだきつつも頷いた。

「あの二人は同時に発芽した。だとすれば、二人の願いは似ていないとも限らない」

「一緒にいることで何か相乗効果がありそう？」

　それは単なるこじつけというわけでも無かったから俺はしっかりと頷いた。

　願いの植物が発芽から蕾つぼみをつけるまでには約一週間。この願いの植物は人を──時には人間以外を──土ど壌じようとし、また養分として育つ。その為ため、発芽から時間が経たつ程にその宿主たる人間は消しよう耗もうしていく。肉体的にも精神的にも。

　では、万が一、花が咲さかなければ、その人間はどうなるか。植物は咲かなければ蕾を増やし続ける──人間を養分にして。そして、養分を吸い取られ続けた人間はやがて植物状態に陥おちいる。俺が咲いた花を摘つみ取れなかった場合もしかり、だ。

　だから、俺は早く願いを叶かなえてやらなければならない。

　胸に蕾を繁しげらせたまま、いまも眠り続ける「あの人」のような存在を、二度と作らないためにも。

「並木もキララもなるべく早くどうにかするつもりだが……あとは、神様の類たぐいが多少頑がん丈じように出来ていることを祈いのるしかないな」

「そうね」

　俺の言葉を疑っているわけではないだろうが、それでも桑田の表情は晴れなかった。

「騎き馬ば戦せんのことは……」

「それはいいの。私は秋庭くんを信じて話を預けたんだから」

　残照がまだ山やま際ぎわを染めているのを見ながら、俺と桑田は高等部へと戻もどる道を並んで歩く。

「結局、私の問題に巻き込んでしまってごめんなさい」

　いつになく塞ふさいだ様子でいた桑田が、ふいに立ち止まって頭を下げたので、俺はちょっと面めん食くらった後、ぽんぽんと軽くその頭を叩たたいてやった。

「気にするな。というか、発芽した時点で俺のほうが巻き込んでると思うぞ」

　俺が苦く笑しようまじりにそう言えば、桑田は顔を上げて、一度目を伏ふせた後、ふっと微笑ほほえんで見せた。

　それは一番桑田らしい笑え顔がおだった。優やさしくて、穏おだやかな。

　桑田は普ふ段だんのポーカーフェイスと、道場の師し範はん代だいという腕っ節ぷしの強さばかりが注目されるきらいがあるのだが、その二つで桑田のことを知った気になるのは大おお間ま違ちがいだ。内面にちゃんと優しさと、しなやかさを持っている。だからこそ簡単には折れないのだ。

　もしも〝正しい強さ〟というものがあるのならば、桑田はそれを体現しているのだと思う。きっと、桑田が道場で教えたいのもそれなのに、どこかで並木は覚え間違えてしまった。

「……陸玖の様子がなんだかおかしくなったのは去年の秋ごろだったと思うわ」

　長い沈ちん黙もくの間に、桑田はそれを語ることを決めたらしい。

「その原因についてはよくわからないのだけど、前よりもずっと熱心に稽けい古こに打ち込むようになった。……でも、時間を忘れて、拳こぶしが傷ついてもやめないから、だから父は陸玖に練習を禁じたの」

「それで、道場に出入り禁止か」

「そうよ。でも、父も気にはしていて、自宅の方に呼んで何度か話もしたわ。けれどさっきみたいに陸玖は〝強くなりたい〟の一点張りで話にならなかったみたい」

「それで、結局ストリートファイトと、桑田に挑いどむってことに行き着いたのか」

　その思考回路は単純にも思えたが、それでもまったく理由のない行動ではなかったというわけだ。

「……でも、ほんの少しなら陸玖の気持ちがわかるような気がするのよ」

　足元を見つめるようにして歩きながら桑田は呟つぶやく。俺は、歩調を合わせながら続きを待つ。

「自分の立っている場所が、今にも崩くずれそうな崖がけの上だったら、誰だれだって不安でしょう？」

「確かに、な」

「だから、急いで新しい足場を探す。きっと、陸玖はそれを強さに求めたのね」

　そう言うと、桑田は目線を空に向けてその場で足を止めた。どこか懐なつかしむような視線の先で桑田が見ているものはわからなかったけれど。

「……でも、ただ強いという事実だけじゃ支えにはならないのよ」

　ここにはいない並木に言ってやりたいのだろう台詞せりふを桑田はぽつりと空に向かって呟いた。

　きっと、今の並木には伝わらないから言えなかったのだろう。

「でも、まだ全然手て遅おくれじゃないぞ」

　だから、それだけは、強い声で俺は言ってやった。

「どんな願いかはわからないけれど、植物は芽め吹ぶいたんだ」

　並木の方法は間違っている。けれど、それでも並木は何かを見つけようと足あ搔がいているから、それに原石たねは応こたえたはずだから。

「そうね。きっと、大だい丈じよう夫ぶね」

　桑田は俺の目を見ながら、でも自分に言い聞かせるようにそう繰くり返す。

「それに、騎馬戦は勝ってくれるんでしょう？」

　そして、首を傾かしげて問いかけられれば。

「当たり前だ」

　俺の答えはそれしかなかった。
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　昨日は桑田師し範はん代だいの所に行ったり、逆にその来訪を受けたりで、実地訓練がはかどらなかったから、今日は最後の詰つめをしなければいけない。

　並木は効率のいいコースを考えながら歩いていて、ふと自分の背後をつけてくる者がいることに気付いた。窓の外を見る振ふりをして、顔を横に向ければ、一いつ瞬しゆんその姿が柱の陰かげに見えた。

「なんだ、昨日の子か」

　昨日、自分と師範代の間に割って入り、最後には高等部の鉄人・秋庭多加良──頭脳明めい晰せきで、しかも恐おそろしく美形な彼は中等部にもその名を轟とどろかせているのだが、ただ問題はそのひと癖くせもふた癖もある性格だと言われている──を怒おこらせたキララという子どもだった。

　昨日は秋庭と師範代が帰ってしまったので、並木もキララを残してさっさと民族資料室を後にしたのだが、それで引き止められることも無かった。

　特に恐れることも無いが、このまま後をついてこられるのも困る。これから自分が行うことは、別に金が目当てではないし、人を殴なぐる感かん触しよくにも慣れたが、それでも何となく子どもには見られたくない気がした。

　だから、少し足を速めて角を曲がると、そこでキララを待ち伏ぶせて、捕つかまえた。

「うわあっ、待ち伏せとは卑ひ怯きようだぞ！」

「じゃあ、人の後を尾び行こうするのはいいことなんだ？」

　卑怯と言われて、逆にそう尋たずね返せば、キララはもごもごと口ごもってしまう。

「何か用があるなら、今ここで言ってくれる？　えーと、明日の騎き馬ば戦せんのことなら高等部の生徒会が君の参加も含ふくめて何とかしてくれるみたいだから、大丈夫だけど？」

「そうか！　でも勝負のことならば心配はいらないぞ！　この無敵のキララ様がいれば勝利は確実だ！」

　自分が無敵だなどという自信がどこから湧わいてくるのか、聞いてみたい気もしたが、どうもキララの用事は騎馬戦とは関係ないらしい。

「それで、何の用？」

「んー、あー、ちょっと尋ねたいことがある」

　改めて、自分を見上げてくる双そう眸ぼうは、紫むらさきがかった紺こん色いろのような不思議な、吸い込まれそうな色をしていて、並木は少し驚おどろいた。

「なに？」

　でも、きっとカラーコンタクトだろうと思って、キララに続きを促うながした。

「並木はどうして強くなりたいんだ？」

　最初、それは美名人と同じ問いだと思った。だから、昨日彼女に返したのと同じ答えを返そうとして、でも、思いとどまる。

「どうして、って？」

「うん、だから、何のために、誰のために強くなりたい？」

　真っ直すぐな視線に射すくめられて、並木はただその双眸を見返すしかなかった。

「……キララくん、は？」

「オレは……マイカのためだ、うん」

「マイカって？」

「マイカはオレの兄妹だ。双ふた子ごなんだぞ。それでちょー可愛かわいいんだぞ！」

　まるで自分のことのように誇ほこらしげに、語るキララに並木は苛いら立だちと、そして僅わずかな胸の痛みを自覚せずにはいられなかった。

　誰のためとかそんなことは考えていなかったから。ただ強くなると決めたのだ。

　でも、なぜそう思ったのかと問われればきっかけがなかったわけでもない。

　ある日小さな猫ねこが捨てられていた。見過ごせなくて並木は家に連れて帰った。けれど、父親にすぐに元の場所に返してくるように言われた。並木も少しは抵てい抗こうしてみたけれど、結局父親には逆らいきれず言うことに従った。父親の言うことはいつも正しいと信じていたから。

　でも、違ちがった。翌日、猫は死んでいた。

　冷たくなった猫の小さくて重い体を持ち上げた時、ふいに並木の足はふらついたのだ。

　正確には自分の足元が急に崩くずれたと感じた。絶対に落ちないと信じていた橋がもろくも崩れ去ったと。

　立つ所がないのは不安で、急いで新しい、しっかりとした足場を探した。

　そうして見つけたのが、強くなることだったのに。いま、すぐには答えられなかった自分に愕がく然ぜんとした。

「たぶん、キララくんと同じ、理由だ」

　噓うそだと知りながら答える声は掠かすれたりはしなかったけれど、キララの目を見ることは、並木には出来なかった。

「そうか。それなら大だい丈じよう夫ぶだと思うぞ！　並木はきっと扉とびらを開けられる」

　最後に意味不明な台詞せりふを残して、キララは並木に背を向けると、心なしか足取りも軽く、行ってしまった。




　　　　＊




　騎馬戦当日、西高東低で天気はすこぶる良い。空が晴れ渡わたっているだけではなく、ここ二、三日と同じように気温も冬にしては高くなりそうだ。

　ところで、残り一日で、騎馬戦の準備をするのがどれだけ大変だったかは、敢あえて語らずにおこう。きっとその方が、俺の有能さと素す晴ばらしさを叶野学園全生徒に伝えられるだろうから。

「はーい、中等部のみんな元気ですかー？　高等部のみんなももちろん元気だよねー？」

『はあーい』

　やたらノリノリで鈴木にお返事をしている皆みなさん？　頑がん張ばったのは俺と桑田と尾田と羽黒、それに中等部生徒会役員のみんなであってね、壇だん上じようでおいしいとこだけかっくらっている、そいつじゃ無いんですよ？　と、叫さけびたいのを堪こらえて、俺たちは壇上の鈴木が妙みようなことをしでかさないよう監かん視しする。

「みんな、ルールは頭に入っているよね！」

『はーい』

「さあ、それでは〝めざせ天下統一！　ぼくらの野望は安あ土づち桃もも色いろ〟騎馬戦大会を始めまーす！」

　中等部の生徒たちが「安土桃色」って何？　誤植？　と軽く混乱しているところに、

「賞品は叶野山山頂限定ペナントだからね！　教室に飾かざるためにもみんな頑張ってね！」

　補足を加えて、中等部の生徒たちを完全な混乱へと陥おとしいれた。

　鈴木の言動に慣れている高校生は今いま更さらなんの反応もしないが、中学生のこのリアクションは俺にとってはなかなか好ましい。来年、彼らが高等部の選挙権を持った時点で、今日の鈴木の印象はかなりマイナスの方に作用することだろう。

　俺が小さくガッツポーズを決めていると、不意にその腕うでをとられた。

「どうした？」

　俺の腕を引いたのは桑田で、無言のままのその視線を追えば、そこには並木の姿があった。

　おそらく望んでクラスメイトの輪から離はなれている並木の背中は、今日も丸い。この間も思ったのだが、武道を続けていた人間にしては並木は姿勢が悪かった。

「足元ばかり見て歩いていたら、躓つまずきはしないだろうけど、危ないわ」

　その姿を見つめる桑田の横顔は、どこかが痛いみたいだった。







　騎き馬ば戦せんは通常四人一組で騎馬を構成し、更にその騎馬を複数集めて隊を構成する。騎き手しゆはハチマキをして、それを敵騎手に取られる、或あるいは騎馬自体が崩れ、騎手が地面に落ちたらその騎馬は討うち死にしたことになる。そして制限時間内で騎馬が多く残っていた方が勝ちだ。

　今回は、クラス単位で隊を編制したので、トーナメント方式で競技は進行していく。ただし、競技の性質上男女は別のリーグで勝負する。

　一回戦は中等部は中等部、高等部は高等部同士で当たるようになっているが、二回戦からは中等部生と高等部生がぶつかることになる。そうなれば、仮に中学一年生と高校三年生では大人と子どもほどの体格差で戦う前から勝負は見えてしまう。

　だから、並木が言ったようにハンデがある。中等部と高等部が試合になった場合、高等部の方は騎馬を三人一組で組む。隊の総数は中等部との学年差に応じて高等部の方は減らす。これでもその実力──というよりは主に身長差──が互ご角かくと思われない場合は、中等部に限り、一度騎馬が崩れても、同色のハチマキ同士で隊を組み直してもいいこととする。

　今回の騎馬戦の準備で何が大変だったかと言えば、生徒へのルール徹てつ底ていと、このハンデを決めるための中等部との渉しよう外がいだった。最終的にこれを詰つめた尾田の功績はけっこう大きい。それがあったからか、いま尾田は本部テントで中等部生に大人気だ。

　そして羽黒はといえば、こちらも約束通りやってきたキララの監視──というよりは子守か──で走り回っている。キララはどうもじっとしているということが出来ないらしい。

　騎馬戦に参加させると言ってしまったはいいが、キララは叶野学園と無関係であるという点を考えると、実は難しい。そこをどうするべきか考えていると、遠くの方から土つち埃ぼこりを巻き上げながら、駆かけて来る人ひと影かげに気付いた。

「あの埃の立ち方はもしかして……」

　俺と同じく、それに気付いた桑田が、微かすかに眉まゆをひそめる。

「キャー、多加良ちゃんはっけーん！　彩波だよ！　伊い東とうに行くならい・ろ・はだよっ！」

　あっという間に眼前に迫せまった人影の正体は、やはり叶野学園理事長子女の和彩波だった。

　いつも通り、小さな身体からだで思い切り飛び跳はねてダイブしてきたのを受け止めれば、ツインテールの髪かみが軽く頰ほおにあたった。

「あら、いたの？」

　隣となりに立っていた桑田がひどく冷たい声こわ音ねで呟つぶやけば、

「いたよっ！　だって彩波は中等部の中学生なんだからっ！」

　挑ちよう戦せん的な眼まな差ざしで彩波は見返した。

　確かに彩波はれっきとした中学二年生だが、正直なところ小学生位にしか見えない。だから、なぜか一いつ緒しよに連れ立って来たキララと並んで小学校に登校していたとしても何ら違い和わ感かんは無い。

　まあ、それはともかく、

「どうして、彩波とキララが一緒なんだ？」

　毛を逆立てている猫ねこみたいに俺を警けい戒かいしているキララには問うだけ無む駄だそうなので、一度は抱だき上げた彩波を地面に降ろしながら尋たずねる。下に降ろされた事に、少々むくれながらも、

「だって、キララちゃんはお客様なんだよっ！　だから彩波のところにお泊とまりしているのっ！」

　誰だれの客であるかを、彩波は明確にしなかったが、そこを除けば二人が一緒にいる理由は納なつ得とくできた。俺はそれが誰かということには絶対に突つっ込まない。

「き、キララさんも、彩波さんも、速いです、ね」

「花南ちゃん、ご苦労様、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ようやく二人に追いついてきた羽黒は競技開始前だというのに既すでに疲つかれきっていて、そんな羽黒を桑田が労いたわる。

「まったく、花南は足が遅おそいぞ！」

「こら、キララちゃん、呼び捨てはだめだって言ったでしょ？」

　神様のお世話は巫女みこの務めだとかいって、世話を引き受けた羽黒には懐なついているキララだが、その口調には年長者への敬意というものがなく、それを妙みようにお姉さんぶって彩波が正す。

　二人の姉弟きようだいのように仲の良い光景をみて、そこで俺はひらめいた。

「おい、キララ。お前は俺か美名人と勝負できればいいんだな？」

「む？　そうだな、どっちでもいいぞ！」

「じゃあ、騎馬戦は桑田と戦え」

「どういうこと？」

　俺の提案にキララではなく、桑田が首を傾かしげる。それを真似まねるように、なぜか羽黒と彩波も。そのスリーショットに脱だつ力りよくしそうになるのを堪こらえつつ、俺は説明をする。

「つまり、キララは女子リーグの方で競技に参加する。体格面から考えてもそれがいいし、和彩波の海外からの客人が日本の文化を体験するため、というのはいい口実になる」

　彩波が進んで理事長子女の特権を振ふりかざすことは無いが、それでも親の威い光こうというものは存在する。

「彩波、悪いけれどそういうことにして、いいか？」

　彩波が嫌いやだと言えばまた別の理由を考えるつもりで、俺がそう問えば、

「いいよっ！　騎馬戦が楽しくなるねっ！」

　彩波は実に無む邪じや気きに笑ってくれた。

「桑田とキララもいいか？」

「ええ、構わないわ」

「桑田もオレ様の敵として不足は無いぞっ！」

　三者の了りよう承しようを得て丸く収まったところで、

「じゃあ、彩波が尾田ちゃんにこのことをお知らせしてくるねっ！」

　早速彩波が本部テントへ駆け出していく。なぜかキララの手を引いて。

　引きずられていくキララを、いい加減小休止がとりたいのか、羽黒は追いかけていかなかった。代わりに、

「あの、キララさんの植物はなの様子はどうですか？」

　小声で俺にそう問うた。霊れい感かんがあってもこの特とく殊しゆな植物は羽黒の目にも映らないらしい。

　そして、俺の目に映っているキララの願いの植物は葉を茂しげらせ、細い茎くきをそれでも上に伸のばして、ついでに、

「……もう、蕾つぼみがついている」

　のだった。

「ええっ、それは早いのではないですか？」

「もしかして、陸玖のほうも？」

　桑田にも訊きかれて頷うなずけば、羽黒と桑田は二人揃そろって不安げに眉を曇くもらせた。

　過去にも、成長速度が速いことはあった。願いの植物はなはその人間の〝一番の願い〟に反応する。けれど、それでも個々の人間の願いの──或あるいは心の──強さによっては成長を早めることがあるようなのだ。でも、今回はなんとなく今までのパターンと違ちがう気がするのも事実で、だがそんな不安を羽黒に聞かせるのは躊躇ためらわれた。

　俺にはまだキララの真の願いは見えていない。並木のそれも曖あい昧まいだ。

　それでも二人の植物はなを咲さかせて、摘つみ取ることが出来るのは俺だけで、

「大丈夫だ。やるしかないことはわかっている」

　だから、桑田と羽黒に、告げる声に迷いは無かった。

「さてと、そろそろ俺のクラスも一回戦だ」

「陸玖のクラスも一回戦で負けはしないわよね」

　この初戦さえ突とつ破ぱすれば、俺と並木のクラスが対戦できるようにカードは仕込んだ。

「さすがにそこは責任もてないぞ」

　言いながら、俺が眼鏡めがねのフレームを撫なでれば、桑田はその仕草をじっと見つめている。

「なんだ？」

「騎き馬ば戦せんをするのに、眼鏡をかけていたら危ないんじゃない？」

「そうですね、危ないです。眼鏡をお取りになったらそんなに見えないのですか？」

　羽黒にもそう言われて、俺はちょっと考え込む。眼鏡をとっても、両目でギリギリ０・６はあるから、多少物の輪りん郭かくがぼやけて見えるくらいだ。だが、この悪人顔から眼鏡という覆おおいを外したら、中学生は怯おびえないだろうか。

「外した方が、いいか？」

　それでも安全面を重視した方がいいかと尋ねれば、首が落ちるんじゃないかと思うほど、二人は大きく頷いた。

「そう、か」

　そして俺が眼鏡を外すと、それを見た桑田と羽黒は硬こう直ちよくしたように数秒動かなかった。な、なんだ？　桑田はクラスは別だったといっても中学時代の俺のことを知っているはずなのに、なぜ羽黒と同じリアクションをとる？　まさか、高校に入って更さらに悪人顔に磨みがきがかかったとでもいうんだろうか？　やはり眼鏡は外すべきではないんじゃ？

「やっぱりかけたままの方が……」

「……いいえ。安全面が優先よ」

　どういうわけか鼻び骨こつの辺りを押さえながら桑田が眼鏡をかけなおそうとしていた俺の腕うでを押し留とどめる。

「で、でも、競技の直前まではかけていらしたほうがいいかもしれません」

　羽黒は羽黒で顔を両手で覆い、指の隙すき間まから俺の顔を見るという奇き行こう。本当に、俺はどこまで悪人顔なんだろう？　と、不安になりつつも、俺は羽黒の忠告に従うことにした。腕に嵌はめた時計を見れば俺のクラスの競技開始時間まではまだ少し時間がある。

「……この悪人面かおがあれば騎馬戦の勝利は堅かたいな」

　きっと、敵が恐おそれをなして逃にげていく。ははは、いいんだ。勝利の前では些さ細さいなことだ。

「確かに、いい顔ぶきになりそうね」

　桑田の率そつ直ちよくさが、今日も俺の胸に痛かった。







　実際に悪人顔の効果があったかは別として──ちなみに俺と騎馬を組んだ松原たちは眼鏡を取った俺の顔を見て、明らかに腰こしが引けた──一回戦は楽勝だった。

　時間内に敵の騎馬を全すべて倒たおすという、いわば完全試合だったから、余った時間で並木のクラスを見にいけば、驚おどろくほど統制が取れていた。その指揮を執とるのは並木。

「どこの、部隊だ」

　並木が自分は強いと認めさせた結果なのだろうが、少しも楽しそうじゃない彼らの顔を見れば、苦い物が込み上げる。

　これは、確かに鈴木が勝手に企き画かくしたことだが、俺たちも関かかわった以上、楽しく競技してもらわなければならないし、その為ために努力した。

「それを、台無しにするか？」

　並木が必死に足あ搔がいた結果だとしても、やはりこのまま見過ごすわけにはいかない。だから、俺は改めて、手加減はしないと決めた。




　白はく煙えん筒とうを使って煙えん幕まくがたかれ、グラウンドの東西に分かれて整列した後、大将騎の俺と並木がそれぞれ定められた前口上を述べて、自じ陣じんの騎馬を激げき励れいする。

「いいか、絶対に勝つぞ！」

　俺はそれしか言わなかった。けれど、応こたえる雄おたけびは地面を揺ゆらした。それだけで、並木のクラスは軽く吞のまれたようだった。だが、並木の視線が一ひと舐なめすれば、彼らもまた声を上げる。

　そして、太たい鼓この音が競技の開始を告げて、各騎は飛び出した。

　すぐに並木が襲おそってくるかと考えて、俺はしばらく動かないでいたのだが、開始五分を過ぎても並木も俺と同様最初の位置から移動していなかった。

「秋庭、俺たちはまだ動かないのか？」

　乱戦の様相を見せている他の騎馬を前に、少々焦じれたように松原が俺に尋たずねる。中学三年生と高校一年生は、そう体格差もないから勝負は互ご角かくだ。

　俺が考えている間にも、全力疾しつ走そうして勢いをつけた騎馬ごと突つっ込まれて、俺たちの隊の騎馬が一つ瓦が解かいした。

「秋庭、でるぞ！」

「わかった」

　ルール違い反はんには取られないが危険な技わざばかりを使ってくる相手に、俺を担かついだ松原たちもいきり立って駆かけ出す。

「ちっ、あいつらハチマキを濡ぬらしてある」

　羽は田たが舌打ちをして吐はき捨てる。ハチマキが濡れていれば取りにくい。反則に指定してあるが、汗あせだと言われればそれまでである。

「なるほど、個人でも団体でも勝つつもりってわけか」

　気がつけば俺たちの方の騎馬は、もう相手チームの半分しか残っていない。ということは、

「勝負はこの後、ってことか」

　となれば、多分。

「集中攻こう撃げきがくるぞ」

　その予測通り、俺たちの周りには敵騎が集まり、集中砲ほう火かを浴びる。あくまで俺との勝負は桑田とのそれの前ぜん哨しよう戦せんというポジションなのだろう。だからどんな方法でも並木は勝とうとしている。

　だが、俺も手加減はしない。周囲を三騎に同時に囲まれて、

「３６０度回転！」

　短く指示をだせば、松原たちはその通り回転を始めた。そして、一周する間に俺は三騎全すべての騎き手しゆからハチマキを奪うばい取ってやった。

「俺をなめるなよ？」

　そう凄すごんでみせれば、それだけで一騎崩くずれた。

　そうして、倒していくのはいいが、問題はハンデとして、向こうは新たに騎馬を組み直せることだった。それは一回きりと限定はしてあるのだが、それでもこちらの消しよう耗もうを抑おさえることはできない。

「おっと」

　騎馬の羽田が躓つまずいて、全体のバランスが一いつ瞬しゆん崩れる。

　そして、その隙すきを見み逃のがさず、並木は突とつ撃げきをかけてきた。体勢を立て直している少しの間に、肉にく迫はくされて、俺たちは後退した。

　だが、騎手である並木はあろうことか俺たちの騎馬に飛び移ってきた。でも、ルール違反ではないのだ、これは。

「くそっ！」

　こうなれば、俺と並木の直接対決だ。

　空気を裂さくようにして伸のびてくる並木の腕うでを、かわす。その手の甲こうには傷があった。おそらく人を殴なぐって出来た傷。さぞかし痛かっただろう。

　殴られた相手も、殴った並木も。

　上手うまく、羽田の背中に乗った並木は、今度は両手を俺に伸ばしてくる。その片手が俺の頰ほおを掠かすめた。爪つめも触ふれたらしく、血がにじむのがわかった。

「……俺は傷だらけだから、今更一つや二つ増えても構わないけどな。でも、お前に桑田を殴らせるわけにはいかないんだよっ！」

　並木が再度手を繰くり出そうとして、脇わきがあいた瞬しゆん間かんを俺は見逃さなかった。そこを片手で押さえつけて、上半身の動きを止める。

　そして、俺の右手は並木の額のハチマキを奪い取って。

　呆ぼう然ぜんとなった並木は、身体からだを支える力まで失って、ゆっくりと地面に落ちていった。




　　　　４




　地面に落ちた際、軽く頭を打ってしまった並木は脳のう震しん盪とうを起こして、保健室に運ばれて行った。その為ため、競技を終えて並木の許もとへ向かう俺の足取りは重かった。故意ではなかったというのは、言い訳にならないと思う。

「大だい丈じよう夫ぶよ。私が鍛きたえた子なんだから」

「……ああ」

　そう言う桑田の声が心なしか沈しずんでいるのは、こっちはこっちで騎馬戦で後味が悪い思いをしているからだ。

　まあ、当然のごとく桑田はキララに勝ち、結果としてキララは号ごう泣きゆう──今いま頃ごろどこかで羽黒が慰なぐさめているだろう。

　そうして保健室に辿たどり着けば、水月がちょうど中から出てきたところだった。

「おお、秋庭と、みーなとちゃーん、今日も美び脚きやくじゃね！」

　ハーフパンツから伸びた桑田の足にさっそく触さわろうとして、セクハラ仙せん人にんは踵かかと落おとしを食くらいかけた。

「あ、あああ、危なかったよ？　老人は大切に……」

「それだけ心の中が若かったら、私はご老体とは認めません」

　雪女も凍こおるような眼まな差ざしを送られて、水月は本当に数秒固まってしまった。

「それで、並木はどうですか？」

「うん、大丈夫じゃよ。打ち所も悪くないし。もうすぐ目が覚めるじゃろ。というわけで、しばらく留守番よろしく」

　俺たちにそう言い置くと、水月はカメラを片手に小走りに行ってしまった。いったい誰だれを撮とるつもりだ？　羽黒だとすればおそらく無む駄だ足あしに終わるだろうが。

　俺と桑田は二人して、その扉とびらの前で深呼吸をして、それからやっと開けた。換かん気きのためか細く開けられた窓から、外の喧けん騒そうが漏もれ伝わってくる。

「陸玖？」

　桑田がどこか不安げに声をかければ、カーテンの向こうで影かげが動いて、

「ここです」

　返事があった。どうやらもう目は覚めたらしい。カーテンをめくれば既すでに並木はベッドの上に体を起こしていた。

「大丈夫か？　悪かったな」

　俺が開口一番謝って頭を下げれば、虚きよを衝つかれたように、並木はぽかんと口を開けて俺の顔を見返した。

「なんだ？　大丈夫か？　やっぱり打ち所が悪かったのか？」

「……あ、大丈夫です。何となく、怒おこられても謝られるとは思っていなかったから」

「秋庭くんは、必要な時にはちゃんと謝れる人よ」

　桑田の褒ほめ言葉──だと思う──はくすぐったいような気がしたが、ありがたく貰もらっておく。

「謝ったところで、本題に入るか」

　俺としては詫わびることが第一目的だったが、こうして顔を付き合わせた以上、勝負の件について話さないわけにはいかない。それに、並木の胸の植物は、茎くきばかりが伸びて、その蕾つぼみはとても小さくて。バランスの悪いその植物は、風も無いのに揺ゆれる。

　その植物の儚はかない風ふ情ぜいに、なぜか不安を誘さそわれるのだ。

「騎馬戦は俺が勝った。だから桑田との勝負は無し、ということでいいな？」

「はい、今回は無し、ということで構いません」

「今回は？」

　含ふくみのある台詞せりふに、俺より先に桑田が反応する。

「騎馬戦とはいえ、秋庭さんに勝てないようじゃ、ぼくもまだまだってことですもんね。実地訓練を積んで、だいぶ強くなったと思っていたんですけど、もう少し鍛えて出直しますよ」

　俯うつむいたまま、俺の顔も、桑田の顔も見ずに、抑よく揚ようも少なく並木は喋しやべる。

　ああ、まだわからないのかと、思う。

　怪け我がをしたお前を気き遣づかう桑田の顔を見てもまだ、わからないのか、と。

　強くなることになんか意味は無くて、並木の願いもそんなところには無いということが。

「鍛え直すということは、またこの拳こぶしで、人を殴なぐるということ？」

　ベッドの上に投げ出された並木の手をとって、桑田が問う。とても真しん摯しで、だけど今にも泣き出しそうな顔をして。

「……そうですけど」

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよのあと、俯いたまま、並木はそう答えた。

「だったら、いま、私を殴りなさい」

　並木の両手を包み込むように持ち上げて、澄すんだ声で桑田は告げた。

　これまでの態度を翻ひるがえすような桑田の台詞に、並木は驚おどろいたように顔を上げた。けれど。

「今でも私は陸玖と勝負する気は無いわ。でも、それでも誰かが傷ついて……陸玖も傷つくのなら、いまここで私が殴られた方がいい。それで、少なくとも他人ひとは陸玖が私に勝ったと思ってくれるもの」

　真っ直すぐで、強い桑田の双眸ひとみを並木は受け止めきれずに、また俯く。

　そして、胸の植物はなは大きく傾かしぐ。

「殴れるか？　お前は桑田を殴るのか？」

　俺がそう尋たずねると、唐とう突とつに並木は桑田の手を振ふり払はらう。そのままの勢いでベッドから降りて、桑田の正面に立ち。

「ぼくが傷つくよりも自分が傷ついた方がいいなんて、そんなのは綺き麗れいごとだっ！」

　声の限り、並木は叫さけんだ。全身に力を入れて、必死に立って。でも、それでも、並木は顔を上げられない。

「……並木陸玖、お前は誰かのために強くなりたかったんじゃないのか？」

　そう、問うたのは俺でも、桑田でもなく、いつの間に来たのか、キララだった。

　その深い色の双そう眸ぼうは、並木と、そしてその背後に同時に向けられていた。けれど、その問いにも並木は答えない。

「いま、答えを出さなければ、お前は扉を……」

「悪いが、キララ、引っ込んでいろ」

　キララを脇わきに押し退のけて、俺は並木の前に進み出た。

「桑田、俺はこいつにお前を殴らせてやるつもりは無い。だから、ちょっとどいていろ」

「でも」

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺を信じろ」

　それだけ耳元で囁ささやいて、並木と対たい峙じする。

「覚えているか、並木。お前は強いことを正しいことだと言った」

「覚えて、いますけど」

「そうか。じゃあ、なぜお前は顔を上げない。さっきからずっと。お前が強くて正しいのなら、俺を見ろっ！　桑田を見ろっ！」
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　腹の底にずっと溜ため込んでおいた感情が、わきあがってくるのを、もう俺は止めなかった。

「なんで、顔を上げられないっ！　並木っ！」

「うるさいっ、うるさい！」

　並木が耳を塞ふさごうとする腕うでを、桑田が押さえつける。

「間ま違ちがえるなっ！　お前が欲しくてたまらないのは強さなんかじゃないっ！　お前が欲しいのは勇気だよ！　お前がちゃんと立っていられる足場は、それで十分なんだよっ！」

「違う、ぼくが欲しいのは、正しい強さだ！」

「だったら選んでみろ！　〝正しい強さ〟と〝顔を上げる勇気〟お前が本当に欲しいのはどっちだ？」

　俺が怒ど鳴なれば、負けずに並木が怒鳴り返して、室内には喧けん騒そうが満ちた。

　そこに、まるで穴があったみたいに、ふと沈ちん黙もくが落ちて。

「私は、あなたに顔を上げて、真っ直ぐに立って欲しい」

　桑田はそう言った。並木の頰ほおを両手で挟はさんで、優やさしく持ち上げながら。祈いのりにも似た言の葉を紡つむいだ。

「お前がちゃんと顔を上げて選ぶのなら、俺はお前が何を選んでも肯こう定ていしてやる！」

　そこでやっと、並木は顔を上げた。

　涙なみだでぐちゃぐちゃに、濡ぬれていた。

　そんな並木を、桑田はそっと抱だきしめて。

　二人の間の僅わずかな隙すき間まで、願いの植物はながゆっくりと開いていく。

　アネモネに似て細い茎をした淡あわい緑色の花は、優しく揺れた後、色を失って、限りなく透とう明めいに結けつ晶しよう化かした。

　でも、その花を摘つみ取るのを、俺は少しだけ待つことにした。




　　　　Ｏｆｆ　Ｒｅｃｏｒｄｓ




　並木が桑田に縋すがってひとしきり泣いている間に、気を利きかせてか多加良は外に出て行った。気がつけば、キララもいなかった。

　ただ、出て行く際に、掠かすめるように並木の胸の辺りに触ふれたから、彼の願いが叶かなったことは桑田にもわかった。

「桑田師し範はん代だいを殴らなくて、本当によかった」

　涙と嗚お咽えつがようやく収まると、並木はぼそりと呟つぶやいた。

「私も、嫁よめ入いり前の顔に傷をつけられなくて本当によかったわ」

　桑田が、わざと冗じよう談だんめかして言えば、並木はほんの少しだけ頰を緩ゆるめて笑った。

　強いということは、それだけで何か特別なように思われる。でも、それは人生の足場とするには脆もろいのだ。単純な話、誰だれかの拳こぶし一つで砕くだけてしまうから。

　ただ強さを求める日々には、孤こ独どくしかないけれど、もうその道を並木が進むことはないだろうと思うと、桑田は安心した。

　自分は、桑田という家に生まれたから、それを求められた。いっそ、男のように強くなれと言われたならば反はん抗こうも出来ただろうが、本当にそれしか求められない日々は辛つらかった。

　でも、ある日、出会ったのだ。

　自分よりも、強い人に。

　試合に負けたら俯うつむくことしか出来なかった自分とは違ちがって、勝っても負けても昂こう然ぜんと顔をあげている人に。

　その日から、世界は変わって。その人と同じ物を見るために、俯くことはやめた。

「……秋庭さんって、噂以上に不思議な人ですね。でも、本当に桑田師範代と闘たたかったらどちらが強いんですか？」

「絶対に、秋庭くんよ」

「本当ですか？」

　道場でさんざん桑田に投げられた経験をもつ並木が、それでも疑いの目で見るので。

「私だって、好きな人には弱いのよ」

　さすがに照れて俯きながら、そう告白した。

　ただし、桑田が秋庭多加良本人にそれを告げるのはまだまだ先になりそうだ。
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人間は、いつも一生懸けん命めいです。

苦しんで、もがいて、泣いて、叫さけんで。

そうしなければ、先へは進めないというように。

だから、あなたは手を差し出さずにはいられないのでしょう。

わたしの手を、いつだってふりほどいて。







　俺たち一年五組は二回戦に続き三回戦も突とつ破ぱして、気がつけば、優勝していた。

「メガネ無しの秋庭が起こした奇き跡せきだっ！」

　と、松原たちは快かい哉さいを叫んだが、午後になって小春日和びよりを通り越こして上がり続けた気温と疲ひ労ろうのために錯さく乱らんしたのだと解かい釈しやくしておこう。

　勝ちは勝ちだが悪人顔が呼んだ奇跡などと言われるのはやはり不ふ名めい誉よだ。おそらく教室の掃そう除じ用具入れにしまいこまれるだろう賞品ペナントと共に封ふう印いんしたい。

　男子の方は競技終しゆう了りようとなったが、女子の方はいま決勝戦──桑田も参戦中──が行われている。だから競技を終えた男子の大半はそちらの観戦に流れていった。

　そして、俺がようやく本部テントに戻もどれば、羽黒がおろおろと狭せまいスペースを、行ったり来たりしていた。

「羽黒さん、落ち着いて。落ち着かないと羽黒センサーも使えないよ？　ほら、いま校内放送かけるから」

　尾田が懸けん命めいになだめていたが、羽黒の小動物ハムスター的行動は収まらなかった。

「どうした？」

「あ、多加良」

「秋庭さんっ！」

　俺が声をかければ、羽黒は不安げな表情のまま駆かけ寄ってきた。その後ろで尾田は疲つかれたようなため息を吐つく。

「あのあの、キララさんを見失ってしまったんです！　あああー、私はいったいどうしたらいいのでしょうか？」

　そうすれば落ち着くというように──すでに首の周りをひと巻きしている──三つ編みの先をいじりながら、視線をさまよわせる。

「キララ？　キララならさっき保健室で会ったぞ？」

「本当に？　それは何時いつのこと？」

　校舎の壁かべの時計を見上げながら問う尾田に、俺はすぐに答えを返す。

「三回戦が始まる前だから、一時を半分は回っていたな」

「それは、さっきとは言いません！」

　確かに二時間以上前のことをさっきと言ってはいけないような気がして、羽黒の気き迫はくにものまれて俺は、

「ご、ごめん」

　思わず謝ってしまった。しかし、この叶野学園の校内で、キララのような子どもが一人でさまよっていれば、誰だれか声をかけそうなものだが。

「彩波と一いつ緒しよじゃないのか？」

「いえ、彩波さんもさっきからいらっしゃらなくて」

「迷子の連れん絡らくは？」

「ないね」

　尾田に尋たずねればそんな声が返ってきた。

「羽黒がキララを見失ったのは、いつ、どこでだ？」

「ええと、キララさんが騎き馬ば戦せんで負けて泣いていらしたのを慰なぐさめていたのがお昼のことで、私のクラスの二回戦が始まる前に、一度お別れしたんです。それで、私の試合が終わるまで本部テントで待っていてくださるようにお願いしたのですが……」

　そこまで一気に喋しやべって、羽黒は息いき継つぎをしながら尾田に視線を向けた。

「来なかったんだ。僕のクラスは一回戦で負けたから、その後はずっと本部にいたんだけど」

　その後を引き受けて、尾田は二度目の疲れたため息。無理もない、今日は尾田が一人で大会運営をしていたようなものなのだから。

「そうか。ああ、尾田、今日は殆ほとんどまかせっきりで悪かった。後片付けはしっかり手伝うから」

　並木の植物はなを摘つんだことは伝えてあったが、改めてそう言うと、尾田は鷹おう揚ように頷いて、笑った。

「あの……」

「と、悪い。話が逸それた。つまり羽黒が最後にキララと別れた場所は？」

「昇しよう降こう口ぐちです」

「で、その後の唯ゆい一いつわかっている足取りが保健室というわけか」

　眼鏡めがねのフレームを軽く撫なでながら、俺も考えてみるが、キララの行きそうな所が頭に浮うかぶはずもなかった。それに、神出鬼き没ぼつなのはキララも誰かさんと同じで、保健室にもいつの間にか現れて、いつの間にかいなくなっていたのだ。

「……探しにいくしかないか」

　並木の願いの植物はなは咲さいたし、摘み取ったからいいが、キララの方はどちらもまだだ。彩波が客と言った以上、いつかはどこかに帰っていくのだとしても、その前に何としても植物だけは摘み取らなければ。

「それで、羽黒センサーは役に立ちそうなのか？」

「そ、それが、また不調なのです」

　俺が尋ねると、羽黒は唇くちびるを震ふるわせて、今にも泣き出しそうな顔をした。

「それもあって、あんなに動どう揺ようしてたんだ」

　尾田の補足説明に、俺は改めて納なつ得とくした。

「きっとそれは一時的なものだ。この間もそうだっただろ？　だから大だい丈じよう夫ぶだ」

「……はい」

　そう言って俺が励はげませば、羽黒はゆるゆると頷うなずいた。

「ほら、じゃあ二人でキララ君を探しに行って。ここは僕に任せていいから」

「あ、でも尾田さんもお疲れでしょうから、私一人で」

「一人より二人の方が早いよ」

　羽黒の申し出に笑え顔がおでそう返してくれた尾田の気き遣づかいを無む駄だにはしたくなかったから、俺は尾田に倣ならって、羽黒の背中を軽く押した。

「行くぞ」

「……はい。では、行ってまいります、尾田さん」

「いってらっしゃい」







　尾田に見送られて歩き出したはいいが、正直当てはないので、とりあえず最後の目もく撃げき現場──保健室──に進路をとることにした。

　途と中ちゆう、グラウンドを横切れば、女子の決勝戦は延長戦が宣言されるところだった。女同士の戦いは予想以上に鬼き気き迫せまるものになっているらしい。

　校舎内に足を踏ふみ入れると、日差しが無い分、逆に外よりも寒く感じて、俺は少し身体からだを震わせた。

「そういえば、桑田に負けた後のキララはどんな様子だった？」

「しばらくは、泣いていましたけど、その内に、泣くのはやめて今度は、『騙だまされた』とか言って怒おこっていました」

「怒る？　誰に？」

「その、ですからあの方……」

　俺が訊きけば、羽黒は途中で言葉に詰つまってしまった。そして、尋ね終わってから俺は気がついたのだ、自分の失言に。

「あ、ああー、羽黒。いい、何も言わなくていい」

　口を開こうとするのを手で制すれば、

「そ、そうですね」

　以前とは異なり、学習した羽黒はこくこくと頷いた。

「ははは」

「あははは」

　理科室の前を二人して乾かわいた笑い声を上げながら──俺も羽黒も顔は少しも笑っていなかった──足早に通り過ぎようとした時。

　俺と羽黒は、世の中はそんなに甘くないということを知る。

　ガラリと理科室の扉とびらが開いて、彩波の姿を認めたと思った、次の刹せつ那な。

　カメラのフラッシュのような短くまぶしい閃せん光こうが視界を埋うめて、反射的に目をつむり。

　もう一度、目を開ければ、そこにはもう彩波はいなかった。

　代わりにいたのは、学校という場所にはその仕し度たくも雰ふん囲い気きも到とう底ていそぐわないモノだった。

　銀糸の髪かみは頭頂部で一つ結んである以外は、すべて背中に流され、踝くるぶしまでも届いていて。黄金きん色いろの双そう眸ぼうは不思議な光を湛たたえてこちらを見み据すえている。

「元気だったかのう？」

　紅あかい唇をゆっくりと動かして、問いかけながら、女が髪を手指で梳すけば両手に嵌はめられた連環わがしゃらんと涼すずやかな音を立てる。

　黒地の着物の裾すそには大おお振ぶりの赤い花が描えがかれていて、ともすれば顔がその柄がらに負けてしまいそうだが、その女は負けるどころか、それを圧おして余りある艶あでやかな美び貌ぼうの持ち主だった。

　ただし、これは人外の美しさだ。

　叶野市限定でだがとてつもない力を振ふるうことができて、一部の者には神の様に信しん仰こうされている存在。その名をかのう、という。

　そして、叶野市の人間に蒔まかれた願いの植物はなを咲かせ、百本摘つみ取れたらクリアという、俺が強制的に参加させられているゲームの主催者あいてでもある。本当に、かのうは碌ろくなことを考えないということの証明に、このゲームをクリアするまで俺が叶野市の外に出られないという許しがたい枷かせを嵌めているということを挙げておく。

「……かのう様、こ、こんにちは」

「うむ、花南は元気そうだのう」

「は、はい。おかげさまで」

　ちょっと待て、羽黒。社交辞令にしても、お前が元気なのは絶対にこいつのお陰かげなどではないぞ。その後に、「かのうが現れなかったので元気でした」と続くならわからないでもないが。

「して、多加良はどうかのう？　まあ、たとえ疲つかれていたとしても妾わらわの姿を見れば元気ひゃくぱーせんと！　になるはずだがの」

「……いったい、どこでどう混線すればそんなことが言えるんだ？」

「あ、あの、秋庭さん落ち着いてください」

　隣となりで羽黒が怯おびえる程ほどの俺の殺気にも、かのうはこちらを馬ば鹿かにしているような笑えみを崩くずさない。こいつの腹黒さを知らない人間が見れば、優やさしげなとでも評するのだろうが、俺は様々なトラブルに巻き込まれた結果、かのうの本ほん性しようをよく知っている。

「混線などはしていないが……の。ともかくまた一人くりあー、おめでとう」

　そう言いながら、かのうは着物の袂たもとに手を差し込むと、例によって小さな王おう冠かんを投げてきた。別に欲しくもないのだが、受け取らなければ帰りそうもないし、他ほかにどんな言いがかりをつけられるかもわからないから、顔の横でそれをキャッチする。

「うむ、相変わらず妾は、ないすこんとろーる、だのう」

「違ちがう、俺のキャッチングが上手うまいんだ」

　俺がそう返すと、何がおもしろいのか、かのうはまた笑みを深めた。

「まあ、とにかく多加良の調子は良いようだのう」

「お前が目の前から消えてくれたら、絶好調になれるんだけどな？」

「秋庭さん、あの、お言葉も程ほどになさらないと……」

　かのうが厄やつ介かいごとを運んでくる存在だということは学習したが、その不可視の力を感じとることのできる羽黒は、こいつに対する畏い敬けいの念を捨てることはできないらしい。

「かまわぬよ、花南。第一、多加良が妾を敬うようなことがあったら、それこそ病気ということだからのう」

　羽黒の肩かたに手を置いて──そうしたところで、このかのうは、彩波という憑より坐ましに降りている実体のない存在だから羽黒はその質量を感じることは出来ないのだが──いつになく楽しそうに、かのうは言葉を紡つむぐ。

　嫌いやな予感が背筋を這はい上ってくる。

　かのうの機き嫌げんが良いのは、何かおかしなことか、ふざけたことを思いついた時なのだ。そして、それは殆ほとんどの場合、俺には不ふ愉ゆ快かい極きわまりない事態となって降りかかってくる。

「王冠の他には特に用がないみたいだな。羽黒、行くぞ」

　羽黒の腕うでを引いて、俺は踵きびすを返そうとしたが、それは何か見えない力で押し留とどめられる。

「かのう、俺は忙いそがしいんだが？」

「そうかの？　ただ、妾の用事はまだ済んでいないからのう、帰られては困る」

「やっぱり、すごい……」

　俺と同じように拘こう束そくされているのに、羽黒は畏おそれるようにかのうを見つめていて、俺は少し呆あきれた。

「はーぐーろー」

「ああ、す、すみません」

　俺が軽く睨にらめば、慌あわててかのうから目を逸そらしたが。

「ほほ。やはり花南は愛らしいのう。だが、妾の客人の方もなかなかのもので、のう」

　そんなことを喋しやべりながら、かのうは半身を理科室に戻もどして、なにやら手招きをする。

「……だれかいるのか？」

「お客様、でしょうか？」

　俺たちを縛いましめる力は既すでに緩ゆるんでいたが、この隙すきに逃にげたとしても追ってこられるだけだと諦あきらめて、俺たちはその場に残った。

「なんだ？」

　そうして、かのうの招きに応こたえてまず姿を現したのは、件くだんの迷子だった。

「ああっ、キララさんっ！」

「うん？　ああ、花南か」

「花南か、じゃないだろうがこの迷子」

「迷子？　オレは迷子になんかならないぞ！　ちょっとここにいたら、そこに彩波が来て……それでかのうに会ったんだぞ」

　やはりキララはかのうの客だったという事実に、ため息を吐つきながらも、軽く咎とがめれば、キララは大おお股またに俺たちの方に歩み寄って来た。

　その胸には相変わらず、願いの植物はながある。

「やっぱり、キララの植物はなにはお前が絡からんでいたのか」

「さて、どうかのう？」

「この状じよう況きようで誤ご魔ま化かすだけ無む駄だだぞ」

　俺が客観的に言えば、はぐらかすことにも飽あきたのか、かのうは姿勢を正した。

「まあ、キララ殿どのが妾の客人であったのは事実かのう」

「あの、ということはやはりキララさんも神様なのですか？　神様は鈴木さんだけではなかったのですか？」

　かのうが一応の敬意をキララに払はらっているために生じたのだろう問いを羽黒がぶつける。

「うん？　花南も巫女みこの系けい譜ふにあるのならばわかっておるのではないかの？　神の仕事は一つでは無いのだから、のう？」

「それは、確かに」

　かのうの答えに、羽黒は小さく頷うなずいた。

　つまり、かのうは一神教的なそれではなく、日本のような〝八百万たくさん〟的な概がい念ねんで捉とらえろと言っているのだ。

「でも〝神〟と呼ばれるのは〝始まりのダレカ〟だけだぞ。オレとマイカはあくまで〝鍵かぎ〟と〝錠じよう〟の扉とびらの番人だ」

「これは、申し訳ありませぬ。そうでありましたのう」

　キララがすかさず訂てい正せいを入れれば、かのうは優ゆう雅がに腰こしを折って見せた。見た目は明らかに年下のキララだが〝客〟に対しての礼れい儀ぎはさすがのかのうもわきまえているということか。

「さて、話をもとに戻そうかのう」

「続きがあるのか？」

「というよりも、この先が本題だのう」

　かのうは顔から笑えみを消さない。本格的に嫌な予感がうなじの辺りまで上ってきて、俺は思わずそこに手を当てた。

「さあ、いらっしゃいませ」

　歌うように言いながら、かのうは着物の袖そでを、舞まうように翻ひるがえしてみせた。

　そうして、それが元の位置に戻った時には、俺たちの目の前には一人の少女が現れていた。

　腰まである若草色の髪かみはゆるく波打って、少女の輪りん郭かくを淡あわく飾かざっている。肌はだは透すけそうに白いのに、頰ほおはばら色で、身にまとったワンピースとあいまって、まるで妖よう精せいのような印象を受ける少女だった。

　そして、その双そう眸ぼうはキララと同じ紫し紺こんで。

「マイカっ!?　あれ、今回は一人の番人だと思ってたのに！　本物？」

　少女の姿を確かく認にんしたキララは弾はずんだ声で名前を呼んで、けれど自分の目が信じられないというように何度もこすっては、しばたたかせる。

「なあなあ、多加良にも花南にも、マイカが見えるか？」

　果ては俺たちにまで尋たずねてきた。

「あの方がマイカさんならば見えますよ。でもキララさん、マイカさんとはどういうお知り合いですか？」

　突とつ然ぜん現れた少女に目を向けながら、羽黒が問い返せば、

「オレとマイカは双ふた子ごだ」

　という短い答えが返ってきた。

　そう言われても、瞳ひとみの色以外には二人に類るい似じ点てんは認められず、俺は首を捻ひねった。

「本当に双子か？」

　そんな問いが口を衝ついて出てきてしまう位に、似ていなかった。

「本当だぞ！　でも、そう言うってことは多加良にも？」

「女の子なら、見えている」

　続いて俺も認めれば、キララはその顔を驚おどろきから喜びの色へと塗ぬり替かえた。そして、子犬が飛び跳はねるみたいに、少女──マイカの方へ駆かけ寄っていく。

「キララ、来ない、で」

　マイカがそう言わなければ、キララの足が止まることはなかっただろう。

　けれどその小さな、細い声は確かにキララの動きを止める力を持っていた。

「なんで？　せっかく今回はすぐに会えたのに。どうしてそんなこと言うんだ？　マイカは嬉うれしくないの？」

　ひどく傷ついた顔をして、キララはマイカを見つめた。けれど、マイカがそれに応えることはない。

　代わりにかのうがキララとマイカの間に、二人を隔へだてる壁かべのように割って入る。

「キララ殿。実はこの度たび、妾わらわはマイカ殿に頼たのまれごとをしましてのう」

「マイカが？　何を頼んだの、マイカ？」

　かのうの体をどけて、その向こうに手を伸のばそうとしてキララは、

「い、痛いっ！」

　叫さけびながら慌あわててその腕うでを引いた。

「なんだっ、いまのはっ！　びりっとして痛かったぞ！」

　キララはかのうに抗こう議ぎする。俺にはキララの手を弾はじいた力は見えなかったが、涙なみだ目めになっているのを見ればどうやら本当に痛かったらしい。

「申し訳ありませぬのう。ですが、これもマイカ殿どのに頼まれたこと故ゆえ、お許しくださいませ」

「な、マイカがそんなこと頼むわけがないぞ！　噓うそを言うなっ！」

「噓、ではありませぬの。マイカ殿？」

　かのうが小首を傾かしげて見せれば、マイカと呼ばれた少女は小さく頷く。

「そんな！　マイカ、いったいどうしちゃったんだ？」

　キララの問いに、けれどマイカは答えない。代わりにまたかのうが口を開く。

「つまりのう、この度マイカ殿は、キララ殿と〝げーむ〟がしたいと仰おつしやられましてのう」

「ゲーム？」

　俺と羽黒を蚊帳かやの外に置いたまま、かのうとキララの話は進んでいく。だが〝ゲーム〟という単語が出てきては、俺も黙だまって見ているわけにはいかない。

「かのう、何を企たくらんでいる？」

　詰きつ問もんに近い俺の口調にも、かのうは少しも怯ひるまない。

「企みではなく、げーむ、だのう。だがこれは妾のげーむではなく、マイカ殿とキララ殿のげーむになるのう。故に妾はその審しん判ぱんという役どころかのう」

　かのうはそう言うが、この腹黒が自分の得にならないことに、手を貸すはずがない。

「いいから、早くそのゲームとやらについて話せっ！」

　かのうのことなどおそらくその爪つめの先ほども知らないのに、焦じれたキララが嚙かみ付く。その瞬しゆん間かん、罠わなに落ちたとも知らずに。

「キララさん、落ち着きましょう！」

　羽黒がキララをなだめようとするが、もう手て遅おくれだ。

「それでは、続けましょうかのう。マイカ殿は〝○×げーむ〟をお望みでありましての」

「ま、○×ゲーム、ですか？」

　羽黒が聞き返したくなるのも無理は無かった。それは早い話、単純な二択たくクイズだ。だが、

「羽黒、気を抜ぬくのは早いぞ」

　経験が俺にそう言わせた。そんな俺の顔を見て羽黒も顔を引き締しめる。

「なんで、マイカはそんなことしたいんだ？」

「まあ、そこはおいおい。ですが、ただの〝○×げーむ〟では、あなた方には少々不足でありましょう。ですからのう〝扉とびら〟を使って行いましょう」

「なっ、なんでそこで扉が出てくるんだ！　マイカもっ！　黙ってないで何か言ってよ！」

「わたし、は、キララと、ゲーム、を、したい。キララ、が、ゲームをしない、と、会えなくなる、もう。……あとは、かのう様に、任せた、から」

　それだけ言うと、マイカはかのうの陰かげに隠かくれてしまう。それをいいことに、マイカの全権大使を気取るつもりらしいかのうは、大おお仰ぎように頷うなずいて見せた。

「そういうわけなのでの、もう一息に説明いたしましょうかの。多加良と花南もようく聞いておいておくれ」

　多分、この先を聞いたら確実に、面めん倒どうなことに巻き込まれる。けれど、俺は耳を塞ふさがなかった。どうせ逃にげ場ばはとっくに無い。

「人の進化と退化を司つかさどる扉を見み据すえる、それがキララ殿とマイカ殿の仕事と聞き及およんでおりますが、間ま違ちがいはありませぬな？」

「そうだぞ。オレとマイカは扉の番人だぞ。オレ達は〝鍵かぎの扉〟と〝錠じようの扉〟って呼んでいるけど」

　かのうの問いにキララは小さく頷き返す。

　キララにしてみれば、わかりきったことだろうが、俺と羽黒には初めて聞く話で、衝しよう撃げき的な内容だった。俺は自分の目で見たものしか基本的に信じないが、かのうとキララはすべてを事実として話を進めていく。

「つまり、あなた方は常に人間の○×げーむに立ち会っているわけですのう。正しい扉を開ければその者は進化の道を歩み、誤れば退化の道を行く。……けれどどちらの扉が正解まるなのかは、開けられるまで、あなた方にもお分かりにならないと。故に、げーむになるわけですが、の」

　そこで、かのうはもったいぶるように一いつ旦たん言葉を切った。そして、キララだけでなく、俺たちも一いち瞥べつした後、再び口を開く。

「マイカ殿は今から、お隠れになる」

　その言葉と共に、かのうは再び着物の袖そでを大きく振ふった。しゃららん、と連環わの鳴る音が追いかけていって、その響ひびきが消えた時には、マイカの姿も、消えていた。

「マイカっ！　マイカをどこにやった！　かのう！　せっかく会えたのに！　マイカはこのキララ様の兄妹だとわかっているのか！」

「そのようなことは、わかっておりますがのう。繰くり返しますが、これはマイカ殿の頼みでありましてのう」

「なんでマイカが自分を消してくれなんて頼むんだ！」

「消したのではなく、隠れられたのですよ。そして、キララ殿は○×げーむをすべて、くりあーしなければ、マイカ殿に再び会うことはできぬということになっておりますのう」

　必死の形相でかのうに迫せまるキララだが、その真しん剣けんさを受け止める気は向こうには無かった。キララの拳こぶしをかわしながら、喋しやべり続ける。

「扉の数は全部で三対つい、故に開けられるべきは三枚の扉。すべて正解まるを選べばマイカ殿に会える。けれど一度でも答えを間違えれば、そこで〝げーむおーばー〟になりますのう」

「なんで、なんでっ」

　キララはもう拳を振り上げることにも疲つかれ果てて、そればかりを繰り返す。

「それを知るためにも、ゲームをクリアしなければならない、そういうことだな？」

　かのうがキララをもてあそぶのを見ているのは、もう限界だった。

「……秋庭、多加良」

「そういうことだのう」

「そして、キララの胸に植物がある以上、俺たちにもこのゲームに参加する資格があるな？」

　俺はわざとそう尋たずねた。かのうが俺たちの目の前で、キララ達のゲームのことを長々と喋ってみせる理由など、一つしかなく、むしろ、かのうは俺たちをこのゲームに参加させたいのだとわかった上で。そして、俺の読みは間違いなかった。
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　それを聴きいた瞬間、かのうの白い面おもてには本日最高で、極ごく悪あくな笑えみがくっきりと浮うかんだのだから。

「それを望むのならば、キララ殿どのに協力してやればよいのう。それに、実はもうこのげーむは始まっておることだしのう」

「ええっ、そんなのフェアじゃありません！」

　キララの涙なみだを拭ぬぐってやっていた羽黒が思わず声を上げる。

「そう言われれば、それまでだがのう。ただ、妾わらわが言っておきたいのはのう、このげーむの制限時間は、今日を入れてあと五日、全部で七日ということだのう」

「……それは、あまりにも汚きたないんじゃないか？」

　かのうの腹黒さは、この場の誰だれよりも知っている俺だが、それにしてもこれはひどすぎる。

「そうでもないと、思うがのう。大体、そなたたちは今日すでに、一枚目の扉を開けてくりあーしているのだがの」

　寝ね耳みみに水、とはまさにこのことだった。

「ちょっと、待て。それは俺たちの意思とは関係なく、ゲームはスタートしていたってことか？」

「事後承しよう諾だく、というやつでのう。まあ、更さらに詳くわしいるーるはこれでも見て勉強しておくれ」

　そんな勝手を言いながら、かのうは細長い筒つつのようなものを放ほうって寄よ越こす。俺が受け取った物を見て、羽黒が困こん惑わくした声を上げる。

「ま、巻物ですか？」

「お前は俺たちを忍にん者じやか何かにしたいのか？　そうでないなら今回の目的を言え」

「忍者というのも面おも白しろそうだがのう。妾は此こ度たびはマイカ殿をお助けしたいだけ、だがの？」

　ストレートに尋ねても、結局かのうは飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさず、マイカを大義名分かくれみのに俺の追つい及きゆうをかわした。

「……他ほかに、なにか黙だまっていることがあったら、言え」

　まともな答えが返ってくることを俺はもはや期待していなかったが、それでも小出しにされるよりは一いつ遍ぺんに聞いた方がまだいいかもしれないと、これで話を切り上げようと決めて言う。

「それにしても、今日は冬にしては天気が好よすぎるし、暑いと思わぬかの？」

　実体ではないのに、本当にそう感じているといわんばかりに、かのうはそう言いながら、さも暑そうに手で自らの顔を煽あおいで見せた。

　急というよりも無理矢理な話題の転てん換かんに、俺はついていく気がしなかった。

「……とにかくキララと一いつ緒しよに○×ゲームをして、マイカを見つければいいんだろう？」

　かのうの顔は見ずにそう言いながら、俺は蹲うずくまって泣いているキララに近付いていった。

「もう泣くな。俺がゲームを手伝ってやるから」

「私もお手伝いします！」

「本当、か？　オレはまたマイカに会える？」

　しゃくり上げながら尋ねるキララに俺も羽黒も大きく頷うなずいてみせる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。地球は丸い！　だから必ず会える。その上、お前にはこの秋庭多加良が手を貸すんだからな！」

　俺は、噓うそは言わない。そして、俺を信じるやつには必ず応こたえてみせる自信もある。

「信じて、いいのか？」

　泣き濡ぬれた紫し紺こんの瞳ひとみをしっかりと受け止めて、俺は頷いた。

「大丈夫です、秋庭さんは信しん頼らいに足りる方ですから！」

　思いがけず、羽黒に太たい鼓こ判ばんを押されて、羽黒が俺の素す晴ばらしさを知るのはいいことなのだが、ほんの少し照れ臭くさかった。

「……じゃあ、このゲームに協力させて、やるぞ」

　少しだけ、元気を取り戻もどしたキララの台詞せりふは、生意気な子どもらしかった。やはり礼れい儀ぎ知しらずだったけれど。

「ふむ、話はまとまったようだのう。だが、多加良、制限時間のことは忘れぬように、の」

　いつもは過か剰じような装そう飾しよく品ひんは持たないのに、珍めずらしく首から下げていたそれは、どうやら時計だったらしい。それを見ながら今更忠告めいたことを言うかのうに違い和わ感かんを覚えて、一度は無視を決め込もうとした俺だが、どうにも気にかかって、顔を正面に向けながら問う。

「なぜ、そこにこだわる？」

　そして、やはり俺は後こう悔かいした。

「制限時間内にくりあーして貰もらわぬとのう、叶野の地の加速が止まらなくなる故ゆえのう」

　とんでもないことを告げているのに、それを言うかのうは機き嫌げんのいい猫ねこのように目を細めて、楽しそうに笑っていて、俺はそれを見てしまったから、だ。

　そうして、まるで俺が振ふり向くのを待っていたみたいに、その次の瞬しゆん間かん、短く光を放って、かのうは消えた。

　後には、意識を失って冷たい廊ろう下かに倒たおれ伏ふしている彩波がいた。今日はけっこうな長さの時間、かのうを降ろしていたのだから当然だった。

　彩波を抱だき上げながら、嫌いやな予感であったものが確信に変わったことに、俺はため息を吐つかずにはいられなかった。







「あ、見つかったんだね」

「おかえりなさい」

　彩波を黒服に預けて──万が一の時の為ために常に一人は待機しているのだ──本部テントに戻ると、尾田と桑田がそんな風に迎むかえてくれた。

　桑田は晴れ晴れとした顔をしていて、

「優勝したのか？」

　俺が訊きくと、頷きながら、黄色いハチマキの束をかざして見せてくれた。

「すごいですね！」

「……実際、延長戦はすごかったよ」

　すごかった、と繰くり返しながら尾田の目はどこか遠くを彷徨さまよった。尾田はいったい何を目もく撃げきしたのだろう。

「それで、キララ君はどうして泣いているのかしら？」

「な、泣いてないぞ！」

　桑田の指し摘てきにキララは強がって見せるが、泣き腫はらして赤い瞼まぶたをしていれば一目瞭りよう然ぜんだった。

「そうなの。じゃあ、お茶を飲む？」

「へ？　あ、うん。飲んでやってもいいぞ」

　桑田なりの気き遣づかいに、キララは肩かた透すかしをくらったような顔をしつつも、頷いた。

「じゃあ、そこに座っていいよ」

　尾田が椅い子すを勧すすめれば、キララは羽黒と繫つないでいた手はそのままに、ちょこんと椅子に座る。

「あ、羽黒さん、この椅子どうぞ！」

「い、いえっ。大丈夫です、私は立っているのには慣れていますから」

「いえ、座ってください！」

「花南、座ればいいんだぞ」

　中等部の男子──頰ほおを赤らめているところを見るとはぐらーかもしれない──と短い問答をして、結局羽黒はキララの隣となりに腰こしを下ろした。

　俺はどこに座るべきかと見回してみれば、閉会式の準備に動いている男子生徒とは逆に、隅すみの方で集団で固まっている女子中学生の姿が目についた。

「おい、平ひら井い、小こ関せき、木きの下した。閉会式の準備はどうした？」

「え、名前。よ、呼ばれちゃった！　じゃなくって、仕事ですね」

「はいいっ、今、行きます」

「会長を探しに行ってきますー！」

　なぜか全員声がひっくり返っていて、その上体は小刻みに震ふるえていた。なぜ、そんなに怯おびえる、若人わこうどよ。

「……俺の顔はそんなに怖こわいか？」

　来年度の生徒会選挙のことを思って、俺は少し憂ゆう鬱うつになりながら、近くにいた男子生徒に尋たずねてみた。

「そ、そそそ、そんなことはっ、ありませんっ」

　じゃあ、なぜそんなに声が裏返る？　これ以上未来の有権者と親しん睦ぼくを深めようとしても、逆効果になりそうだと俺は悟さとって、尾田たちと向き合った。

「それで、閉会式はもしかして鈴木待ちか？」

　キララと羽黒が桑田の淹いれたチャイで暖まっているのを横目に見ながら尋ねれば、額の汗あせを拭ぬぐいながら尾田が振り向く。

「そう。さっきから行方ゆくえ不明なんだ」

「……そうか。そうか」

　ははは、鈴木、お前の天下も今日までだ。会長がいない。けれど副会長はいる。その場合、閉会の言葉を述べるのは誰だれか？　そんなのは決まっている。この世に生徒会長と副会長という役職が出来る前から定められている。

「じゃあ、俺が代わりに……」

「はーい、みんな、おっつかれー。乙おつカレーなんちゃって！」

　その能天気な声が響ひびいた瞬間、俺の野望はついえた。あくまでも、とりあえず、だ。大だい丈じよう夫ぶだ、来年の今いま頃ごろには生徒会長の椅子は奪うばい返しているからな。

　鈴木の仕切りで勝手に始まってしまった閉会式には背を向けて、俺は自分の前に置かれたチャイに口をつけた。

「あー、適当なところで止めに入らないと」

　閉会の言葉からどう間ま違ちがったか、一人コントを始めた鈴木を見た尾田が、こめかみを押さえて、呻うめく。

「なんだ、それ位ならこのキララ様がやってやるぞ！」

「ああ、キララさん。せっかくのチャイがこぼれてしまいますよ」

　桑田のお茶を飲んで、少し元気を取り戻もどしたキララが息巻けば、尾田は苦く笑しようして、

「頼たのもしいね。それだけ元気ってことは、キララくんの植物は？」

　摘つめたのか──と言外に問われて、俺は首を横に振った。それどころか、事態は面めん倒どうな方向に転がってしまった。

　羽黒は尾田と桑田の視線を避さけるように、軽く目を伏ふせた。俺とて、明らかに疲つかれている二人に、先さき程ほどの件を告げるのは心苦しい。

　また、かのうが厄やつ介かいごとを運んできた──などということは出来れば伝えたくないし、なるべくならば巻き込みたくないが、いざそうなった時に心の準備が出来ているのといないのとでは、話が違ちがってくるだろうから。

「閉会式が終わったら、色々話しておくことがある」

「……うかない顔をしているわね。秋庭君も花南ちゃんも」

「ということは、あの人が出てきたってことかな？」

「お二人とも、勘かんがいいですね」

　羽黒が感心したように言えば、

『勘じゃ無くて経験』

　二人の答えは見事に重なっていた。







　鈴木の暴走を、ＥＸエクストラ53で止めた結果、俺は危あやうくあいつの相方として、中学生の意識の中に存在を確立してしまうところだった。本当に、危なかった。

「疲れているところ悪いが、話を始める」

　それはともかく、閉会式を無事終えて、生徒会室に全員の顔が揃そろったところで──ただし、鈴木はいない。あいつは「おかしい！　今度は絶対に外れないはずだったのにぃぃ！」などと騒さわぎながら予想屋よっちゃんに抗こう議ぎをすべく、その探たん索さくの旅にでた。どこかで遭そう難なんすることを切に願う──俺は前置きは簡単にして切り出した。

　キララも羽黒と桑田に挟はさまれて座っているが、既すでに必要な情報は引き出してあるし、願いの植物への誤解もようやく解けた。

　あとは、例の巻物に書いてあった〝ゲームルール〟を押さえて説明していけばいい。巻物自体は全編ひらがなで綴つづられていたのに加え、無む駄だに長くて生徒会室には到とう底てい広げられない代しろ物ものだったので、ルールを把は握あくした後は羽黒に預けた。

「まず、キララは、植物の保持者であることに加えて、かのうが絡からんだゲームのプレイヤーになった」

　俺はまずことの外がい縁えんをそう伝えたのだが、かのうの名前を聞いた時点で、桑田は不ふ愉ゆ快かいそうな、尾田は諦あきらめに似た表情を浮うかべた。

「ゲーム、ね。その新しいゲームは、どんなものなの？」

「○×ゲームだ」

「マルバツって、あの、よく○か×かの壁かべがあって、クイズの答えによって、片方の壁の向こうには泥どろ水みずが！　ってやつだよね」

　尾田のイメージはバラエティクイズのそれだったが、基本的にはそれで間違っていない。

「ただし、ちょっと変則的で、今回の場合はすべて正解まるの方を選ばなくてはならない、そうだ」

「正確には○の方の扉とびらだぞ！」

　ようやく口が挟めると思ったのか、勢い込んでキララが椅い子すから立つが、

「まだ早い」

　俺の一いち瞥べつでがっかりしたように腰こしを下ろす。

「キララさんの出番はちゃんとこの後にありますから」

　キララをなだめるのは羽黒に任せて、俺は桑田と尾田に話を続ける。

「それと問題自体はわからない」

「問題がわからないけれど、○の方を選ばないといけない、○×ゲーム？」

「それは、解答者側にものすごく不利なんじゃない？」

　桑田は頰ほお杖づえをつきながら、尾田は机を指先でこつこつと叩たたきながら、続けて俺に問う。

「確かに、な。だが、解答者はキララ、という点を考えるとそうも言えない」

「……つまり、キーワードは〝扉〟と〝キララが何者か〟ってことね？」

「後者は今いま更さらだけど」

「今更とは失礼な！　キララ様の正体を聞いて驚おどろくがいいぞ！」

「この間ちらっと〝扉の番人〟とか言っていたね」

　冷静な尾田の突つっ込みに、キララはぐっと詰つまり、その先を続けられずに頰ほおを膨ふくらます。

「そうだ。キララの正体、というか仕事はそういうものらしい」

「具体的にはどんなことを？」

　キララのほっぺを、表情も変えずに突きながら桑田が訊きく。

「キララが語ったことを、嚙かみ砕くだいて話すとだな」

「別に嚙まなくていいぞ！　オレが……」

「はーい、ここは秋庭くんにまかせましょうねー？」

「ひゃい」

　薄うすい冷気を放つ桑田に両頰を抓つままれれば、キララには黙だまる他ほかに自己防衛の方法はない。

「続きをどうぞ」

「ああ。まず、キララには人間の前に現れる二つの扉が見えるんだそうだ。どんな理り屈くつかはわからないが、当然人間には見えないし、それが見えるのはキララともう一人だけ」

　そこで俺はキララにちらりと視線を投げかけたのだが、キララの引き結ばれた唇くちびるからマイカの名前は出てこなかった。

「もう一人はキララの双ふた子ごの片割れなんだが、それは追って説明する。で、その扉は片方が〝鍵かぎの扉〟でもう一方が〝錠じようの扉〟というらしい」

「なんか、重々しい名称なまえだね」

　尾田が驚き半分、呆あきれ半分といった口調でそう言った気持ちは俺にもよくわかった。どうしても、驚き以外の気持ちが混ざるのは、そのご大層なものの一いち翼よくをキララが担になっているというところにある気がする。

「あの、皆みなさんはキララさんを幼く思ってらっしゃるようですが、私たちよりはずーっと年上なんですよ？」

　キララを見つめる俺たちの微び妙みような視線に気付いてか、羽黒がフォローらしき物をいれるが、キララの容姿と言動を前にしては無駄な抵てい抗こうだった。

「とにかく、続けよう。その二つの扉というのは無む作さく為いに人間の前に現れるらしい。そしてキララたちは、二つの扉が現れるとそこへ自動的に運ばれる」

　そして、扉を前にした人間をキララとマイカは見守る。人がどちらかの扉を開けるまで。

　ただ、その扉は人間には見えないから、扉を開けるということはつまり、

「人間が何かを選せん択たくした時、ということだ」

　そこで俺は一度言葉を切って、一同の顔を見み渡わたした。それぞれ俺に意識を向けつつ、黙もつ考こうしているようだが、質問の声は上がらないので話を更さらに続けることにする。

「そして〝鍵の扉〟が選ばれた場合はマイカがその先へと人間を導く。逆に〝錠の扉〟の場合はキララが導く。これで間ま違ちがいないな？」

「……うん」

　マイカの名前が出てから明らかにテンションの下がってしまったキララだが、問いにはきちんと答えた。

「〝鍵の扉〟と〝錠の扉〟ね。でも、これじゃどちらが正解まるの扉かなんてことはわからなそうだけど？」

「確かにそうだね」

　桑田の問いはもっともで、尾田と羽黒も同感とばかりに俺を見る。

「それは……」

「きっとマイカの扉……〝鍵の扉〟を選べばいいんだぞ。過去の経験からいって、マイカの方が進化の扉なんだぞ」

　声に元気は無かったが、キララは自分の考えには自信があるようだった。

　確かにキララの言うように片方の扉の先にあるものが〝進化〟ならばもう片方が〝退化〟と考えるのが道理だ。更にそれが人間の選択次し第だいで決まるというなら、イメージからしても前者が○という推察が働く。

　ただ日本人は鍵と錠じよう前まえを混同する──というよりも同じ言葉として使う──傾けい向こうがある。でも、前者は〝錠を開閉する道具〟で後者は扉や引き出しを〝固定する金具〟なのだ。ＫＥＹとＬＯＣＫは一いつ対ついではあるが同じ物ではない。そうすると俺としては〝錠の扉〟が開くということに少々疑問が残る。

「キララ、お前の〝錠の扉〟はちゃんと開くんだな？」

「そうだぞ。何を疑う？　だってオレは実際に扉が開くところを見ているんだぞ」

　だが、現時点では俺よりも二枚の扉について詳くわしいキララにそう言われてしまえば、今は納なつ得とくしておく他ほかなかった。

「じゃあ、この○×ゲームは全部進化──つまり〝鍵の扉とびら〟を選ばなければならないのね？」

「けど、キララ君にその扉が見えるってことは、マークする人間もわかるってことだよね。じゃあ何も難しいことなんか無いんじゃないの？」

　俺も、そう思いたかった。しかし、他のすべてをクリアしても尚なお、そこには一つ問題が残る。

「でも、キララさんには扉は見えても、どちらが〝鍵〟で、どちらが〝錠〟なのかは、見ただけではお分かりにならないんですよね」

「ううっ」

　羽黒の悪気は無いだろう言葉に、けれどキララは言いよどむ。

「わからないことは悪いことじゃない。だから、それはそれで認めろ」

「……うん」

　俺の含がん蓄ちくに満ちた言葉は生意気な子どもも頷うなずかせた。

「選せん択たく肢しは二つで間違いないのね、キララ？」

「うん。いつも扉は二枚で一対だ。それが人間の背後に現れるんだぞ」

　桑田がキララの頭を撫なでながら問うと、今度はキララは力いっぱい頷いた。

　俺は人間にはもっとたくさんの選択肢があると思って、さっきキララに尋たずねてみたのだが、キララからは「進化その分ぶん岐き点てんではあくまで二つだ！」というそれ以上でも以下でもない答えが返ってきただけだった。

「でも、やっぱり、扉は見えているし、それに関かかわる人間もわかっているんだから、前の〝神様探し〟よりは楽なはずだよ」

　尾田は自分に言い聞かせるように、何度も頷いた。

「それと問題の数も全部で三つと決まっている。あとは、このゲームの制限時間なんだが……」

「制限時間？」

「植物の方とは関係なく？」

「いや、関係なくも無いんだが、七日間と言われた」

「一週間か。でも今日からなら……」

　俺が微妙に視線を外したのに気付いて、尾田が黙だまる。桑田も何かを察知したらしく、事情を知る羽黒とキララが黙もくするのも当然で。室内にはしばしの沈ちん黙もくが落ちた。

「残り時間は、今日を含ふくめて五日だ」

「……へえ」

「そうなの」

　尾田と桑田の声は、ひどく冷たくて、室内の温度が二、三度下がったと思う。その冷たい怒いかりの矛ほこ先さきが俺に向けられていないのが救いだ。

「あ、でも、もう一つ目の扉は無事に開いたそうなので大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　どうにか場を和なごまそうとしているのか、それとも天然か、キララの手を人にん形ぎよう遣つかいのように振ふり回しながら羽黒が声をあげる。

「そうだぞ、一枚目の〝鍵かぎの扉〟はもう開いたんだぞ」

「なんだ、そういうことは早く言ってよ」

　そして、腹話術の人形よろしくキララが羽黒の言葉を補足すれば、尾田は俺に軽く咎とがめる視線を送ってきた。ただその表情は幾いく分ぶん明るい物になっていた。

　が、対照的に俺の方は浮うかないものになっている。

「確かにな。ただ問題がまだある。一つは、その扉を開けたのは、並木陸玖だったってことだ。キララ、そうだな」

「うん。俺は確かに並木陸玖が片方の扉を開けるのを見たぞ」

「どういうこと？」

　俺の告げた事実にキララが頷けば、桑田の視線も問いと共にそちらへと移った。

「人間が選ぶと、扉は片方だけその人間の前に降りて来るんだぞ。並木陸玖はそれで、ちゃんと開けて、その扉の向こうにいった」

　扉を開けたのは自分ではないというのに、キララはやけに自じ慢まんげに、嬉うれしそうにその時の様子を俺たちに語ってみせる。

「じゃあ、植物のゲームと○×ゲームには何かの繫つながりがあるのかな？」

「かのうはその辺りには触ふれなかったから、この二つが絡からんでいることが偶ぐう然ぜんかどうかははっきりしないが……」

「どっちにしろ、かのう様は絡んでくる気満々でいる、ってことか」

　それだけは間ま違ちがいなく、また、気の重い事実だった。

「それと、もう一つ。いま、叶野市は〝加速〟しているらしい」

『加速？』

　これにはなぜか、羽黒までが桑田たちと一いつ緒しよに首を傾かしげた。確かに、聞き流してしまいそうな話ではあったが、かのうはこの点に随ずい分ぶんとこだわっていたぞ、羽黒。

　そこに加えてキララとマイカの能力を知ってしまうと、決して見過ごせない問題だった。

「〝進化〟というのは、生物が年月をかけて複雑に、多様化していくことだろう？　結局のところ、それは時間の流れと共にある。つまりは、時間が進み、流れていかないことにはありえない。……まあ、扉がどこまでその役割を担になっているかは知らないが」

　こればかりは、人間の管かん轄かつではないし、知っているはずのキララも上手うまく答えられなかった。

「だからなのか、進化……〝鍵の扉〟を司つかさどっているマイカには時間を進める力があるそうだ」

　ただし、双ふた子ごの片割れのキララはそういった特別な力は持たないらしい。どうもコンプレックスのようだから、そこは割愛して話を進める。

「ここからは、俺の推測も入るが、かのうの話を含めて考えてみると、マイカによって、いま叶野市の季節じかんは進んでいる」

「本当ですか？」

「……それって、つまりここ二、三日の異常気象のこと？」

　半信半疑の羽黒の反応と比べれば、確信に満ちた口調と共に、尾田が尋たずねる。

「そうだ。いくらなんでも、叶野市で二月にプラス五度以上の日が三日も続くわけが無い。それに、徐じよ々じよに上がっていっているということも問題だ」

「このままいけば、いつもより早く春が来るってことかしら？」

「ああ。ただ春が来るだけならいいが、ずっとこの加速が止まらなかったら？」

〝進化〟という言葉からは通常、良いイメージしか浮うかばないが、本来はゆっくり進むものを加速させた場合そうは考えられない。

「人間の体に、なにか影えい響きようがでるかもしれない」

　キララに告げられたそれは裏付けといえるほどの物は無かったが、けれど人間が言うよりはずっと説得力があった。

「キララの胸に植物はなが咲さいた時点で、何かしら絡んでくるとは思っていたけど、本当に、かのう様って……疫やく病びよう神がみじゃないかしら？」

　頭を抱かかえて桑田が呻うめくように言えば、羽黒以外の全員が同感して頷うなずいた。

「疫病神というのは言いすぎですよ？　せめて、ええと」

　うまい喩たとえが浮かばない──浮かんだとしても俺たちは全否定すると思うが──羽黒は放ほおっておいて俺たちは話を続ける。

「……とすると、そのタイムリミットを守ることは重要なわけだ」

「おそらく。そして、その加速を止めるには、マイカを探し出すしかないし、それにはキララがこのゲームに勝つしかない」

　全員の視線がその瞬しゆん間かんキララに集中した。

　それに気付くと、キララは俯うつむいてしまう。

　そのまま膝ひざの上で拳こぶしを固めながら、しばらく黙だまった後、何かを決めて、顔をゆっくりと上げた。そして、躊躇ためらいがちに口を開く。

「オレとマイカは双子だけど、いつも一緒にはいられないんだぞ。一度離はなれ離ばなれになると、今度いつ会えるかわからなくて、だから会えた時はすごく、嬉しいんだぞ」

　そこでキララは一度言葉を切った。俺たちは黙って、キララがもう一度口を開くのを待つ。

「でも、このゲームに勝てば、このゲームが終われば確実に、マイカに会えるんだぞ。だからオレは、このゲームに勝ちたいぞ。それで、マイカと色々なことを話すんだ」

　そして、キララは俺たちが、待っていた言葉を、言ってくれた。

　その胸で、もう一度、願いの植物がピンとのびる。

「そういうことなら」

「協力するしか」

「ありません！」

　かくして、叶野学園高校生徒会執しつ行こう部ぶ一同は〝○×ゲーム〟を改めてスタートさせることになった。




「ところで、もう次の扉とびらは見えたのか？」

　窓の外を見れば、夕日はもう沈しずみかけている。扉が見えるのはキララだけとはいえ、これから叶野市内をその人間を求めて、子どもと歩き回るというのは出来れば避さけたい。

「うん、見えた」

「……は？」

　だがそうあっさりと言われるのは肩かた透すかしもいいところで、俺はちょっとだけ脱だつ力りよくした。

「そ、それで、どなたですか？」

「知らないぞ」

　しかし、勢い込んで尋ねた羽黒への答えはそれで。

「どっちですか？」

　羽黒が困こん惑わくして、桑田に縋すがるような目を向ける。

「それは、多分、扉が現れた人はわかったけれど、名前まではわからない、ということよね？」

　桑田が二人の会話を整理して、キララに問えば、

「そういうことだぞ！　いつも次の扉の前には自動的に運ばれるからな」

　キララは元気よく答えた。どうもキララは内容を整理して話すということが苦手らしい。

「その方のお顔は覚えていますか？」

「覚えているぞ。キララ様を舐なめるなよ！　うん、さっきまでいた部屋で会ったんだぞ。確かお前たちと同じ制服ふくを着た女だった！」

　キララがさっきまでいたのは理科室だ。ようするにあの迷子騒そう動どうは、キララが〝扉の前に自動的に運ばれる〟ということが原因だったのだ。

「確かにキララは迷子になっていなかったわけだ」

　思わず手を打って、俺はキララを見た。

「それなら、今日のところは解散だ。そして、体調を万ばん全ぜんにしたところで明日から全力でゲームに臨のぞもう」

　叶野学園の生徒であることに加え、顔までわかっているのならば、顔写真入りの生徒名めい簿ぼを見せて、首実検をするのが一番早い。そして、それを行うにしても、今日はもう殆ほとんどの生徒が下校してしまっているから、やはり明日だ。

「私は、秋庭君に一票」

「僕も多加良に賛成」

「あ、私もです」

「キララは？」

　再度、自分に集まった視線──しかも先さき程ほどよりも迫はく力りよくのある──に、キララは気け圧おされるように、頷いた。

「それに賛成してやってもいいぞ。でも、一つだけ言うことを聞け」

　協力してもらうとなってもキララは、依い然ぜんとして口の利きき方を改めない。まあ、今日のところは見み逃のがしてやってもいいか、と寛かん大だいな気持ちで俺は先を促うながした。

「なんだ？」

「うむ。俺はかのうの客では無くなったんだぞ。そうすると、彩波の客でもない。だから俺には今日泊とまるところが無いぞ！」

　胸の前で腕うでを組み、踏ふん反り返ってキララ様はそうのたまってくださった。

「ゆえに、今夜の宿を所しよ望もうする！」

　俺は尾田、桑田、羽黒の順に一同の顔を見回したが、俺の目を見返してくる者も、挙手する者もいなかった。

　一日キララの世話を焼いていた羽黒も、申し訳無さそうな顔をしつつ、目を逸そらした。まあ、羽黒の場合は学校の寮りように入っていることが一番の理由だろう。

「よーし、わかった」

「おお、多加良の家か？　多分に不足だろうが泊まってやらないことも無いぞ！」

「違ちがう。いいからちょっと待ってろ」

　キララを背中に追いやって、俺は咳せき払ばらいを一つした。

「ここは、もっとも公平と思われる手段。じゃんけんで、いこう」

「それじゃあ……」

『じゃーんけーんぽんっ！』




　その結果、キララの宿しゆく泊はく先さきは尾田の家に決まった。
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両手を広げて、確かめる。

これが、私の世界の範はん囲い。半径二メートルもない小さな世界。

けれど、この世界わくの外に、出たいとは思わない。

この中にいる限り、私は誰だれも傷つけないし、誰かが傷つくこともない。

だから、きっと、それが正しい世界。




　　　　１




　翌朝、尾田と連れ立って登校してきたキララは幾いく分ぶん顔色が悪く、寝ね不ぶ足そく気味に見えた。

　そして、生徒会室に羽黒の姿を見つけるなり、尾田から離はなれてその背中に隠かくれてしまう。

「おはようございます。なんだか顔色がお悪いようですが、キララさんどうなさいました？」

「花南、尾田は尾田は鬼おにだ！　あんな物を見て笑っている尾田は鬼だぞ！」

　全身を小刻みに震ふるわせながら叫さけぶ姿は、噓うそを言っているようにも見えず、俺はよく見知った親友の顔を、凝ぎよう視ししてしまった。けれど、そこにはいつもと同じ柔にゆう和わな表情があるだけで。

「鬼だなんて、ひどいなぁ」

「どういうことだ？」

「別に、昨日の夜、一いつ緒しよにＢ級……いや、あれはＣ級かな。うん、まあホラーＤＶＤえいがを見ただけなんだけど？」

　本当に、善良な一生徒の顔をして、尾田はそう言った。

「えーと、尾田。俺はキララは血が苦手だって言ったよな？」

「うん、聞いた。だから流血シーン無しのホラーを見たんだけど。ああ、それでＣ級なんだ」

　じゃんけんは俺たちには公平だったが、キララにとっては良くない結果を招いてしまったらしい。というか、なぜ、尾田のこの趣しゆ味みのことを忘れていた、俺？

「もう、絶対に尾田の家には泊まってやらないぞ！」

　キララの絶ぜつ叫きように耳を押さえながら、ため息を吐ついていると、そこに桑田が登校してきたので、

「わかった、キララ。お前の今日の宿泊先についてはまた後で考えてやる」

　そういうことにして、俺たちは作戦会議の席に着いた。

「それで、羽黒、在校生名簿は借りられたか？」

「はい。秋庭さんに教えられた通りに言いましたら、簡単に」

　そして、羽黒は職員室から借りてきた名簿を机の上に置いた。生徒に配られている物とは違ちがう革かわ表びよう紙しの名簿は、最近は色々な事情があって、本来は簡単には見られない。しかし、俺の交こう渉しよう術じゆつにかかれば、この通りだ。だから、やはり俺程ほど生徒会長に向いている者はいないと思う。

「というわけで、キララ。この中から、昨日見た顔を探し出せ」

「わかったぞ」

　その間に俺たちは桑田の淹いれてくれたモーニングティーを楽しむことにした。

「でも、今朝もあったかかったね」

「ええ。三月中ちゆう旬じゆんというところかしら？」

「コートが無くても暖かいのはいいですが、やっぱり変な感じです」

　やはり、叶野市の季節は進んでいるとみるべきだった。

「確かにコートを着て来ない人間が今朝は多かったな」

　そういう俺も、コートを着てきたはいいが、暑くなって、登校途と中ちゆうに脱ぬいでしまった。

「これは、一日も早くクリアしないと、他ほかにもまずいことが出てきそうだ」

　顎あごの下で手を組み、俺が憂ゆう鬱うつに呟つぶやくと、尾田たちまで不安そうな表情を浮うかべる。

「あの、まだなにかあるのですか？　それは、私の霊れい能力がまた風邪かぜをひいた犬並みになってしまったことと何か関係があるのですか！」

　中でも切せつ羽ぱ詰つまった顔をして迫せまって来たのは、羽黒だった。

「花南ちゃん、それはお友達でも距きよ離りが近すぎるわよ？　そして落ち着きなさい」

　桑田に腕を引かれて、椅い子すに座りなおすが、羽黒の顔は晴れなかった。

「不調なの？」

「はい。なんだか、この間と同じ感じに不調です」

「それはやっぱり、キララくんとマイカちゃん、だっけ。この二人が揃そろっているからなんじゃないかな？」

「だとすれば、ゲームが終わればまた力も戻るんじゃないかしら。きっと大だい丈じよう夫ぶよ」

「だと、いいですけど。昨日は一連のことと、能力のことを相談しようと思って姉に電話をしたのですが、留守電で……」

　羽黒は眉まゆを八の字に寄せたまま、力なく肩を落とした。

「それで、多加良のまずいことって？」

　まだ目当ての人物は見つからないのか、熱心に名めい簿ぼのページを繰くっているキララを横目に尾田が尋たずねる。

「ああ、あれだ。この調子で温度が上がっていったら、桜が咲さいてしまうんじゃないかと思ってな」

　叶野市では桜の花は卒業式はおろか、入学式でも咲いていないのが例年の姿だ。だから、叶野で生まれ育った者は、漫まん画がなどで卒入学式に桜の花が舞まっているのを見ると、首を捻ひねってしまう。

「桜……確かに、いま咲いてしまうと〝アレ〟に差し障さわりが出るかもしれないわね」

　そう、アレに支障が出るのは避さけたい。去年は仕切ることが出来なかったが、次の〝アレ〟は絶対に仕切りたい。そして、そこには桜の花が欠かせないのだ。

「アレ？　なんですか？」

「ああ、花南ちゃんは知らないのよね。でも、ここは知らないで春を迎むかえた方が楽しいわよ」

「そ、そうですか」

　羽黒が微び妙みように桑田に言いくるめられてしまったところで、

「あ、いたぞ！　この顔だ！」

　キララがまるで鬼おにの首でもとったかのような大声を上げて、名簿の一点を指し示していた。

「やりましたね！」

「いったい、誰だれかしら？」

　羽黒と桑田が、両側から名簿を覗のぞき込み、その更さらに外側から俺と尾田が覗き込んで、俺たちはしばし言葉を失った。

「花南、これは何と読むのだ？」

「ええと、城しろ下した円えん菜なさんと、お読みするのではないでしょうか？」

　無む邪じや気きな二人のやり取りが、残る三人の耳にはひどく空くう虚きよに響ひびいた。

　城下円菜は俺の記き憶おくでは一年七組、科学部部員だ。

「……城下さんか」

「……城下さん、なのね」

　その名前を口に上らせながらも、尾田と桑田はそれぞれ意味ありげな視線を俺に送ってくる。

「ええと、皆みなさんとお知り合いなんですか？」

　羽黒も二人に倣ならって、わけがわからないままに俺を見るが、俺は黙だまってこめかみを押さえた。

「なんだなんだ、多加良！　そのしけた顔は！　キララ様の為ためにきりきり働く約束だぞ！」

　──お子様よ、なぜ、ここで張り切る？　それが若さか？　ならば若さは俺の敵か？

「キーラーラー？　お前はっ！　いい加減口の利きき方には気をつけろよ？」

　俺は別に子ども自体は嫌きらいではないが、しつけのなっていない子どもは俺の老後のためにも許しておけない。

「……多加良がそれを言うのは」

「ちょっと、説得力がありませんね」

　叶野学園の生徒に限り、上級生も呼び捨てにしていることを尾田と羽黒は言っているのだろうが、俺の場合はポリシーがあるからいいのだ。

「でも、私は秋庭君に賛成」

「ふははは、キララ、お前の負けだ」

「意味がわからないぞっ！」

「まあ、ふざけるのはその辺にして」

　尾田に言われたので、俺は腕うでの中に拘こう束そくしていたキララを解放した。

「知り合いなら話が早いぞ！　さあ、ついて来い！　オレとマイカの明日の為に！」

　絶対に城下のクラスがわかっていないくせに走り出そうとしたキララの首根っこを摑つかんで、その場に縫ぬい止めておいて、

「相手が城下だとすると、俺は行かない方がいいかもしれない」

　かなり真しん剣けんに俺はみんなに言った。

「そうね、相手が城下さんの場合に限っては、ね」

　すると、まず桑田が頷うなずいた。

「……一昨日おととい、例の請求書を科学部に回したんだよね。出来れば僕も会いたくない」

　続いて、難しい顔をして、尾田もそんなことを言う。

「科学部！　実験とかするのですか？　おもしろそうですね！」

　学年が上がったら部活を始めるつもりらしい羽黒が、一人場ば違ちがいに弾はずんだ声を上げるが、

「科学実験の大会はないぞ」

　おそらく、羽黒の中での重要ポイントだろうところをついてみれば、案の定、肩かたを落として、ついでに三つ編みも一いつ緒しよに萎しおれる。

「それ以前に、科学部に花南ちゃんが加わったら、もっとまずいことになると思うわ」

『確かに』

　桑田の推察に、俺と尾田は見事なハモりを披ひ露ろうした。

「……そ、そんなに手ごわいのか？」

　俺たちの一連の会話を聞いていたキララは、それで何を想像したものか、腰こしが引けている。

「おい、しっかりしろよ」

「ああ、そういえば、もう強くなりたいって、言わないの？」

　桑田が思い出したように尋ねると、キララはゆるゆると首を振ふった。

「それは、もういい。オレの本当の願いごとじゃなかった気がするし。いまは、とにかくマイカに会いたいんだ！」

　自分の願いがわからないというのは、よくあることで、でも俺はキララの一生懸けん命めいさに好感を持った。これならば、キララの植物はなが咲さく日も遠くはなさそうだ。

「そ、そんなことより、城下円菜だ！」

「そうだったね。別に手が五本あったり、頭に口がついてたりはしないから安心していいよ」

　昨夜の映画はそんな内容だったのか、尾田が変なフォローをする。

「そ、そうか。いや、オレは別に怖こわくはないんだぞ！」

「それなら一人で行くか？」

　俺が問えば、キララは物もの凄すごい勢いで首を振った。臆おく病びようなのはそう簡単には直らないようだ。

「じゃあ、とりあえず城下さんのところには、私と花南ちゃんと……キララで訪ねて行ってみたほうがいいかしら？」

　桑田の案が一番妥だ当とうに思えたので、俺は任せる旨むねを伝えようと口を開きかけた、が、そこで。

「あ……どなたかいらっしゃいますよ。かなりお怒いかりのようなので、わかりました」

　ふいに、なんでも無いことの様に羽黒がそう口にして、室内の空気は凍こおった。

　霊れい感かんは不調だと言いながらも羽黒が、まだ足音さえ聞こえてこない人間の気配を読んだことにではなく、〝怒って〟〝生徒会室にやってくる〟人間の心当たりが、今日に限っては一人しか思いつかなかったからだ。

「向こうから、来たか」

　羽黒の霊感が外れて、そいつが生徒会室の前を通り過ぎてくれたら、と思いながらも呟つぶやく。

「そうだわ。この間入手したロイヤルドルトンのコーヒーセットを安全な所に隠かくさないと」

「僕も大事な物は仕し舞まおう。羽黒さんも何か大切な物をここに置いてあったら急いで仕舞った方がいいよ」

　桑田と尾田の二人は、あわただしく動き始める。

「その前に、二人ともなるべく戸から離はなれておけ」

「え、あ、はいっ」

「なんだ？　怪かい獣じゆうでも来るのか？」

　事情は飲み込めないながらも、一応二人とも俺の指示に従って戸から離れたところで、廊ろう下かから猛たけ々だけしい足音が響ひびいてきた。

　そして、ノックもなしにその戸を開けたのは、

「ちょっと、秋庭、尾田！　これについて説明しなさいっつーのよ！」

　予想通り、城下円菜だった。

　前まえ髪がみは眉まゆの上でパツンと切り揃そろえられていて、全体的な長さも短めの髪かみ。青のセルフレームの眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうは、普ふ段だんはそんなこともないのだが、いまはきついことこの上ない。叶野学園指定の制服はタイトスカートを選んでいるが、その丈たけは規定通り。ただし、その上に白衣を着ているのを許容していいかどうかはわからない。

「朝から、随ずい分ぶん怒おこっているな」

　ひとまず俺は見たままの印象を伝えてみた。

「これが、怒らずにいられるかっつーのよ！」

　肩を怒らせながら、そのままの勢いで城下は生徒会室に一歩を踏ふみ込んで、何もない──塵ちりの一つくらいはあったかもしれないが──ところで、見事につんのめって、机に腰をぶつけた。その際に、鈴木が集めていたフィギュアが床ゆかにバラバラ落ちた。それはグッジョブだ、城下。

「い、いたた」

「あ、あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「平気だっつーの」

　心配して声をかけた羽黒は、逆に睨にらまれて三つ編みともども固まってしまう。今日の城下は相当機き嫌げんが悪い。

「まあ、座ってよ、城下さん」

　鈴木のフィギュアを拾い集めてやりながら、尾田が椅い子すを勧すすめると、城下は何もなかったように、鼻を鳴らすと、今度は何にもつまずくことなく椅子に腰こし掛かけ──ついでに机の上の本をバサバサと落とし、その内の一冊が尾田の頭部を直ちよく撃げきした。

「痛っ！」

「尾田っ！」
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「大丈夫ですか？」

　慌あわてて羽黒が駆かけ寄るが、本の角という凶きよう器きに襲おそわれた直後の尾田は、声も出せないでいる。

「相変わらず、恐おそろしいわね」

　冗じよう談だんともつかない真しん剣けんな声で呟きながら、桑田は茶器の数々を守るために、キッチンスペースを背後にかばって動かない。

「人間竜たつ巻まき、健在」

　頭を押さえながら、尾田が言ったのは、城下円菜の通り名である。

　人間竜巻──ちゃんと名前がある以上、そちらで呼んでやるべきだと思うが、城下円菜が一見地味な科学部員であるのに、叶野学園では割と有名人なのはこの通り名が示すところによる。

「竜巻？　やっぱり人間じゃないのか？」

「あの、間ま違ちがいなく人間でいらっしゃいますよ」

「……生徒会室はいつから託たく児じ所しよになったっつーのよ？」

　苛いら立だった城下に一睨みされて、羽黒とキララは抱だき合って、その場で縮こまる。

　完かん璧ぺきに城下のペースだ。だがな、城下。この俺の領域でいつまでもそんなことが許されると思ったら、大おお間ま違ちがいだ。

「いいか、城下。過失にしろ故意にしろ、とにかくお前が動くと、この生徒会室は散らかっているから危険でいっぱいだ。話は聞くだけは聞いてやるから、もう動くな」

「うるさいっつーの！　あたしは秋庭の言うことは聞かないっつーの！」

　一度は座った城下が、勢いづいて立ち上がった拍ひよう子しに、更さらなる本の雪崩なだれが俺を襲う。俺はそれを何とか避さけることに成功し、そこでようやく城下と目が合う。

　次の瞬しゆん間かんには思い切り逸そらされてしまったが。正直いい気はしないが、城下との関係が良好といえない以上は仕方ないかもしれないと諦あきらめる。

「とにかく、この請せい求きゆう書しよはなんだっつーのよ！」

　怒いかりで頰ほおを上気させながら、城下が俺の眼前に突つき出したのは、城下円菜宛あての金５６００円の請求書だ。

「いいから、怒ど鳴ならずに話せっ！」

「あたしは秋庭の耳が遠いんじゃないかと思って、わざわざ大きな声で話してやってるのよ！」

「俺は高音域までばっちり聞こえてるから余計なお世話だ！」

「じゃあ、ちゃんと説明しなさいよ！　科学部は人数が少ないから、部費も大してもらっていないのに、これはいったいどういうことだっつーの！」

「だから、城下こじん宛てにしたんだよ」

　どんどん騒そう音おん指数の上がっていく俺と城下の会話に、静かに割って入ったのは尾田だった。俺の隣となりに腰こしを下ろすと、城下が黙だまっている隙すきを突いて、説明を始める。

「今年……今年度じゃなくて、今年に入ってから、城下さんは理科室及および理科室の備品をどれだけ壊こわした？」

　静かで平へい淡たんな口調で尾田に問われて、城下はしばし空中に視線を彷徨さまよわせた。無意識にか、指折り数える動作をする。

「……九個」

「噓うそをつくなっ！　いま確実に十以上数えただろうが！」

　さばを読んだ城下に抗こう議ぎをすれば、

「うるさいっつーの、じゃあ十個！」

　またイライラとした声が返ってきた。

「それも違ちがう。十四個です」

　きっぱりと、冷静に尾田はそう告げた。

「うそだっつーの！　そんなに壊してないっ!!」

「……噓。そうだね、保険のかかっていた高額な物を入れたら、二十個を超こえるよ」

　最近、生徒会の会計として迫はく力りよくが増してきたと言われる尾田を前に、城下は言葉に詰つまる。いいぞ、尾田！　そのまま行け！　俺は頼たのもしく思いながら、心の中で尾田を応おう援えんした。

「いくら叶野学園が私立校だっていっても、部費の補ほ充じゆうにも限度があるよ。だから、今回は個人負担してもらうことになったんだ」

　尾田の理路整然とした説明に、城下には返す言葉が出てこない。が、なぜか城下はそこで俺を睨にらみつける。

　誤解のないように言っておくが、俺は城下に個人的な恨うらみを買うようなことをした覚えはない。ただ、どういうわけか目の敵かたきにされていて、結果的に会えば口論になるような関係が続いているだけだ。まあ、尾田が睨まれるのは、会計だからだろうが。

「……ちょっと、会長出しなさいっつーのよ」

　一度は引き下がるかに見えた城下だったが、やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない。

「副会長じゃ、話にならないっつーの！」

　そして、ついに禁句を口にしたわけだ。

「……副会長、か。確かに俺はいまそこに甘んじているよ。けどな、役職名で俺を呼ぶことは何なん人ぴとたりとも許さないんだよっ！」

　そう、副会長と呼ばれた時だけは、俺は怒おこってもいい。そのように自分内ルールで定めているし、加えて、いまや叶野学園の全校生徒にも知れ渡わたっている、公こう認にんルールだ。

　机を挟はさんで、俺と城下の間に、目には見えない火花が散る。まさに一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きに、視界の隅すみでは完全にキララが怯おびえていた。

　一いつ瞬しゆん、そういえば城下は扉とびらに関係する人間だった、と思うが今更引くに引けない、はずだった。けれど。

「僕のこと呼んだ？」

　──だから、なぜこのタイミングで、しかも机の下から出てくるんだ鈴木？　そういえば、どうして今日は机にテーブルクロスがかかっているんだろうとか、なぜ誰だれも思わなかった？

「……な、なんでそんなところからっ！」

　城下の台詞せりふに誰もが頷うなずいたその次の瞬間、驚おどろいて、一歩あとずさった城下が、そのまま椅い子すと共に倒たおれそうになったのを見て、鈴木は慌あわてて机の下から這はい出した。俺は、二次災害を防ぐために、必死になってテーブルクロスを押さえた。

　その結果、城下は尻しり餅もちはついたものの、頭を打つような大事には至らなかった。ただし、その身体からだの下には突とつ如じよ、虎とらの毛皮の敷しき物ものが出現していた。

「……あー、痛くない」

　その敷物は喋しやべった──否いな、それは鈴木だった。

「ああ、ヒョウ柄がらの次は、虎なんだ」

　尾田のコメントは、何か悟さとりを開いた人のようだった。ああ、うん。虎の次はなんだろうな？　ゼブラか？　最前までの怒りも忘れて、思わず予想してしまう俺だ。

「あの、それよりも、ずっとそこにお隠かくれになっていたということの方が、驚きです」

「か、神様……」

「……もう、いいわ」

　鈴木の出現で、生徒会室の空気は一気に緩ゆるんだ。

「な……にやってるの、よ」

　自分のクッションになったのが鈴木だと気付いた城下は、慌てて立ち上がる。その顔色は転てん倒とうに驚いたせいばかりでなく、蒼あおざめていた。

「だって、転ぶと痛いでしょ？」

　虎男──もとい、虎柄のコートを着た鈴木は、胸や膝ひざについた埃ほこりを払はらいながら、至し極ごく当然とばかりにそう口にする。

「いいのっ！　あたしが転んで痛いのはいいんだっつーの!!　だから、あたしのせいで怪け我がしたなんて言わないでよ！」

　城下の口から感謝の言葉は出てこなかった。けれど、その表情は今にも泣き出しそうな動どう揺ようを現していて、ちぐはぐな印象を受ける。

　そして、城下はそのまま踵きびすを返して、生徒会室から走り去ってしまった。

　城下を見送ろうとしたらしい鈴木が、城下が全力で閉めた戸に思い切り足と顔を挟まれて悶もん絶ぜつしているのは放ほうっておいて、話を城下円菜に戻もどす。人間竜たつ巻まき──それはつまり、他者を巻き込むドジというか、不器用で災難な体質を持つがゆえに、城下につけられた呼び名なのだ。

　だから、城下が去った後の室内には、混こん沌とんの匂においが残っていた。

「……キララ」

「な、なんだ？」

「やっぱり、扉は城下の所にあったか？」

「うん。それは確認したぞ！　……でも、怖こわかった」

　確認が出来たのはいいが、キララはすっかり城下に恐おそれをなしてしまっていた。

「私が科学部に入ってはいけない理由が、何となくわかりました」

　自分がドジだという自覚があるのか、羽黒は俯うつむきがちにそう言った。

「でも、今回は被ひ害がいが小さくてよかった」

　床ゆかに落ちた本を拾い上げながら実感のこもった呟つぶやきを尾田が口に出せば、茶器を守りきった桑田が、大きく頷いて同意を示す。

「やっぱり、相手が城下だと色々大変そうだな」

　尾田に倣ならって本を拾い集めつつ、俺は鈴木の私物ごみを捨てていく。

「ああー、多加良っち、それは捨てちゃだめ！　五枚集めてお皿を貰もらうんだからね！」

「んなこと、知るかっ！」

「ペアのお皿が貰えたら、一枚は多加良っちにあげようと思ってるのにぃ。だって今回僕にできるのはそれくらいだからさ」

　一生悶絶していてもいいのに、いつの間にか復活した上、妙みようなしなを作る鈴木に寒気を覚えて、俺は問答無用で鈴木が集めていたクーポン券を窓から外に捨てた。

「あああーっ！　もう！」

　本気で皿を貰うつもりらしく、鈴木はそれを追いかけて外へと飛び出していった。

「なあ、本当にアレは神様だよな？」

「……た、多分、そうですよ、ね？」

　不安げに自分を見上げるキララに、羽黒は作り笑え顔がおで答えた。いっそ否定してやったほうがいいかもしれないと思いつつ、鈴木がいなくなったので、俺は話題の軌き道どう修正を図はかる。

「扉とびらに選ばれたのが城下だとわかったのはいい。だから、次に考えなければならないのは〝問題の内容〟だ」

「っていうか、それが一番の難問なんだけど」

「とにかく、落ち着いてお話を聞いてみるのが一番ですよね」

　羽黒の言うことはもっともだし、最善策だろうとも思うが、問題は、

「城下が、こっちの言うことに耳を貸すと思うか？」

　ご覧の通りで、城下と俺たちの関係は良好の反対なのだ。

「沈ちん静せい効果のあるハーブティーを何十杯ぱいも飲ませなければ無理そうね」

　そんなことを言うが、桑田は絶対に自分のティーセットを城下には使わせないだろう。

　考えれば考える程ほど、気は重たくなるが、制限時間はあと四日しかない以上、多少の無理はしなければならない。

「無理は承知で直じか談だん判ぱんにいく、か？」

　ただ、始業時間が迫せまっているため──今回は学校公こう認にんのゲームではないから、授業の無断欠席はそのまま成績に響ひびくことになる──今すぐにというわけにもいかない。

「……とにかく、もう一度、同じ席に着くことが出来ればいいんだよね？」

　俺が考え込んでいると、床から何かを拾い上げながら、尾田が思わせぶりなことを言う。

「なんだ、何かいいものでも拾ったのか？　だったらオレに寄よ越こすのだ！」

　キララが飛び跳はねて、尾田の手元を確認しようとするが、身長差でうまくいかない。

「悪いけど、いいものではないよ」

　そんなキララに苦く笑しようを返しながら、尾田はその紙切れをひらめかせた。

「……確かに、いいものじゃないわね」

「そうですね」

　桑田と羽黒の感想もはかばかしくないそれは、件くだんの請せい求きゆう書しよだった。

「オレにもみーせーろー」

　あまりにキララがしつこいので尾田が屈かがんで見せてやれば、やっぱりがっかりするキララだ。

「なんだ、紙切れか」

「紙切れじゃなくて請求書、だよ。いいものではないけど、話し合いの口実には十分使えるよ」

　言いながら、尾田は請求書を俺に手て渡わたす。

「ただし、一度しか使えないから、ここは多加良が行くべきだと思う」

「確かに、一理あると思うけど……」

　尾田の台詞せりふに理解を示しつつも、桑田は渋じゆう面めんを作る。そして、そんな顔をしながらも片手ではキララの耳たぶをつまむという行動に出ていた。表情にはまったく現れていないが、桑田がキララを気に入っているのは昨日からの一連の行動を見ればわかった。

「く、くすぐったいぞ！　嫌いやがらせはやめろ、美名人！」

　多分、わかっていないのはキララくらいだ。

「でも、お二人だけで話し合っても、きっとまた口論になるのでは？」

　問題は、そこだ。俺がいくら冷静に対応しようと思っても、向こうの頭に血が上ったままでは上手うまくいかない。

「そうね。それならキララが一いつ緒しよに行くのはどうかしら？」

「な、なんだ、オレも、あの怖こわい女の所にいかないといけないのか？」

　桑田がそう言うと、キララは羽黒の手をぎゅっと握にぎり締しめて、怯おびえた顔をする。

「大だい丈じよう夫ぶよ、キララ。城下さんも普ふ段だんはあそこまで怖くないから」

「そうだな。それに、このゲームの主役はあくまでキララだからな」

　それだけは、間ま違ちがえることの無いように、俺はキララの目を見つめて言っておく。俺たちがいくら頑がん張ばっても、キララにその気き概がいがなければゲームに勝つことは出来ないのだから。

「うん、わかっている、ぞ。マイカに会うためにはオレも頑張らないといけない」

　唇くちびるをしっかりと結んで、キララは大きく頷うなずいた。

「よし、じゃあ昼休みに、俺とキララで城下のところに乗り込むぞ！」

「乗り込むって……ちゃんと話を聞いてきてよ？」

「わかっている」

　尾田に軽く釘くぎを刺さされて、俺は平常心という言葉をしっかりと心に刻んだ。

「あの、ところで授業中はキララさんはどうしましょう？」

　相変わらず、キララは羽黒の手を摑つかんでいて、その手を振ふりほどくこともできず、羽黒はいつも以上に困り顔になっていた。

「そうよね、花南ちゃんにも授業はあるし」

「しかも、午前中には苦手な英語と数学があるのですよ」

　その二つの担当教師の顔を思い出してか、羽黒はうなだれる。でも、そこから逃にげようとしないのは偉えらいぞ、羽黒。今度、試験に出そうな英単語リストを作ってやろう。

「仕方ない、また午前中は水月のところにでも行っているか？」

「いや、それよりもこの学園の中を探検したいぞ！　……もしかしたら、マイカがどこかにいるかもしれないし」

　語ご尾びにいくにつれ、キララの声は小さくなっていったが、そのわずかな望みにでも縋すがりたいような気持ちはよくわかった。

「そうか。じゃあ、これを貸してやる」

　俺は鞄かばんの中から、手製の叶野学園構内図を出してキララに手渡してやった。

「いいか、授業中の教室には入るなよ。それと、この髑どく髏ろマークがあるところには近付くな」

　俺の忠告を、キララは神しん妙みような顔をして聞いた。

「あとは……キララ、時計は持っているか？」

「うん、持っているぞ」

　そう言うと、キララは上着の内ポケットから、懐かい中ちゆう時計を取り出した。いぶし銀に浮うき彫ぼりの彫ちよう刻こくがなされたそれは、太めの鎖くさりとあいまって、子どもの手の中ではよりいっそうごつい印象を見る者に与あたえる。

「へえ、アンティークっぽくて、かっこいいね」

　脇わきから覗のぞき込んで尾田がそう感想を漏もらすと、キララは自じ慢まんげに笑って言う。

「そうだろう！　いつかオレはこの時計が似合うじいさんになるのだ！」

　大人の男じゃなくて、じいさん？　という突つっ込みは心の中に仕舞っておいて、

「それで、時間は合っているのか？」

　見た目が古そうなので、自動巻きではなさそうだと踏ふんで、尋たずねてみる。

　するとキララは蓋ふたを開けて見て、肩かたを落としてしまった。

「……また、壊こわれてる」

　外から見れば何の損傷も見受けられなかった時計は、文字盤ばんを覆おおう硝子ガラス──水すい晶しようかもしれないが──にはひびが入って、その中の長針と短針も歪ゆがんで妙みような方向を向いてしまっていた。

「こ、これは、修理にでも出さないとだめそうだね。で、でもきっと直るよ」

「あ、それなら前の仕事で知り合った時計職人さんがいますよ。だから大丈夫です！」

　当のキララよりも尾田と羽黒が慌あわてて見せるが、

「いいよ。大丈夫だ」

　そう言って、キララはまた時計をポケットに仕し舞まい込んでしまった。まあ、本人が落ち込んでいないならいいか。

「結局、時間が合っている時計は持っていないってことか」

　俺がそう言えば、キララは頷いた。

「じゃあ、とりあえず俺のを貸してやるから、腕うでを出せ」

　そして、素す直なおに差し出された腕に、俺は自分の時計を嵌はめてやった。なんとか一番きついところでそれはキララの腕に巻きついた。

「まあ、キララ様のには劣おとるが、これはこれでいいぞ！」

「そりゃあ良かったな。まあ、高かろうが安かろうが、流れている時間は同じだからな。いいか、十二時になったら、生徒会室に戻もどってきていること」

「十二時だな、わかった」

　時計の文字盤を指で辿たどりながら、キララはしっかりと返事をした。

「それでは、私は授業に行きますね」

「僕もそろそろ」

　教室が遠い羽黒と尾田は、先に準備を始める。

「うん、行ってこい」

　キララは少し寂さびしそうな顔をしながらも、意外とあっさり羽黒の手を解いた。

「私たちも行くけど……その前に、はい」

　羽黒と尾田を見送ってから、桑田がキララに差し出したのは水すい筒とうとお菓か子しの入ったリュックサック──多分、桑田の四次元鞄から出てきた物──だった。

「探検には水と食料が欠かせないでしょう？」

「おお、ありがとう、美名人」

　ありがたく一式を受け取って、キララがそれを背負えば準備は万ばん全ぜんだった。

「いいか、髑髏マークのところにはくれぐれも」

「だいじょーぶ。僕が近付かせないよっ！」

　一いち陣じんの風と共に、何かが俺の目の前を横切った。というか、俺の優すぐれた動体視力はしっかりとその柄がらを捉とらえたが、脳がその情報を拒きよ否ひしたのだ。

「な、なな、神さ……いや、鈴木くん！」

「はーい、キララっち。今日は僕と探検に行こう！　どこから行く？　でも図書館は外せないな！」

　虎とら男おとこ……もとい鈴木はキララの手をとると、俺たちには背を向けて、大おお股またに歩き出す。

「鈴木っ、ちょっと待て！」

「待たないよー！」

　俺が叫さけべば、今度はキララを抱かかえ上げて走り出す。

「ちゃんと時間には返すから、じゃあね！」

　結局、俺と桑田はそのまま鈴木とキララを見送ってしまった。

「もしかしたら、鈴木は誘ゆう拐かい犯はんとして通報されるかもしれないな……」

「それは、楽しみね」

　虎とら柄がらが遠くなるのを見つめながら俺と桑田は、ほんの少しだけそれを期待した。




　　　　２




　約束の十二時。

　キララは遅おくれてくるどころか、五分前には生徒会室について待っていた。そして、桑田が用意しておいてくれた──本当に、こういうところに桑田はそつが無い──昼ごはんを急いで食べて、俺たちは城下の許もとへと向かうことになった。

　外に行けば子どもなんて沢たく山さんいるというのに、高校の中に入ると珍ちん獣じゆうにでも遭そう遇ぐうしたかのようにみんなして、キララを見るのが不思議だ。

　けれど、そんな視線は全く気にせずに、キララは歩いていく。こういうところだけは度胸があるというかなんというか、だ。

「叶野学園の探検はどうだった？」

「おもしろかったぞ！　まだ少ししか見ていないけどな。午後も色々な所を見てみるぞ！」

「そうか」

「うん。それにオレ様は気がついた。自分があまりにも知らないことが多すぎることにな。だから、オレ様はいま世界中のすべてを知りたい気分だ！」

　拳こぶしを握にぎって、キララが叫ぶと──それに呼応するようにその胸の植物が伸のびて、そして俺の見ている前で、ぽんっと一つ蕾つぼみを付けた。

　その急成長というか、キララのいわば表面的な気持ちにすぐに反応するところに、どこか違い和わ感かんを覚えながらも、植物の様子についてはキララには黙だまっておくことにする。

　ただ、キララが一生懸けん命めい自分と向き合おうとしていることを嬉うれしく思う。キララの願いを叶えるためには、なんだかそれが必要に思えたから。

　そうして、キララと俺がたどり着いたのは、理科室だった。研究成果が上がっているとは言えないが、城下が昼休みも返上して熱心に部活動をしているのには感心する。

「……城下、いるか？」

「いるかー？」

　軽くノックをして、戸を開ければ、すぐに城下の姿を見つけることが出来た。

　朝と変わらず白衣を着て、目の前に並んだフラスコと、試験管の中を一心不乱に見つめる姿は、科学の新しい道を見つけようとする求道者に見えなくもない。

　今いま更さらながら〝進化の扉とびら〟という言葉を実感する俺だ。

　が、しかし。城下が、その試験管の中身を混ぜ合わせるのを見て、それは買いかぶり過ぎであったと気付く。

「おお、色が変わった！」

　キララは喜んで手を叩たたいたが、それは小学生でも行えるだろう、簡単で危険性のない化学反応の実験だった。

「だれっ？」

　キララの拍はく手しゆはささやかなものだったが、それでも城下を驚おどろかせるには十分だったようで、空いていたビーカーを肘ひじで倒たおした。

「落ちるぞ、止めろっ！」

　俺が声をかけると、即そく座ざに反応してなんとか床ゆかに落として割るという事態は回かい避ひできた。

「……はあ。危なかったっつーの」

　これ以上、備品を壊こわされるのは、俺としても頭の痛いことだったから、城下同様ひとまず胸を撫なで下ろす。

「……ところで、秋庭と、子どもが何の用だっつーの？」

　朝のように頭から煙けむりを吹ふいていないだけ城下の口調は落ち着いていたが、俺を見る目は相変わらず冷たい。

「こいつは子どもではなく、キララという」

「そうだぞ。特別にキララ様と呼んでも……」

　キララはいつもの口上を述べようとして、けれど、城下の観察するような目が怖こわかったのか途と中ちゆうでやめた。

「秋庭と子ども……ね。また枠わくからはみ出すような組み合わせだけど、まあいいっつーことにしておくわ。ただし、子どもは危ないからあたしの側そばに近付かないこと！」

　人間竜たつ巻まきの自覚からか、はたまた劇薬を扱あつかっているつもりだからか、城下はキララの目の前に指を突つき出すと、そこで空中に線を引いて見せた。つまり、そこから先には入ってくるなということだろう。

「……俺が城下のところに来たのは他ほかでもない、この件だ」

　俺は書類ファイルから、例の請せい求きゆう書しよを取り出して、理科室の机を挟はさんで向かい合った城下の方へと滑すべらせる。

「……請求書。だからこんなの認められないっつーの！」

　見る間に城下の眉まゆが険しくなるが、この請求書を口実にして来たからには、まったく別の話をするわけにもいかない。

「認めないならそれでいいが、その場合部費の方から引かれることになるぞ？」

　部費を減らすのは可哀かわい想そうだという尾田の配はい慮りよがいまひとつわかっていない城下に、俺は穏おだやかな口調を心がけつつも、はっきりとそう告げた。

「それは、もっと困るっつーのよ」

　実験器具を脇わきに追いやりながら──俺とキララはそれを城下が落としたり壊したりしないかと物もの凄すごく真しん剣けんにその動作を目で追ってしまった──城下は吐き出すように言った。

「大体、部費自体少なすぎだっつーの」

「それは人数が少ない上に、実績がないんだから仕方がないだろう？」

　科学部には全国大会のようなものも無いと思うが、それでも個人の研究成果の発表があればいくらか部費は増えるだろう。

「……だから、あたしはこうやって昼休みにも頑がん張ばってるっつーの」

　机の上で組んでいた手に力を入れて、城下は弁解のようにも聞こえる台詞せりふを口にする。

　そんな城下の背中の方を、キララはしばらく注視して、小さく吐と息いきを漏もらした。城下の扉を一生懸命見ても、手がかりらしき物は何も見つけられなかったのだろう。

「何か、やってみたい実験があって、その為ための補助が必要だと言うのなら、部費についても考こう慮りよできると思うが？」

　話し合いを円えん滑かつに進めるためにはこちらの譲じよう歩ほも必要だから、俺はそう提案をしてみる。

さっきの真剣な城下の表情がまだ目に焼きついていたから出た言葉かもしれない。

「……そんなのは、ないっつーの。だって、危ないんだっつーの」

　だが、その答えはまたも俺の期待を裏切る覇は気きのないものだった。それは、いつもあれ程ほどの勢いで俺たちに突っかかってくる城下と目の前のこれは同一人物なのかと疑いたくなる位に。

「とにかく部費を上げてくれるなら、その請求書の金額を払はらってもいいっつーの」

　その癖くせ、そんなことを言い出す城下に、俺は苛いら立だち始めていた。何かを察知したらしいキララに袖そでを引かれたが、ついには言ってしまう。

「悪いが、人のやったことをなぞるだけの実験なぞに金は出せない」

「……なによ。秋庭になんか科学のことがわかってたまるかっつーの！　そんな枠からはみ出すようなことをしていたら、誰だれかが怪け我がするだけだっつーの！」

　俺の一言は、完全に城下の逆げき鱗りんに触ふれてしまったらしく、机の上を両手で叩たたいて、その勢いのまま立ち上がって──なぜか突っ伏ぷして、額と鼻をしたたかに打ちつけてしまう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　とっさに救いの手を出すことも出来ない、一連の動きはある意味流れるようだった。

「大丈夫だっつーの！　あたしが怪我をするのはいい！」

　ずれた眼鏡めがねを直しながら、城下は朝と似たような台詞を口にした。特別おかしなことを言っている訳ではないのに、妙みようにひっかかる。

「いいから、もう出て行きなさいよっ！」

　この事態を自分で招いた自覚はあるものの、このまま追い返されるのは困る。俺は、とっさに何か口実になる物は見つからないかと、理科室の中を見回したが、残念ながらそんなものは見つけられなかった。

「ちょっと待て、その、だな」

「そうだ、ゲームをしよう！」

　その瞬しゆん間かん、キララの声は俺にはまさに天の助けだった。

「は？」

　城下が、どういう反応を返したものか戸と惑まどっている間にも、キララはリュックサックの中を探さぐって、一冊の本を取り出した。

「ここにな、おもしろいゲームが載のっているんだぞ！」

『シェイプゲーム』という題の絵本の最後のページをめくって、指差すと、キララは俺と城下の顔を交こう互ごに見上げた。

　変な喩たとえだが、これが夫ふう婦ふ喧げん嘩かでキララが子供だったら絶対に喧嘩をやめざるを得ないようなシチュエーションで。

「……わ、わかったっつーの。一回だけなら」

　さすがの城下も怒いかりを削そがれて、頷うなずいた。

「よし！　じゃあまずオレが……」

　キララはそう言いながら、同じくリュックから取り出した画用紙になんだか、でたらめな石のような形を描かいて見せた。

「うん、これでいいな。オレの描かいたこの絵に何かを足して他ほかの絵にするんだぞ！」

　なるほど。これが〝シェイプゲーム〟というものらしい。

「オレが審しん判ぱんをやるぞ。よりおもしろいのを描いた方に、十点やろう！　まあ、さっきオレが描いたヒゴヒゴモンよりおもしろいのは無理だと思うけどな！　鈴木くんの描いた、アメフラゾウに勝った位だからな！」

　そのヒゴヒゴモンとアメフラゾウへの追及は微び妙みように恐おそろしいことになりそうだったので、俺はひとまずゲームに集中することにする。おそらく、本来は競きそうような物ではないはずだが、鈴木と遊んでいるうちにそんなことになってしまったらしい。というか、鈴木がちゃんとキララの面めん倒どうを見ていたことに若じやつ干かんの驚おどろきを覚えるのだが。

「な、なんか変なゲームだっつーの」

　城下は明らかに困こん惑わくした様子で、画用紙に描かれたでたらめな絵を凝ぎよう視ししている。

「もっと力を抜ぬけ。そんな難しい顔をしてやるものじゃないと思うぞ？」

「そ、そうね」

　方法はともかく、新たな会話の材料を提供してくれたキララのアシストを無む駄だにしてはいけない。俺は画用紙を目に近づけたり、離はなしたりしながらも、時折城下に話を振ふってみる。

　画用紙の一点に目を集中させてしまっている城下からは、気の無い相あい槌づち以上のものは殆ほとんど返ってこなかったけれど。

「残り時間はあと一分だぞ！」

　俺から借りたままの腕うで時ど計けいを見ながら、キララがカウントダウンを始めても、城下の手はクレヨンをもったまま──これも、桑田のリュックサックから出てきた。多分、四次元的機能がついている──動かず、十秒前くらいに、やっと乱暴に動かした。

「二人とも出来たな！　それではオープンだぞ！」

　キララの号令に従って、俺と城下は昼下がりの理科室で、お互たがいの絵の腕うで前まえというかイマジネーションを披ひ露ろうすることになった。

「こ、これは！　伝説の怪かい獣じゆう、ガニガニガガーンだなっ！」

　俺の作品を見て、キララはなぜかよろけた。それをすかさず腕で支えてやりながらも、俺は言わずにいられなかった。

「違ちがう。ただの蟹かにだ」

　その瞬間、微妙な沈ちん黙もくが俺たち三人の間に落ちた。

「本当だったっつーの。秋庭の美術の成績が万年２だっていうあの噂うわさは」

　城下は妙な納なつ得とくの仕方をしながら俺の絵を見つめていた。いや、だから、どうしてそれを知っている？

「でも、はさみはついているし、足の数だって合っているだろっ！」

　なぜ、弁解しなければならないのか釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも、俺が言うと、

「あー、まあ、カニカニカーってことにしておくぞ！　よし、それで城下の、は？　なんだ？」

　曖あい昧まいな感想に逃にげたキララは、次に城下に水を向けたが、言葉に詰つまって首を傾かしげる。

「……石」

「石？」

　それは、まあ、他になんだといわれても困るような絵だった。キララが最初に描いた図形の中に点を打ち込んだだけで。

「うーん、これは、下手だけど多加良の勝ちだぞ！」

　キララは格かく闘とう技ぎの勝者にするように俺の腕を持ち上げたが、素す直なおに喜ぶことはできなかった。

「……もう一回、やるか？」

　どうにも浮うかない顔をしている城下に、俺から持ちかければ、渋じゆう面めんのまま城下は頷いた。

　次にキララは鳥の嘴くちばしのような、釣つり針ばりのような形を画用紙の上に描いた。俺はそこに人間の姿を描き加えてサックス奏者にした。城下は中に目のような点を一つ打って、蛇へびだと言った。

　キララはこれも俺に軍配を上げた。

　その次にはキララはひょうたんを横にしたような形を描いた。城下はその中に点と曲線を沢たく山さん描いて〝アメーバ〟ということにした。俺は耳と足と尻尾しつぽをつけて猫ねこにした。

「あ、足が細すぎるだろう。これじゃ、すぐに骨折してしま……うひゃひゃひゃ」

　キララは散々笑ってくれたが、それでも俺を勝者とした。

　そして、次も、その次も。キララは美術の成績が２の俺の方に軍配を上げ続けた。

　でも、不自然だと勘かんぐってもいいはずの状じよう況きように、城下が抗こう議ぎの声を上げることはなかった。

「もう、終わりにするんだっつーの」

　昼休みの終わりを知らせるチャイムを聞いて、そう告げた城下の声は心なしか沈しずんでいた。

「そうだな」

「うん」

　二人で描き散らかした画用紙の束を片付けながら、俺はふと気付いて、

「なあ、城下。お前はどうして枠わくの中からはみ出さないんだ？」

　城下に訊きいた。そう、集めてみると城下の絵はどれも、キララが最初に描いた形の中から少しもはみ出していないのだった。

　それは、ある種の頑かたくなささえ感じさせた。

「……気のせいだっつーのよ」

「気のせい、っていうには証しよう拠この量が多すぎると思うが？」

　このゲームは、もちろん内側に描かいてはいけないというルールは無いが、外側に広げていった方がより形に縛しばられず、おもしろい物を作っていけるのも事実だ。

「なぜ、枠の中に収まろうとする？」

　そう、問いかけて。

　城下の双そう眸ぼうが、揺ゆれるように俺を見つめ返したと思った、次の瞬しゆん間かん。

　痛みが俺を襲おそった。

　いつもの痛みが、眼底から這はい上がってくるようなものだとするならば、今日のこの痛みは、いきなり目に刃は物ものをつき立てられたようなソレで。堪こらえきれずに俺は、その場に膝ひざをついてしまう。せっかく集めた画用紙が全部ばらけてしまう。

「た、多加良？　どうした、大だい丈じよう夫ぶか？」

「やだ、秋庭？　なんだっつーのよ！」

　慌あわててキララが駆かけ寄ってくる。続いて、一度転てん倒とうしつつも城下が。けれど、俺はどちらの声にも応こたえることが出来ない。襲いくる痛みに歯を食いしばって耐たえる以外は、指の一本も動かせなかった。

「どうすればいいんだ？　おいっ！」

「そんなの、知らないっつーのよ。ちょっとしっかりしなさいっつーのよ！」

「そ、そうだ！　こういう時はホケンシツだ！」

「そうだっつーの！」

　おろおろと慌てふためきながらも、二人がそんな結論に至ったところで、永遠に続くかと思われた痛みは、ぴたりと消えた。

「……ま、待て」

　痛みは引いたが声はまだ喉のどに引っかかって、上手うまく出てこなかった。それでも、なんとか二人を呼び止めるのにはこと足りたらしい。

「た、多加良ぁ」

　踵きびすを返して、戻もどってくるとキララは、まだ立ち上がったばかりの俺に体当たりをかましてくれた。もしかして、俺が弱っているところを狙ねらって仕返しか？　と思ったが、抱だきとめた体から本気の嗚お咽えつが伝わってきたので、そのままにしておく。そして、

「なんだったっつーのよ、今のは」

　片足をゴミ箱から抜ぬき取りながら、振ふり向いた城下の胸の辺りにソレを見つけて、俺は二の句が継つげなかった。

　願いの植物は、不本意ながらもう見慣れてしまっているが、その成長の仕方は基本的には普ふ通つうの花と同じだ。小さな双ふた葉ばから、葉を繁しげらせて、やがて蕾つぼみをつけて、開花する。

　そのはずなのに、いま俺が見ている城下の願いの植物は、双葉どころではなく、大きくしっかりとした葉を繁らせていた。

「……どういう、ことだ？」

「？　訊いているのはあたしだっつーの！」

　さっきとは一転したきつい調子で問われて、俺ははっと我に返る。

「ああ、そのちょっとさしこみが、な。発作のようなものだ」

「……それなら、いいっつーの」

　願いの植物が普通は見えないものである以上、心苦しくても、噓うそを吐つかざるを得ない。大して上出来な噓ではなかったが、城下を納なつ得とくさせることには成功したようだ。

　だが、先さき程ほどまでのように話を出来る雰ふん囲い気きではなくなっていた。

　その上、ただ事とは思えない、発芽からの急成長を見てしまっては一いつ旦たん引いて、色々考えなければならない。

「……請せい求きゆう書しよの件は保留にしよう」

　苦し紛まぎれに俺が思いついたのは、その程度のもので。

「……保留にしたら利子をつけるつもりじゃないのかっつーの」

「そんな小さいことをこの秋庭多加良はしない！」

「ふん。それならそーゆーことにしとくっつーの」

　結局、少しも歩み寄れた気がしないまま、昼休みは終わったのだった。
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　午後イチの授業は音楽で、その上ＣＤの鑑かん賞しようだったから、俺は思う様思考に没ぼつ頭とうすることが出来た。

　まず、考えるべきはこの○×ゲームと願いの植物の関係だ。

　俺には願いの植物が見えて、キララには〝鍵かぎ〟と〝錠じよう〟の二枚の扉とびらが見える。それが、並木の時の一度きりならば、偶ぐう然ぜんで片付けてもよかった。

　だが、既すでに城下は発芽した。しかもその成長速度は明らかに異常で。それを考える場合、かのうの他ほかにマイカの顔が自然と浮うかんでくる。

　叶野市の季節じかんの加速ということを許容してまで、かのうがマイカの味方──あいつは一応審しん判ぱんという立場だと言っていたが──をする理由が、実はわからないでいたのだが、この○×ゲームに、願いの植物が絡からんでくるならば、少しは納得できる。

　人間の願いを叶えていると言いながら、自分の得になることがなければ、動きそうもないかのうが動く理由。

　はっきりとはわからないが、俺が〝願いの植物〟を摘つみ取ることはかのうにとって、何か意味があるらしい。だとすれば、かのうは願いの植物を早く咲さかせるために、マイカに手を貸しているのか？

　そこまで推理してみたが、何となく決定打に欠けている気がして、結論は出せなかった。

　ただ、もしも人の願いと、扉を開けることに関係性があるのならば、○×ゲームの問題に少しは推測がつけられるかもしれない。

　願うことは、時々、何かを選ぶことに似ていると俺は思う。そして、それによって願いが叶ったり、叶わなかったりする。

　もしも今回それが当てはまるのであれば、これはやはりキララとマイカのゲームであるのと同時に、俺とかのうのゲームであることになる。

　俺は願いの植物を摘つまなければならなくて、キララは扉を開けて進むしかない。

　どんなに思考を重ねたところで、その結論だけは変わらなかった。

　事態がややこしくなってきたことに俺が盛大なため息を吐くと、運が悪いことに、ちょうどＣＤが止まったところだった。







　午後も午前と同じように校内散策に出ていたキララは、やはり約束の時間を守って生徒会室で俺たちを待っていた。

　それはいいが、問題は泣きじゃくっていることだった。

　ホームルームが早く終わったらしく、俺より先に生徒会室に来ていた桑田と羽黒が二人がかりで宥なだめていたが、キララが泣き止やむ様子は無い。

「どうした？」

「ええと、鈴木さんから頂いたおもちゃが壊こわれてしまったそうで」

「ずっと泣いているのよ」

　その理由に俺は軽く脱だつ力りよくしてしまった。たしかキララはマイカ探しを兼かねて校内を探検していた筈はずなのに、なぜおもちゃなんかのことで泣いている？

「誰だれか直せないのか？」

「私はこのようなもので遊んだことがありませんから」

「私は、壊しそうだから触さわりたくないわ」

　俺の問いに二人とも自信がないという答えを返してきたので、俺は二人にどいてもらってキララの手の中のものを見た。

「……ミニ四よん駆くか」

　これまた懐なつかしい物をキララは手に持っていた。ミニ四駆というのはタミヤの動力付き自動車模型の一種のことだ。レーシングカーに似せた外観で、実際スピードを競きそって遊ぶ。

　確か、俺が小学生の時に結構なブームだった。俺はあんまりそれで遊んだ記き憶おくは無いのだが、周囲がかなり盛り上がっていたことだけは覚えている。

「……で、鈴木は？」

　いないに越こしたことはないが、俺が尋たずねれば、羽黒は目を伏ふせ、桑田は軽く肩かたをすくめた。

「つまり、今日もあいつは仕事をしない、と」

　どうにかして年度明け早々にでも、生徒会選挙を公示できないか、本気で策を練ってみよう。それを考えることで、俺は何とか平常心を保った。

「あのー」

「秋庭くん？」

　平常心を保つつもりが、逆に思考の中に落ち込んでしまって俺は二人の声に我に返った。

「悪い。で、とりあえずいまの問題はキララだな」

　城下のことを話し合おうにも、当事者たるキララがこれでは話にならない。

「キララ、見せてみろ」

「……多加良、直るか？」

　目の縁ふちを赤くしたキララから手て渡わたされたミニ四駆を調べてみれば、動力部の部品が一つ破損していた。

「部品を交こう換かんすれば直るぞ」

「本当かっ？」

　俺がそう言うと、キララはさっきまでが噓うそのように顔を輝かがやかせた。

「よかったですね！」

「これで一安心だわ」

　キララの笑え顔がおにつられたように、羽黒と桑田も手をとり喜び合う。

「よし、じゃあ、今すぐ直してくれ！」

「それは無理だ。言っただろう、部品交換が必要だ」

「だから、今すぐ交換に行こう！」

　キララよ、無む邪じや気きなのは良いが、お前は大切なことを忘れている。というか、このままでは困るのは俺たちだけではなく、叶野市民全員だ。

「お前は、何をのん気に遊んでいる？　早くゲームをクリアしないとキララがマイカに会えないだけでなく、叶野市も城下もまずいことになるんだぞ！」

　つい、口調がきつくなってしまったのには、城下の植物の急成長を見てしまったことが多分に影えい響きようしているとわかっていたが、どうしても抑おさえることができなかった。

「ごめん、なさい。でも、これでマイカと遊んだら楽しそうだと思ったら……」

　せっかく一度は泣き止んだキララを、また泣かせてしまい、俺は自己嫌けん悪おに陥おちいる。

「キララさん、泣かないでください」

「……秋庭君？　どうしたの？」

　羽黒がキララの涙なみだを拭ぬぐってやるのを横目に見ながら、桑田が俺に尋ねる。その目に咎とがめる色がないのは、もしかしたら次の俺の台詞せりふを予想しているからかもしれない。

「城下が発芽した」

　それは予想通りだったらしく、さして驚おどろいた表情も見せずに、桑田は小さくため息をついた。

「ええっ、どういうことです？　○×ゲームと並へい行こうして、そちらのゲームもしなければならないということですかっ？」

　驚きのあまり、キララのおでこを拭ふいてしまいながら、羽黒が叫さけぶ。

「そういうことだ」

　俺がそれを認めると、室内は沈しずんだ雰ふん囲い気きに満ちた。

「……ごめん、なさい」

「いや、俺も言いすぎた」

　浮うかれていたことを、もう一度キララが詫わびて、俺たちが少しぎくしゃくとした仲直りを終えても、その空気が払はらわれることはなかった。

「遅おそくなって、ごめん」

　だから、遅おくれてやってきた尾田も、室内の空気に一度吞のまれたように、押し黙だまった。

「えっと、今朝けさ、多加良に頼たのまれた通り城下さんと親しい人間の情報を集めてきたんだけど？」

　それを告げる声も自然と遠えん慮りよがちなものになったのだが、それは場の雰囲気を変えるには十分な情報だった。

　そうだ、悪い方向にばかり考えて、行動を起こさないというのは、はっきり言って俺らしくなかった。

「よし！　とにかく一日も早くゲームをクリアするぞ！」

「そうだ、な。オレも早くマイカに会えるように頑がん張ばるぞ！」

「そうですね、みんなで力を合わせましょう」

「ええ」

　とにかく気合を入れ直すために俺たちは口々に叫んで、それを見て尾田はほっとしたように小さく笑った。
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　尾田が集めてきた情報によると、城下と一番仲がいいのは、幼馴な染じみの大おお手て隆たか哉やだと聞くと、俺は迷わず、大手の自宅に行くことを提案した。

　そして、その十分後にはキララと羽黒と共に、大手の家を目指して歩いていた。桑田と尾田は学校に残って、他ほかの友人関係を当たってみることになっている。

　大手の家を選んだのには大きく二つの理由がある。一つは、今日の昼のゲームから、何らかのトラウマが城下にはあるのではないかと推測したからだ。

　枠わくの中からはみ出さないこと──そのこだわりは俺にはひどく気になるのだった。それが、城下の願いにも、○×ゲームの問いにも関係があるように思えて。

　そういうわけで、三人で連れ立って歩いているのだが、ふと目をやればキララはまた羽黒と手を繫つないでいた。

「キララは、人と手を繫ぐのが好きなのか？」

　何の気もなしに俺は尋たずねたのだが、それを指し摘てきした途と端たん、キララはバツが悪そうに羽黒の手を離はなした。

「いや、俺は別に悪いとは言ってないぞ？」

「私も別に構わないですよ？」

　俺と羽黒が口々に言えば、キララは俺と羽黒の顔を見比べて、それから、

「そうか。なら繫ぐぞ」

　もう一度羽黒の手を取った。

「……多加良は誰だれかと手を繫ぎたいって思わないのか？」

「んー、まあ、あまり」

　キララのように無邪気に人と手を繫げる年じゃないというのが本当のところだが、とりあえずそこは誤ご魔ま化かしておく。

「オレは、マイカと一いつ緒しよにいる時はいつも手を繫いでいるんだぞ」

　それは前にも聞いた気がする。でも俺はそれを言わなかった。自分も同じ問いを受けると思って色々シミュレーションしすぎて頰ほおを赤く染めていた羽黒が、がっくりとうな垂れるのに気を取られていたせいもあったが。

「だから、その、誰かと手を繫いでいると落ち着くんだぞ。……変か？」

「そういうことなら、別に変じゃないだろう」

　俺が肯こう定ていすれば、キララは目元を和なごませた。紫し紺こんの双そう眸ぼうがそれに合わせて少し明るい色になったような気がする。

「それでは、私はマイカさんの代わりというわけですか？」

　と、うまく話が転がりかけたところで、妄もう想そうから戻もどってきた羽黒が、ほんの少しの不満を滲にじませて問う。その気持ちもわからないではないが、キララには少し高度な質問じゃないか？

「い、いや、違ちがうぞ！　マイカの手はオレにとって特別だけど、でも花南の手もマイカとは違った良さがあってだな」

　案の定キララは答えに窮きゆうして、羽黒の手を握にぎったままわたわたとその腕うでを振ふり回す。

「二人とも、落ち着け。特に羽黒よ、落ち着け」

「ああ、すみません。キララさんを困らせるつもりはなかったんです！　ただ、私はキララさんと手を繫ぐのがなんだか楽しいので、だから、何の問題もありません」

「そ、そうか。なら良かったぞ。あ……」

　二人して道みち端ばたで騒さわぐのを止やめてくれたのはいいが、今度はキララが急に表情を曇くもらせた。

「どうした？」

「どうしました？　あ、暑いから喉のどが渇かわきましたか？」

　今日も叶野市の気温は上がっているようで、ちょっと動いただけでキララの額には汗あせが滲んでいた。それを見て羽黒は言ったのだが、表情と合わせて考えれば、その問いは的外れだった。

　だから、キララは力なく首を振った。

「そうじゃなくて、ちょっと思ったんだ」

「何を、思ったんだ？」

　思いの外、真しん剣けんな顔をしていたから、俺はキララにそう水を向けてやる。自分の中で溜ため込んでいるよりは、人に話した方が問題がはっきりするということは多々あるからだ。

「うん、オレはいつもマイカと手を繫ぎたかったけど、マイカはどうだったかなって。もしかしたら、繫ぎたくなかったかもしれない、ぞ？」

「……そうかもしれないな」

　少し突つき放すように俺が言えば、キララの瞳ひとみは不安げに揺ゆらいだ。

「秋庭さん」

　咎とがめるように、羽黒が俺の名前を呼んだが、今は無視させてもらう。

「でも、そうじゃないかもしれない」

「どっちだ？」

「それは、俺にはわからない」

「わからないなら……！」

「俺にもキララにもわからないなら、ゲームに勝って直接、マイカに訊きくしかないだろうが」

　キララが答えにたどり着く為ために必要な道はもう示されている。けれど、キララはゲームの相手であるマイカのことをもっと知らなければ、考えなければゴールには到とう着ちやくできないだろうと、俺は思ったから、そう言った。

「……そうか。オレはマイカのことは何でもわかっているつもりだったけど、つもりだけだったのかもしれないぞ」

　そして、それをキララがちゃんと受け止めてくれたことに俺はなんだか嬉うれしくなった。

「オレは、もっとマイカのことを知りたいから、やっぱりこのゲームに勝つぞ！」

　そう言って、キララが胸の前で拳こぶしを固めたのと同時に、その胸の植物の蕾つぼみが少し膨ふくらんだような気がした。

　俺も、絶対にキララの、そして城下の植物を摘つみ取ってやると心に誓ちかう。

「俺も一緒に頑がん張ばってやるから、キララも頑張れよ！」

　言いながら、俺はキララのおでこを軽く指先で弾はじいた。

「い、痛いぞ、多加良」

　額を押さえながらも、俺を見るキララの表情かおは晴れ晴れとしたものになっていた。

「ああっ。キララさんのおでこ赤くなってますよ!!」

　が、それを目にした羽黒の眉まゆは、いつもの八の字から逆の形状になっていた。

「え、本当か？　手加減はしたんだが」

　そのあと、俺は羽黒にくどくどと説教されるという異常事態に身を置くこととなった。

　だから、目当ての建物が見えた時、俺は心底ほっとした。

「あれ、このおもちゃ屋さんが、大手さんの自宅なのですか？」

「そうだ。……多分、ミニ四よん駆くの部品も売っているぞ」

　俺の答えに、キララが俺の様子を窺うかがうように、下から顔を覗のぞき込んでくる。喜んで良いのかどうか、戸と惑まどっているような表情に、唇くちびるの端はしを持ち上げて頷うなずいてみせる。それでキララには伝わったようで、ミニ四駆をリュックサックの中から取り出すと、店の中に入っていった。

「なるほど、そういうことでしたか」

「……なんだ？」

　羽黒が妙みように悟った顔で俺を見るので、なんとなく憮ぶ然ぜんとした声で答えてしまう。

「いいえ、なんでもありません。でも秋庭さん、さっきとってもお優やさしい顔をしていましたよ」

「……俺の悪人顔はどう転んでも優しくなんかならないぞ」

　いったいどんな顔をして羽黒を見たらいいのかわからなくなって、俺は珍めずらしく俯うつむいた。

　キララの後を追うように店内に入ると、積み重ねられたおもちゃの向こうのカウンターでミニ四駆を振り回しているキララと、目当ての人物の姿が一いつ緒しよにあった。

「大手、店番か？」

「あれ、副……秋庭に、羽黒さん。ああ、この子どこかで見たことがあるような気がすると思ったら、ここ二、三日生徒会のみんなと一緒にいた子か」

　そう言って笑う大手は、身長が１９０センチに届こうかという大男なのだが、醸かもし出す雰ふん囲い気きが柔にゆう和わで、動作もゆったりとしているため、迫はく力りよくというものとは無む縁えんだった。

「家の手伝いは偉えらいと思うが……そのエプロンはお前には小さくないか？」

　カウンターの方に歩み寄りながら、俺が挨あい拶さつ代わりに尋たずねると、

「いやー、特注するわけにもいかないからさ」

　と、明るい声が返ってきた。

「おお、多加良。この男が大手だったか。すぐにミニ四駆を直してくれたぞ」

「なんか仲良しだね」

　俺たち三人を見て、大手は楽しそうに笑う。

「そう見えるか。ああ、大手、会計はいくらだ？」

　キララは金など持っていないので、俺が財さい布ふを取り出すと、大手はゆったりと首を振ふった。

「御お代だいはいいよ。それは基本部品だし」

「いや、ちゃんと払はらう。金のことはちゃんとしないと、子どもの教育上悪い」

　俺は至し極ごく当然のことを言ったのだが、その瞬しゆん間かん、大手の表情は笑え顔がおのままで固まってしまう。

「……あの噂うわさ、本当だった？」

「うわさ？」

「その子が秋庭の隠かくし子ごだっていう噂」

　だから、なぜみんなしてそんな疑いを持つのか？

「そんなわけあるか。第一俺とキララは似てないだろう」

　キララを抱だき上げて、俺の顔と並べて見せると、なぜか大手は仰のけ反りながら後退した。

「あー、うん。なんていうか浮うき世よ離ばなれした感じが似ているかな、と思っていたんだけど、うん、似てない似てない」

　大手は大おお袈げ裟さなくらい何度も頷いて、俺の言ったことを肯こう定ていしたが、どうも様子が変だった。

　もしかして、悪人顔を近付けすぎたか？　だが、考えたところで自分の顔がどうにかなるとも思わなかったから、俺はキララを下ろすともう一度代金を訊きいた。

「わかりました。じゃあ３１５円頂きます」

　その金額をきっちり支払って、俺がいよいよ本題に入ろうと口を開きかけた時だった。

　ドタン、ベタッ、という音が背後から聞こえて、振り向けば羽黒が通路で倒たおれていた。はしゃぐキララを追いかけていて、例によって何もないところで転んだらしい。

「羽黒、一つ訊いてもいいか？　どうしてそんなところで転べる？」

「すいません、わかりません」

「……いや、でも転ぶ人は転ぶんだよね。円菜もよくその辺りで転んでた」

　責任の一いつ端たんを感じてか、キララが羽黒に手を差し伸のべているのを見ながら、大手がしみじみといった口調とともに、城下の名を漏もらす。

　そのままカウンターの外に出て、エプロンのポケットから絆ばん創そう膏こうを取り出して、膝ひざを擦すり剝むいた羽黒に渡わたしてやる。一連の大手の行動はスムーズで、それはおそらく城下円菜という幼馴な染じみを持っているからだろう。

「あ、ありがとうございます」

「血……血は出てないぞ」

　そう呟つぶやきながらもふらつくキララは、羽黒に任せることにして、俺は大手に視線を向ける。

「城下と幼馴染みって話は本当か？」

　相手の口からその名が出たお陰かげで、下手な噓うそをつく必要も無く、俺は尋ねることが出来た。

「ああ、うん。……そういえば、今朝けさは随ずい分ぶん円菜が怒おこっていたけど大だい丈じよう夫ぶだった？」

　その大丈夫には人間竜たつ巻まき・城下円菜による人的被ひ害がいと物的被害の両方を問う響ひびきがあったので、

「生徒会室と執しつ行こう部ぶ員は無事だ」

　俺は客観的事実を伝える。

「それは良かった。でも、部費の話はどうなった？」

「……請せい求きゆう書しよの件とは別として、人ひと真似まねの実験に予算は割さけないと言った」

「けっこうキツイことを言ったんだね」

　大手の声に責める響きは無かったが、振り向いて俺を見る視線には、若じやつ干かん咎とがめるような色が見えた。

「城下も努力しているとは思うが、事実だからな」

「そうだね。でも、それは円菜の本来の姿じゃない」

　強い目をして、俺を見み据すえながらきっぱりと、大手は言い切った。

「じゃあ、本当の城下の姿って？」

　俺もその目を見返して問う。

「円菜は、いまはあんなつまらない実験ことしかやってないけど、小中学校の時は、科学コンテストの常連だったんだ。円菜のやることは独創的で、科学の知識が無い人間も純じゆん粋すいに楽しいと思えるようなものだった」

「それは、見たかったな」

「でも、オレが昨日見たのも、色が変わっておもしろかったぞ！」

　なんとか倒れずに済んだキララが、そう言って会話に割って入ってくると、大手はそのでかい手のひらでキララの頭を撫なでてやった。

「おれが見せてもらったのは、もっとずっとすごかったんだよ」

　キララに穏おだやかな笑顔を向けつつも、大手はどこか寂さびしそうだった。

「あの、それでしたら、今の城下さんはスランプということなのでしょうか？」

　傷の手当を終えた羽黒が、同情的な目を向けながら問えば、大手はぎこちなく頷うなずいた。

「……円菜はあの通りのおっちょこちょいだから、実験に失敗することも多かったんだけど、ね。それで、おれが怪け我がをしたのが去年の夏」

　言いながら大手は前まえ髪がみを上げて、俺たちに額の傷を見せた。縦に三センチ程ほどの傷は、塞ふさがっている今は大したことがないように見えるが、多分その時には大量の出血があっただろう。

「それ以来だよ、円菜がちょっとでも危ないような実験をやらなくなったのは」

「……そうか」

　大手の話を聞いて、俺は城下の人が傷つくのを嫌いやがるような言動に得心がいった。大手は言わなかったが、その額の傷はおそらく円菜を庇かばってできたものなのだろう。

「それは、大手さんも城下さんも大変でしたね」

「……円菜はきっと、間ま違ちがった扉とびらを開けてしまったと思い込んでいるのだぞ！」

「キララさん」

　キララの台詞せりふは事情を知らない人間が聞いても意味不明なだけだが、それでも羽黒が軽くたしなめればキララは、しまったという顔をして自ら口を塞いだ。

「……扉？」

「いや、気にしないでくれ」

「え、うん。でも扉ドアか。なんか思い出しちゃったなあ」

　柔にゆう和わな顔を更さらに緩ゆるめて大手が呟く。

「なにを思い出されたのですか？」

　純粋に興味を誘さそわれて、羽黒が訊けば、大手は照れたように頭をかいて。

「昔、円菜が〝どこまでもドア〟を作ってくれるって言ったんだ」

「〝どこまでもドア〟？　〝どこでもドア〟じゃなく？」

「ど、ドアしかないのか？　それはつまらないぞ！」

　キララの台詞に、俺は開けても開けても扉しかない──そんな絵を想像して眉まゆを寄せた。

「えーっと、どんな遠い国でも宇宙でも、どこまでも行けるという意味で、どこまでもドア、なんだけど」

「ああ、なるほど。それなら、うん」

「楽しそうだぞ」

「素す敵てきですね」

　俺たちの誤解が解けたところで、大手は再び口を開く。

「うちは、小さなおもちゃ屋だけど、でも店屋だから旅行なんて殆ほとんど行けなくって。それを円菜に言ったら〝どこまでもドア〟があったらどこでも日帰りできるって、妙みように張り切って。けっこう本気で毎日研究してくれていたんだけど。……もう、忘れちゃったかな」

　城下との思い出を語る大手は楽しそうで、でもどこかが痛いような表情をしていた。

「その旅行には円菜も一いつ緒しよに行く約束だったのか？」

「うん」

「だったら、一緒に行こうって誘えばいいぞ。そうしたら円菜も約束を思い出すかもしれないぞ」

　何を思ってか、キララは大手にそう言って聞かせた。もしかしたら、自分とマイカのことを思い出したのかもしれない。

「……そうだね」

　下からキララに顔を覗のぞき込まれた大手は、困ったように笑うだけだったけれど。

「そういえば、円菜はミニ四よん駆くの改造も得意だったなぁ」

　話を逸そらそうとしたのか、それとも本当に思い出してか、ふと大手はキララの手の中のミニ四駆に視線を落とした。

「はやったよね、これ。秋庭や羽黒さんはレースとか出た？」

「いや、俺はあんまり興味が無かった」

「……私は知りませんでした」

「なんだ、多加良も花南もだめだめだな」

「す、すいません」

「なぜ、ミニ四駆くらいでそんなにだめ出しをされなくてはならない？」

　俺はキララの生意気な口を黙だまらせるべく、立ち上がる。そうすれば、キララは手近にいい楯たてを見つけたとばかりに、大手の背中に隠かくれる。

「まあまあ、秋庭。それよりさ、このパーツ。グレードアップパーツっていうんだけど、実はこれ円菜のアイディアがレース大会で会社の人の目に留まって、商品化されたんだよ」

　腹に回されたキララの手を、ミニ四駆ごと持ち上げながら、大手は説明してくれた。まるで自分のことのように誇ほこらしげに。

　それを見て、俺の優ゆう秀しゆうな頭脳に素晴らしい閃ひらめきが走った。

「よし、城下と俺たちでミニ四駆レースをしよう！」

「え、レース？」

「おお、おもしろそうだぞ！」

「あの、公道みちを走らせるのですか？」

　俺の提案に一番乗り気を見せたのはキララで、羽黒はいつも通りずれたことを言っている。大手にいたってはまだ話の展開についてきていない。

「羽黒、公道は走らせないぞ。ちゃんとミニ四駆レース用のコースで走らせる」

「それで、ラップタイムを競きそうんだけど……ミニ四駆自体は扱あつかってるけど、コースはうちにはもう無いよ？」

　まだ困こん惑わくしながらも、大手は俺と一緒に羽黒にミニ四駆について説明してやる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、コースなら心当たりがある」

「でも、円菜も誘うんだよね？　頷うなずかないと思うけど……」

「そこも、大丈夫だ。城下円菜はこのレースに参加せざるを得なくなる」

　その瞬しゆん間かん、俺はおそらくあくどいと言われるだろう種類の笑えみを口元に浮うかべた。

「あ、秋庭さん？　なにをお考えですか？」

　何かを察知したらしい羽黒が、不安そうに眉を寄せて尋たずねてくる。

「大丈夫だ」

　俺はその一言だけを残して、

「よし、そうと決まれば、急いで根回しをしないとな！　今晩はキララは羽黒に預ける！」

　颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし、そのまま店の外に飛び出した。

「かのう、そっちがその気なら、俺もそれなりのことはさせてもらう」

　そう呟つぶやけば、妙にやる気がみなぎる俺だった。




　　　　５




　翌朝、集合場所に羽黒と共に最後に現れたキララの顔色は前日よりも悪かった。その上、あれ程ほど懐なついていた羽黒から、やや距きよ離りを開けてついてくるという行動に出ていた。

「あら、どうしたのかしら？」

「……またホラー映画でも見せられたのか？」

「多加良、それはもしかして僕への皮肉？」

　先に来て二人を待っていた俺たちは、首をひねるばかりだった。

「おい、キララ、どうした？」

　俺と桑田が、目線を落として聞けば、キララはぼそりと呟いた。

「怖こわかったんだ」

「怖い？　花南ちゃんが？」

「そうだ」

　そう言われると、羽黒はひどく傷ついた色をその大きな瞳ひとみに浮かべた。

「羽黒は、無理を言って寮りように泊とまれるようにしてくれたんだぞ？　それを怖いとはなんだ？」

「……もしかして、花南ちゃん寝ねぼけると変な癖くせが出るとか？」

「そんなことはありませんっ……と、思います。いえ、あのわかりませんけど、キララさん私の寝ね相ぞう、悪かったですか？」

　自信なさげに羽黒が言えば、それにはキララは首を振ふり、そして思い切り空気を肺に吸い込んだかと思うと、

「……だって、だって花南は寮のあそこにはお化けがいるから気をつけろ、あそこにもいる、あそこにもって全部指差すんだぞ！　怖くてもうあんなところには泊まれないぞっ!!」

　一息にそうまくし立てた。

『ああ、そういうことか』

　それには、羽黒を除く全員が納なつ得とくした。幼い頃ころからそれが日常だった羽黒は、普ふ通つうの感覚で──例えば非常口を教えるようなつもりで──キララに心しん霊れいスポットを教えたのだろう。けれど、いくら自分には見えないといっても、いやむしろ見えないからこそ、それを知ってしまったキララは怖かったのだろう。

「……そうなると、今日は私と秋庭くんでじゃんけんね」

　どう考えても、そうなりそうな怪あやしい雲行きだった。

　が、現実の空は逆に雲ひとつ無い晴天だった。今朝けさは道行く人は誰だれも冬のコートを着ていない。そればかりかセーターを脱ぬいで、軽かろやかに歩いている者もちらほらいる。俺たちも今は制服のジャケットを着ているが、日中気温が上がれば、これも早々に荷物になりそうだ。

「また、季節じかんが加速したってことか」

「じゃあ、全員揃そろったことだし中に入ろうか」

　そんな俺の呟きは聞こえなかったらしく、尾田が全員を代表して号令を出した。そして、俺たちが目を向けたところには、大だい豪ごう邸ていというしかないものが聳そびえ立っていた。

　門構えは洋風だが、中に入れば和洋が巧たくみに折せつ衷ちゆうされた庭と建物に更に気け圧おされることを俺は知っている。この威い風ふう堂々とした邸てい宅たくこそ、叶野市の名士であり、全国規模でも有数の企き業ぎよう家か一族、和家の本家だった。

「本当に、いつ見ても無む駄だに大きいわね」

「だいたい、なぜ個人宅にロータリーが必要になるんだ」

　俺と桑田はぶつぶつ言いながら、玄げん関かんを目指す。その足取りに迷いが無いのはここが、彩波の家であり数えるほどではあるが、訪おとずれたことがあるからだ。

　つまり、俺の〝心当たり〟は彩波のことだったのだ。彩波の家の物置──そう言ってしまうのにすごく抵てい抗こうのある豪ごう奢しやなものなのだが──の片付けを成り行きから手伝ったときに見た気がして、昨日電話で問い合わせたところ、それが俺の記き憶おく違ちがいでなかったことは確かく認にんできた。

　そして、もしかしたら今回は彩波の協力も得られないかもしれないと思いつつも、そのコースの貸し出しを頼たのんだところ、気が抜ぬけるほどあっさりと彩波は承しよう諾だくしてくれたのだった。

　更に、俺の他ほかのいくつかの頼みごとも、彩波が断ることは無かった。ありがたくはあったのだが、ただ今回の件において彩波の中で、かのうと俺がそれぞれどの位の割合でウェイトを占しめているのか、少し気にかかったのも事実だ。

　彩波は無む邪じや気きだが、その一方でかのうを妄もう信しん的に信しん奉ぽうしているところがあるから、時折俺は心配になる。

「ところで、今日の遅ち刻こくの理由、みんなはどうした？」

　知らず思考の中に沈しずんでいた俺の耳に、尾田の問いかける声が飛び込んできて、ふと我に返れば、歩き始めて数分、ようやく彩波の家の玄関が見えてきていた。

「私は歯痛」

「僕は偏へん頭痛にした。多加良は？」

「腹痛、ということにしておいた」

　そう、朝から和邸ていに集合をかけたはいいが、今日は平日で、学校も休みではない。だから仕方なく半日だけみんなで仮け病びようを使うことにしたのだった。

　逆をいえば、俺はこの半日で城下に関かかわるすべての件をどうにかするつもりだった。

　それほどの自信があるのかと問われれば、正直半分にも満たない。でも、今回はとにかく時間が無い。だったら多少強ごう引いんなことも試ためしてみるしかない。

「それで、羽黒はどんな理由にしたんだ？」

「あ、はいっ。急な霊れい障しようということにしました」

　この場にいる誰もそれを冗じよう談だんだとは思わなかった。ただ、電話連れん絡らくを受けた教師は凍こおりついただろうな、とみんなが考えたところで。

「おお、彩波がいるぞ。円菜も！　大手までいるぞ！」

　俺たちは彩波の出で迎むかえを受けた。

「きゃー、多加良ちゃんおはよう！　一日一歩、三日で彩波だよ！」

「おはよう」

　エントランスからダイブしてくる彩波を、しっかりと受け止めて、俺は挨あい拶さつを返す。やっぱり今日も彩波は無邪気そのもので、もしかしたらかのうの片棒を担かつがされているかもしれないなどと勘かんぐっていた俺は、さっそく毒気を抜かれてしまった。

「尾田ちゃんも、羽黒ちゃんも、それからキララちゃんも、おはよう！」

「おはよう」

「おはようございます」

「うん、おはよう！」

　いつものように一人ひとりの顔を見て挨拶する彩波だったが、やっぱり桑田の顔だけは見ないで終わらせた。

　本当に、どうして二人はこんなに仲が悪いのだろう。

「あれ、彩波。どうして美名人には挨拶をしないんだ？」

　そして、なぜ二人の間に漂ただよう冷たい雰ふん囲い気きに気付かない、キララ。

「キ、キララさん。あちらへ行きましょう！」

「そうだ、コースの下見をしよう」

　それを見ていた羽黒と尾田の方が慌あわててキララを連れ去っていく。

「もう、降りたらどう？　彩波さん」

「そんなの、桑田ちゃんに言われることじゃないもん！」

　睨にらみ合う二人の間に立たされて、俺もちょっと逃にげ出したいような気持ちになっていると、そこに城下までもがやってくる。

「和さん、あの、ちょっと秋庭をお借りしていいですか？」

　理事長子女の彩波に、気を遣つかった物言いをしつつも、城下の目は俺を睨みつけている。まあ、今日ばかりはその射殺さんばかりの眼まな差ざしを向けられる心当たりがあったが。

「彩波、降ろすぞ」

「はーい。あのね、城下ちゃん。別に彩波は偉えらくないし、多加良ちゃんはまだ彩波のじゃないから、そんな風に気をまわさなくていいんだよっ」

　素す直なおに俺の腕うでから降りると、それだけ言い置いて彩波はキララ達の後を追っていった。

「……これは、どういうことだっつーの？」

　彩波が十分に離はなれたのを見計らって、城下は地を這はうような不ふ機き嫌げんな声で俺に問いかけた。

「これ、というと？」

　とぼけるつもりは無かったが、城下の怒いかりを買う要素があまりに多かったので逆に問い返してしまう。

「だから、朝の七時に叩たたき起こされて、玄関に出てみたら和家の黒服さんがいて、その上リンカーンが横付けされていて、有う無むを言わさず車に乗せられて、その車の中には大手がいて、それでもって和邸に連れてこられて……」

　そこまで一息に言って、けれども限界を迎むかえて肩かたで息をしている城下の続きを、

「そうしたら請せい求きゆう書しよと部費大おお幅はばアップを賭かけたミニ四よん駆くレースに強制参加させられるとはどういうことか、と？」

　俺が推測して引き受けると、城下は大きく頷うなずいた。

　和家の使用人くろふくに迎えを頼たのんだのは、確実に城下をこのゲームに参加させるための布石の一つだったが、それがリンカーンでの送そう迎げいというのはさすがの俺も予想していなかった。逆を言えば、それ以外のすべては俺の計画通りだったけれど。
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「そうだっつーの！　あたしに一言の許可もなく、ここまで話を進めるような権限が、生徒会にあるのかっつーのよ！」

　権限は無いかもしれないが、理由はある──けれど、その言葉を俺は飲み込んだ。

　城下の胸で揺ゆれる植物は、昨日の今日でもう蕾つぼみをつけていた。その異常な成長は、俺にしてみれば十分な理由だった。

　この植物の急成長が、そのまま植物の開花のタイムリミットにまで反映されているとすれば、一刻も早く咲さかせて、摘つみ取ってやらなければ城下はこの蕾を抱だいたまま、植物状態に陥おちいることになるのだから。そんなことになるのだけはどうしても俺は避さけたい。

　でも、願いの植物のことを知りもしなければ、見ることもできない城下にそれを言ったところでからかわれたと思われるのがオチだ。

　だから、俺は噓うそをつく。

「キララは、彩波の客だと聞いただろう？　その彼が日本の子どもの遊びを見たいと言った。それで俺たちに白羽の矢が立った。大手に聞いたぞ？　城下はミニ四駆レースのチャンピオンだったって」

「そんなの、秋庭の都合でしょ。それにあたしがチャンピオンだったのは昔の話だっつーの！」

「確かに。でも俺と勝負をする以上、相手は強くなければつまらない。だから、俺はお前をこの勝負の相手に選んだ。そして、一応お前に配はい慮りよして、賞品代わりにこの間の請求書の肩かた代がわりと部費の補ほ充じゆうを申し出たんだが？」

「だけどっ！」

　それだけの噓をついてもまだ城下は退ひかない。

「勝負に負けるのが怖こわいのかしら？」

　そこで、いままで事の成り行きを静観していた桑田が、絶ぜつ妙みようのアシストをくれる。

「怖い？　あたしが秋庭のことなんか怖がるかっつーの！」

「それなら、レースに勝って証明してくれる？」

「もちろんだっつーの！」

「よし、話はついた」

　俺と桑田は顔を見合わせて、頷きあった。そんな俺たちを見て、城下は歯は軋ぎしりをしたが、もう遅おそい。

「レースは十一時スタート。公平を期す為ために与あたえられるマシーンは同タイプ。ただし、開始時間までにパーツをつけたり改造を施ほどこすのは各自の自由だ」

　俺はそれでもう言うことはなくなったとばかりに、城下に背を向けた。

　実際、あとは城下自身に賭けるしかなかった。

　もしも、城下が自分で定めた枠わくの中から本当ははみ出したいと願っているのならば、そうすればいい。

　その為の踏ふみ切り台は用意した。

　そして、それを選ぶのならば、きっと城下は扉とびらを開けられるだろうから。
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　渡わたされたミニ四駆は懐なつかしいなどというものではなかった。もう何年も触さわっていなくて、違ちがう国のおもちゃみたいだと思う。それでも手にとって眺ながめていれば楽しくなってきて、そんな自分に気付いて城下は、自己嫌けん悪おに陥った。

　だから大手から逃のがれるように一人になったというのに。それなのに、また少し経たつとどんな改造を施ほどこせば速くなるか、さっき見たあのコースを攻こう略りやくできるかなどと考えているのだ。

　もう、自分の手の届かない範囲ところに、無理に手を伸のばすことは止やめようと、あの日誓ちかったはずなのに。

「どうして、世界はこうも広いんだっつーの！」

「そうだな！」

　独り言に応こたえがあったことに城下は驚おどろいて、手の中の小さな車を落としそうになった。まるで蛸たこのように手足を動かして、なんとかそれを落とすことは避けられたが。

「危なかった……」

　ほっと一息つけば、その少年は城下の隣となりにちょこんと腰こし掛かけていて、余よ程ほど自分はぼんやりしていたんだと、彼女は自じ嘲ちようした。

「何か用かっつーの？」

　和彩波の客人だということは理解したが、それでも先日までの態度をいきなり翻ひるがえすのもおかしいと思って、城下はいつもの口調で問いかける。

「……うん。ちょっと聞きたいことがあるぞ」

　そう言って、自分を見上げる少年の目は、紫し紺こんとでもいうのか、とても不思議な色をしていて、城下は一いつ瞬しゆんめまいを覚えた。

「聞くだけなら聞くっつーの」

　少年──キララといったっけ──から、それとなく視線を外して、ぶっきらぼうに答えれば、かすかに彼が頷いたのだけはわかった。

「あのな〝どこまでもドア〟というのはいつできるんだ？」

　キララの口からソレの名前が出たことに、城下は腰こしが抜ぬけるほど驚いて、とうとうミニ四よん駆くを取り落とした。その拍ひよう子しに一番外側のカバーパーツが外れて、内部の構造が露あらわになる。でも、それを拾い上げることよりも、

「な、何であんたがそのことを知ってるんだっつーのよ！」

「うん？　このキララ様に知らないことは無い！　と言いたいところだが、大手に聞いた！」

　幼馴な染じみののほほんとした顔を思い出しながら、城下は心の中で人様には聞かせられない罵ば詈り雑ぞう言ごんの類たぐいを思いつく限り吐はき出した。

「それで、どうなんだ？　もしかして既すでに完成しているのか？」

　キララの期待に輝かがやく瞳ひとみを直視することは出来なかったが、かといってその問いを無視することもできず、短い葛かつ藤とうの後、

「まだ、出来てないっつーの」

　そう告げた。あんなのは漫まん画がに影えい響きようを受けた、思いつきと思い込みの産物でしかないというのに、まだ覚えていて、しかもそれを人に話す、変な幼馴染みのことを考えながら。

　お互たがい小学校に上がる前からの付き合いで、知り過ぎているほど知っているはずなのに、たまにわからなくなるのだ。

　そして、去年の夏、城下の行き過ぎた実験のせいで額を何針も縫ぬう大おお怪け我がをしたのに、それでも変わらず側そばにいてくれて、また実験をすればいいなんて、言うのだ。簡単に。

「……そうか。まだ出来ていないのか。残念だぞ」

　胸を締しめ付けられるような記き憶おくから城下が我に返ると、キララはそんなことを言っていて、城下は興味をそそられた。

「どうして〝どこまでもドア〟が欲しいんだっつーの？」

「うん、だってそれがあれば世界中のどこにでも行けるって聞いたからな」

「そうだけど。あんたはどこに行きたいんだっつーの？」

「オレは、マイカのところに行きたいんだぞ！」

「……マイカ？」

「うん、オレの兄妹だぞ。でも、いつも一いつ緒しよにはいられないんだ。だから、そのドアがあれば離はなれていてもすぐに会いにいけると思ったから、欲しかったんだぞ！」

　それは、とても子どもらしくて、そしていつか城下が思ったのと同じことだった。

　たとえ、自分がどこまでも広い世界に飛び出していったとしても、いつでも大好きな人に会える様に、城下はその扉を作ろうと思ったのだ。

「子どもの考えだっつーの」

　唇くちびるを歪ゆがめて、城下はそう吐き出したけれど。

「そうか？　でも〝どこまでもドア〟は無くてもな、城下円菜がまだ開けていない扉の前に立つことはできるぞ。きっと扉を開けられるから、大だい丈じよう夫ぶだぞ！」

　明るい調子でそう言うと、キララは地面に落ちたままのミニ四駆を拾って、城下の手のひらに載のせた。

　そして、そのまま行ってしまう。

　その、手のひらに載るほどの小さな車がやけに重く感じられて、城下は、まだしばらくそこから動けなかった。
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　彩波専用のミニ四駆サーキットは、はっきり言って子どものおもちゃに与あたえるにしてはすごすぎる出で来き栄ばえだった。

　とにかくコースが仕切られていればいいという、簡易サーキットと比べればその差は一目瞭りよう然ぜん。ジオラマのごとき精密さだった。まさに山あり谷ありのコースだが、最大の難関はコースアウト確実の〝グレートスーパーループ〟だろう。現実にこんなコースがあったら運転手は死ぬ。

　それでもスタートラインにマシンを持って立てば、自然と気持ちは盛り上がってくる。

「勝算は？」

　俺の隣にメカニックよろしく──というか組み立てにおいて俺の不器用さを補ったのは尾田なのだが──立った尾田に問われれば、

「五分五分だ」

　それが正直なところで。

「でも、やるからには負ける気もない、と」

　頷うなずきながら、俺はコースを挟はさんで向かい合った城下に目を向けた。

　外側だけ見ても、城下がマシンにどんな改造を施ほどこしたかはわからない。でも、大手の言葉に応こたえる姿を見る限り、そこそこのやる気はあるようだ。

「はーい、じゃあ選手以外はサーキットから離れてねっ！」

　彩波がそう声をかければ、みんな特設の観客席へと移動していく。だが、キララだけが従わずに俺の側に残った。

「どうした？　扉とびらに何かあったか？」

「どっちの扉も、まだ降りてきていないし、開いていないぞ。……でも、オレはこの勝負に円菜が勝つのが正解まるだと思うんだぞ」

　少し屈かがんでやれば、キララは俺の耳元にそう囁ささやきかける。

「……俺も、そう思う」

「そうか！　だったら多加良！」

　その先のキララの台詞せりふは予想がついたから、俺は手のひらでキララの口を塞ふさいだ。

「でも、俺は全力で勝負する」

　俺の言葉を受けて、キララの頭の上に疑ぎ問もん符ふが見えた気がしたが、構わずに続ける。

「俺はやるからには全力で勝負する。城下もそれで勝った方がいいに決まっている」

　勝負をする以上は真しん剣けんにやる。それが礼れい儀ぎだし、俺のポリシーだ。

「……わかった、ぞ。じゃあ、頑がん張ばるんだぞ！　でもオレは円菜を応おう援えんするぞ」

　俺の目を見てキララが頷けば、俺もそれに頷き返して、キララは観覧席に駆かけていった。

「ちゃんと、改造したか？」

「……適当にしたっつーの」

　そう言うものの城下の横顔はどこか思いつめたように見えた。きっとそれだけ真剣だということだ。

「それなら、いい」

　それきり、俺は城下の方を見なかった。

「えーっと、ここで特別ゲストを紹しよう介かいするねっ！」

　そんな予定はなかったはずだと思いながら、彩波の声のした方に目を向けると──そこには白黒のチェッカーフラッグを持った、パンダがおりました。

「鈴木くんだよっ！」

　一いつ瞬しゆん、ブラックアウトしそうになったが、それを堪こらえてもう一度見ても、やっぱりそれはパンダ──柄がらのコートらしきものを着た鈴木だった。

「ねえ、あんなのが生徒会長でいいのか、すごい疑問だっつーの」

　城下の言うことには俺も大賛成だったが、いまは声を発する気力も無かった。

「さあ、用意はいいかな二人とも！　僕が旗を振ふり下ろすのと同時にスタートだよ！」

　しかし、脱だつ力りよくしている場合ではない。勝負の前に気力を奪うばわれてどうする！　と自分自身を叱しつ咤た激げき励れいして、俺は再び難関コースと向き合った。

　そして、旗が振り下ろされると同時に、俺は自分のマシーンから手を離した。







　最初の直線で上手うまく加速して、俺のマシンはやや城下を引き離すことに成功した。

　しかし、次のウェーブコースで、車体を軽くした影えい響きようもあってかなり揺ゆさぶられて、逆に安定感のある城下のマシンに最初の遅おくれを取り戻もどされてしまう。

　その後も起き伏ふくの大きなサーキットを、俺と城下のマシンは抜ぬきつ抜かれつ走っていった。自分のマシンに併へい走そうしながら、いつしか俺は本当に手に汗あせを握にぎっていた。

　ちらりと、城下に目をやれば、城下も物もの凄すごく真剣な眼まな差ざしで自分のマシンを追いかけていた。だから、きっと城下は大だい丈じよう夫ぶだろうと俺は思った。

　それなのに。

　このサーキットの山場。谷底に落ちていくようなグレートスーパーループの手前で、あろうことか城下は自らの手でマシンを止めた。

「城下っ！　お前、何をしているっ！　早く、はやくマシンをコースに戻せ！」

　そう叫さけぶ間にも、俺のマシンだけがループに突とつ入にゆうして行こうとしていた。

　こんなアンフェアな勝ち方をしてもおもしろくないどころか嬉うれしくもなんとも無い。だから、俺も自分の手でマシンを止めた。

「城下、なんで自分で止める？」

　俺が睨にらみつければ、城下の目はその強さを受け止めきれずに揺らいだ。

「城下円菜！　どうしたんだ？　もう扉は降りてきているんだぞ!!」

　キララが叫ぶ。どうやら、選せん択たくの時は来ているらしい。けれど、その扉は閉とざされたまま。

「……だって、こんなとこ、絶対にコースアウトする、っつーの」

　こいつは、まだ、そんなことを言うのか？

　まだ、手の届く世界わくの中でもがきたいというのか？

　それが、正しい答えならとっくに扉は開いているはずなのに。

　胸の植物は、まだそこで蕾つぼみのままでいるというのに。

「円菜！　大丈夫だから、走らせて！　もしもコースから外れたって、おれがちゃんと戻すから！　大丈夫だから、行けっ、円菜!!」

　気がつけば、城下のすぐ側そばに大手がいて、そう叫んでいた。

　その大手の声を受けて、観客席からも声せい援えんが飛ぶ。

「行っちゃえ、城下ちゃん！」

「行け、勝てっ！」

「頑張ってくださいっ！」

「円菜っ！　扉を開けるんだぞ!!」

　俺に向けられる声は無い。でもそれならそれで、いい。

「城下、みんなお前を応援しているな。でも、俺はお前に頑張れなんて言わない」

〝頑張れ〟という言葉には、確かに人の背中を押してやる力がある。でも、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上に立たされて、そこで懸けん命めいに踏ふん張っているような状じよう況きようの人間に言うべき言葉ではない。

「城下、お前の限界がここで、もう一歩も踏み出せないと言うなら、俺はとっととレースを終わらせてやる」

　今度は逸そらすことを許さない意志を込めた眼差しで、俺は城下をその場に縫ぬいとめる。

「だが一つ言っておくが、いまお前が立っているのは、決して崖がけの上じゃない。だから、あいつらはお前を応おう援えんする……大手も、な」

　俺の視線に引っ張られて、城下は観客席に顔を向ける。

「だれも、応援してくれなんて言ってないっつーの」

　言葉では強がって見せたが、その唇くちびるは今にも嗚お咽えつが漏もれそうに歪ゆがんでいる。

「そうだな。でも、向こうからはきっとお前の足元がよく見えるんだ」

　今度は俺が城下に合わせてその足元を見れば、さっきまで揃そろっていたはずの両足が、いまは右足だけ半歩踏み出している。

　だから、城下はまだ進める。俺はそう信じて叫ぶ。

「あ……」

「恐おそれるな、城下円菜！　両手を広げたらすぐに壁かべに触さわってしまうような、狭せまい世界なんてつまらないだろうが！　自分で枠わくの中に収まろうとするな。はみ出せ！　踏み出せ！　世界は広いんだから、もったいないだろ！」

　そして、城下の肩かたが大きく震ふるえたのと同時に、その胸の蕾がゆっくりと開き始めて。

「はみ出して、いい？　もう一度踏み出して、いい？　それでも私は正しい？」

「誰だれに許しを求めている？　お前が望めばいいだけの話だ。お前がちゃんと踏み出すなら、俺はお前が何を選んでも、それを肯こう定ていしてやる！」

　城下は一つ頷うなずいて、今度は明確な意志を持って左足を前に出した。

　そうして、ひなげしに似た薄うす緑みどり色いろのその花は、細い茎くきを精せい一いつ杯ぱいに伸のばして。

「ああ、扉とびらが開いたぞ」

　キララの嬉しそうな声を受けながら、透とう明めいに結けつ晶しよう化かした。







　その後、レースは仕切り直しとなり、勝負を決めたのは、やはりグレートスーパーループだった。俺のマシンは軽量化の影響で、コースアウトして、それで大おお幅はばにタイムをロスした。一方の城下のマシンは、あれ程ほどコースアウトを恐れていたというのに、見事にループを攻こう略りやくした。

　いや、確かに一いつ瞬しゆん、城下のマシンは大きく揺れたのだ。けれど、なにか物凄い遠心力──というかビデオの巻き戻しのような力がその瞬しゆん間かん働いて、城下のマシンはコースに戻った……ように見えた。その後、どうも脳を何度も揺さぶられたような感覚が残っていたのだが、結局原因がわからなかったから、気のせいだと思うことにした。

　とにかく、そういう訳で、勝負は、城下の勝ちだった。

　勝者へのキス──を敢かん行こうしようとする鈴木に追い掛かけ回されながらも、楽しそうに笑っている城下の胸に、もう花はない。

「さて、扉の方も開いたみたいだけど、な？」

　俺は呟つぶやきながらキララの姿を探したのだが、目が届く範はん囲いにキララはいなかった。

「どこに行った？」

「僕ならここにいるけど？」

　その声に振ふり向けば、そこには尾田がいた。

「いや、キララを……」

「うん、いないね。まあ、それはすぐに探しに行くとして。多加良、例の約束覚えているよね？」

　口調はいつも通りに穏おだやかだったが、尾田の笑え顔がおには妙みような迫はく力りよくがあった。

「あ、ああ。覚えている。この勝負に負けた場合、例の請せい求きゆう書しよは俺のポケットマネーで立て替かえる」

「そう。それと？」

「部費の補ほ充じゆうはバザーで資金集めをするので、その客寄せを一生懸けん命めいやること」

　今日の勝負の条件を話したとき、尾田がそれを吞のむ代わりに俺に提示した交こう換かん条件を、俺は一字一句間ま違ちがえずに復唱した。

「忘れていないね。じゃあ、バザーの時にはよろしく」

　やっぱり、最近の尾田は会計として迫力がつきすぎだと思う俺だった。




　　　　Ｏｆｆ　Ｒｅｃｏｒｄｓ




　生徒会長の勝利の口づけから逃にげ回った末に、広い和邸ていの一いち隅ぐうで迷子になっていた円菜を見つけてくれたのは、やっぱり幼おさな馴な染じみだった。

「会長に尾行つけられなかったかっつーの？」

「パンダには注意したから大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　端はたから聞けば、大手の答えはおかしなものだろうが、実際にパンダ──柄がらのコートを着た──男に追いかけられた円菜には、安心する一言だった。

「はい、これ」

　そして、自分のことをよく知る幼馴染みが差し出したのは消毒薬と絆ばん創そう膏こうだった。

「相変わらず、用意がいいっつーの」

　手に持ったままだったミニ四よん駆くと交換でそれを受け取って、円菜は小さく笑った。

「やっぱり、円菜のマシンは強かったな」

　当たり前みたいに、自分の隣となりに腰こしを下ろす大手を横目に見ながら、円菜は軽く頷いた。

　出場前はかなりごねたし、レース中も色々あったことを思い出して、急に幼馴染みの顔を見るのが恥はずかしくなる。

「……もう、傷はいいの？」

　けれど、ずっと聞けなかったことを聞くには今しかないような気がして、口を開く。

「傷って、円菜。いつの話をしてるわけ？」

　少し、怒おこったような声が返ってきて、円菜は膝ひざを強く抱かかえた。

「……怒ってないから。でも、もうおれの怪け我がのことを気にするのはやめてくれ」

　真しん摯しな声に顔を上げれば、声と同じに真しん剣けんな顔がそこにあった。

「おれは、円菜が実験している時の顔が一番好きだから。だから、これからも円菜の実験に付き合わせて欲しい」

「……わか、った」

　その〝好き〟がどういう意味のそれかはわからなかったけれど、円菜は頷いた。異常気象のせいばかりでなく、頰ほおが熱くなるのを感じたけれど、それには気がつかない振りをして。

「じゃあ、午後からさっそく、新しい実験に付き合ってもらうっつーの」

　そう言って笑えば、同じく笑う幼馴染みの顔があって、円菜は嬉うれしくなった。
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　静かな静かなその場所に、ふと金属の擦こすれる音が響ひびいて。

　マイカが振り向けばそこには、かのう様と呼ばれる存在が立っていた。

「どうやら弟おとうと君ぎみが〝力〟を振るわれたようですのう」

「そうです、ね。でも、キララ、は、弟、ではない、です。そういう区別は、ありませ、ん」

「あくまで双ふた子ごであられるということかのう？」

　マイカがそれに小さく頷うなずけば、かのう様がそれ以上問うこともなかった。

　けれど、気を悪くした風もなく、衣きぬ擦ずれの音をさせながら、かのう様はマイカとの距きよ離りを詰つめ、再び問う。

「ところで、キララ殿どのが力を使われても、問題はないのですかのう？」

「この、位の、力なら、何度使っても、生じる誤差、は、予想範囲内で、す」

　答えながら細く繊せん細さいな鎖くさりを少女はその首から外す。だが、首くび飾かざりに見えたそれは水すい晶しようのような小さな球体の中に文字盤ばんを埋うめ込んだ時計だった。少女の小さな手のひらの中でころりと球体が回れば、文字盤の裏の歯車といった機械の構造が見える。

　その時計を見てマイカがもう一度頷けば、

「ならば安心ですのう」

　かのう様は、そう言って楽しげな笑えみを唇くちびるに浮うかべた。

　相手の機き嫌げんがいいのを見て取って、マイカは自らの胸の中に留とどめておいた疑問をぶつけてみることにした。

「かのう様、は、ここで、ずっと、願いを。人の願いを、叶かなえて、いるのです、ね？」

「そうですのう。もう長いこと、そうしておりますがのう。それがなにか？」

　絹糸のような髪かみをかき上げながら、改めて向けられた黄金きん色いろの双そう眸ぼうに、マイカは一いつ瞬しゆん吞のまれる。すべてを見み透すかすようなその眼まな差ざしに。

　けれど、今更問いを引っ込めることもマイカには出来なかった。

　いつか人間がそうしていた様に、深呼吸を一つして、もう一度その花びらのような唇を開く。

「あなたが、願い、を、叶えた時、人間は、幸せに、なります、か？」

「……そうだのう。少なくともその瞬しゆん間かんは幸せだと思いますがのう」

　人事のようにかのう様はそう言ったけれど、マイカはその事実だけを受け止めた。

「そう、です、か。……それ、は、羨うらやましい、です」

「羨ましい、とは何なに故ゆえに？」

「わたし、は。人間が、扉とびらを開けた、その後を……その先、を、見たことが、ない、から。扉が、開いたら、もう次の、場所へ運ばれ、て。……いつ、も、人に、必要と、されるの、は、キララだから」

「……それ故に、マイカ殿どのは願われるのですかのう」

「たぶ、ん」

　マイカの胸の辺りに目線を落としながら、かのう様は、すべてをわかった顔で頷く。

　そこにあるという植物はマイカには見えないけれど、つられてそこに視線を落とす。

「ようやく、蕾つぼみがついたところですのう」

　やはりそれを見ることが叶わなかったマイカに、かのう様はそう教えてくれた。

「ですが、多分、などとおっしゃっている内は植物はなは咲さきませぬのう。確かに叶野の地では願いを叶えることができますよ。けれど、強く願っていただかねば植物は咲きませぬのでのう」

　おそらく植物に触ふれているのだろう、指先をマイカの胸に向けながら、少し困ったような、それでいて楽しそうな表情をその白い面おもてに浮かべて、首を傾かしげた。

　けれど、その目はもうマイカを見てはいなかった。だから、マイカはそこで彼女に問うことを止やめた。

　マイカと同じく首から下げた時計を指先でもてあそびながら、かのう様は歌うように呟つぶやく。

「まだ、時間もあることだしの。もう一つ仕し掛かけを作ろうかのう」

　そうして、何かを決めたらしくかのう様は、マイカには見向きもせずにひとりごちると、訪おとずれた時と同様に、唐とう突とつに消えたのだった。
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どうか、人よ。扉を開けてください。

そして、新しい道を示してください。

そうして、私にその先にあるものを見せてください。

もしも、その新しい道に花が咲いているのなら、わたしも歩きだせるかもしれません。

そうすれば、わたしにも〝未来〟を選べるかもしれません。







「おーい、キララー、いるかー？」

　ミニ四よん駆くレースが終わって、俺の方は植物を摘つめたからいいとして、キララの方の状じよう況きようは〝扉が開いた〟ということしかわからないままだった。どちらの扉が開いたのかを知ろうにも、肝かん心じんのキララの姿が煙けむりのように消えたままではお手上げだ。

　そういうわけで、俺たちはとにかく広い和邸ていの敷しき地ち内を分かれて、キララの捜そう索さくをしているのだった。

「キララー。ったく、どこにいったんだ？」

　声を張るのにも疲つかれて、俺は休める場所はないかと周囲に視線を巡めぐらせた。そして、中庭の中に温室を見つける。少し目を凝こらせば、その中にはベンチが見えて、俺は中に入ってみることにした。

「……花時計か」

　そして、温室の中に円状に植えられた花々を見て、呟く。

　俺は、かのうとのゲームに花が関係していると知った時点で、ある程度は植物学の知識を頭に入れた。花の名前を知っておけば少しは願いを叶かなえる時のヒントになるのではないかと考えたからだ。実際は〝花〟と〝植物はな〟は見た目が似ていても全く別物だから、いまのところはこの知識はあまり役に立っていないが。

　花時計の知識もその過程で得たものだったが、実物を見たことがなかった俺は、キララのことをしばし忘れてその観察に没ぼつ頭とうする。

　普ふ通つう〝花時計〟と呼ばれているのは文字盤ばんの部分に折々の花を配置して、その頭上を大きな針が周回し時刻を表示するものだ。でもそれは正しくは〝花か壇だん時計〟と呼ばれるべきもので、本当の花時計は、決まった時間に花が咲いたり閉じたりする植しよく物ぶつを円形に植えて、花の様子から時刻を知ることが出来る、そういうものなのだ。

　だから、今の時間はアマゾンユリが咲いているのを見れば十一時だとわかる。

　この花時計は最初にこれを試作した植物学者カール・リンネの実じつ践せんに忠実だった。植物は体内時計のコントロールで花を咲かせる。それ故ゆえに、こんな風に時間を表すことができる。

　植物がこんな風に確かに体内時計をコントロールしている一方で、俺たち生物の体内時計は外部の環かん境きようのリズムに自分のリズムを合わせるので、時計と呼ぶには正確さに欠ける。

　そこまで考えて、俺は〝何か〟に違い和わ感かんを抱いだいた。

　なんだ？　何が問題だ？　俺がその答えを求めて更さらに深い思考に入ろうとした、そこで、

「あーっ、多加良ちゃんみーっけ！」

　彩波が俺の背中へダイブしてきたので、結局俺は思考を中断することになった。

「彩波、俺たちが探しているのはキララだぞ？」

「あ、そうだったねっ！」

　俺の指し摘てきに彩波はまったく悪びれることなく、笑った。

「でもでも、多加良ちゃんも、キララちゃんを探さないで、お花を見てたんだから、彩波とおあいこだよねっ」

　それを言われてしまえば、俺には返す言葉が無かった。

　改めて俺がベンチに腰こしを下ろせば、彩波もその隣となりにちょこんと座る。

「ねえ、いま多加良ちゃんとキララちゃんは正解まるの扉とびらを選ぶゲームをしているんだよね！」

「ああ、そうだ。……彩波は、かのうから他ほかに何か聞かされているか？」

「ううん、別にっ！　彩波はね、かのう様の憑より坐ましだから余計なことは聞かないんだよっ」

　本当に無む邪じや気きに彩波はそんなことを言った。

　かのうの存在にも、自分がその憑坐であることにも何の疑問も持っていない彩波に、ふと俺は尋たずねてみたくなった。

「なあ、彩波。お前はかのうの憑坐であることを選んだのか？」

　どこか婉えん曲きよくなその問いを彩波が理解してくれるかどうか不安はあったが、どうしてもそう訊いてみたかった。

「あのね、多加良ちゃん。大切なのはね、彩波じゃなくて、かのう様が彩波を選んでくれたってことなんだよ」

　返ってきたのは思いがけず真しん剣けんで、しっかりとした言葉で。俺は正直驚おどろいた。

「だから、それでいいんだよっ！」

　でも、彩波はすぐにいつもの少女に戻もどって、また無邪気な微笑ほほえみを俺へと向けた。

「けど彩波、かのうが選ぶって……」

　俺が更に問いを重ねようとした、その次の瞬しゆん間かん。カメラのフラッシュのような閃せん光こうが、俺の視力を一いつ瞬しゆんにして奪うばい──瞼まぶたの裏で明めい滅めつが完全に静まって、そして俺が次に目を開いた時。

　そこにはもう、彩波の姿は無かった。

　代わって俺の隣に腰を下ろしていたのは、銀糸の髪かみに、金の瞳ひとみの、彩波とは似ても似つかぬ妖よう艶えんな女──かのう、だった。

「やっぱりでてきたか、妖よう怪かい」

「ほほほ。相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだのう。笑わぬと笑い方を忘れてしまうのではないかのう？」

「そんな心配は無用だ。むしろ俺はお前の出現で不ふ機き嫌げんになったんだが？」

「つれないのう。せっかく陣じん中ちゆう見み舞まいにきたというのにのう。なにか聞きたいことがあれば今日は特別さーびすで答えてもいいのにのう」

「かのうのサービスなんていらない」

　俺はそっけなくかのうに言った。俺は〝サービス〟という言葉自体はお得感があって好きだが、かのうの持ち出す、しかも〝特別〟がついたそれなど危険すぎる。

　確かに、今回のゲームは不可解というか、不確定な要素が多すぎて、聞きたいことは山ほどある。だが、だからこそここでかのうにあれこれ尋ねても、却かえって混乱するだけだと思うのだ。

「のう、多加良。こうして並んでいると、でーとのようではないかのう？」

「……俺は妖怪とそんなことを楽しむような異常者ではない」

　俺が見向きもしないでいると、かのうはベンチに腰かけたまま足をぶらぶらさせる。その度たびに、裸足はだしの足首に嵌はめられた連環わがぶつかりあって、しゃらしゃらと鈴すずに似た音を奏かなでる。

　その仕草は、妙みように幼くてかのうには不ふ釣つり合あいな無邪気さがあった。

　彩波によく似た無邪気さ。

　だから俺は、先刻彩波に向けた問いの続きをかのうに尋ねてみる気になったのかもしれない。

「……なあ、彩波がさっき言ってた、かのうが彩波を憑坐に選んだっていうのは本当か？」

「これはまた、唐とう突とつな問いだのう」

「かのうと彩波は一心同体みたいなものなんだから、話の流れはわかっているだろうが。だから唐突でもなんでもないだろ」

　軽く揶や揄ゆするように言われて、俺が言い返せば、かのうは小首を傾かしげてみせる。

「確かに妾わらわは彩波の体を借りるがの、一心同体とは少し違ちがうかのう？」

　その言葉に、今度は俺が首を捻ひねる番だった。

「違うのか？」

「まあ厳密に言えばのう」

「じゃあ、かのうの本体からだはどこか他ほかの所にあるのか？」

　好こう奇き心しんのままに俺は問いを重ねるが、かのうは自らの唇くちびるに人差し指を当てて、答える意思がないことを示して見せる。

　なんということの無い仕草なのに、変に心がざわつく。空気の重さが変わったような気さえしてきて、俺は思わず体を後ろに引いていた。

「ふふふ、多加良、どうした？　妾にどきどきしたかのう？」

「……そんなわけあるかっ！　別にっ、お前のことなんて俺はどうでもいい!!」

「それはそれで寂さびしいのう。でも、初めの問いには答えておこうかのう」

　片手で頰ほお杖づえをつきながら、そう言うかのうは既すでにいつもの軽い調子に戻っていて、俺は正直拍ひよう子し抜ぬけしたが、それを気取られるようなことはしない。

「確かにのう、妾が彩波を選んだよ。一番可愛かわいらしかったからのう。……選せん択たく肢しが限られているのならば、それが人情というものであろうからの」

　かのうの答えは、彩波の真剣さに比べれば軽いような気がした。それでも、はぐらかさず、噓うそを吐つかずにかのうが答えたことだけはわかった。同時に、かのうがこれ以上はこの話題を話す意思が無いことも。

「ところで、の。多加良よ。制限時間のことは忘れておらぬよの？」

「……忘れるわけが、ないだろう」

　あの植物の急成長を目にすれば、嫌いやでも時間のことを気にするというのに、それを知りながら尚なおもかのうは確かめるように──否いや、俺を試ためすように問う。

　その黄金きん色いろの虹こう彩さいを、もはや春となった日差しの色に染めながら、俺を見て。

「忘れておらぬのなら、いいよ。とにかくのう、時計をよく見ることを忘れぬようにのう」

　含ふくみのある笑いを浮うかべて、かのうは自らの時計を軽く揺ゆすって見せた。

「時計なら……」

　見ていると、俺が言いかけたところで、また一瞬の明滅に目を灼やかれて。

　もう一度目を開ければそこにはもう、かのうの姿は無く、かわりに少し疲つかれた顔の彩波がいるだけだった。
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いつだって私は間ま違ちがえてしまいます。

それは正しい答えがわからないからで、私の答えは認められないからです。

だから、もう答えを出すのはやめます。

正しいことはいつだって他人に決められてしまうのだから。

私には、選べないのだから。

だったら、誰だれかの言うことを聞いていれば私はきっと間違えないでしょうから。
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　和邸ていを午前中いっぱい捜そう索さくしても、結局俺たちはキララの姿を見つけることが出来なかった。

　そして、前回の件を踏ふまえて、城下が正解まるの扉とびらを開けたとするならば、キララは次の扉の持ち主のところに移動したのではないか、という推測を有力な物として考えることにした。と、それはいいのだが──

「さて、そうするとどこから探したものか」

　今更ながら、キララに携けい帯たい電話でも持たせておけばよかったと俺が後こう悔かいしていると、タイムリーに俺の携帯電話が震ふるえた。

　番号表示が叶野学園のそれであることに、少々不安を覚えながら──何しろ、午前中は仮け病びようで欠席している──電話に出ると。

「おお、多加良か？　こちらはキララ様だぞ！」

　さんざん探した子どもの声がして、俺は軽く拳こぶしを握にぎった。

「……キララ、もしかして、いま叶野学園がつこうか？」

「おお、なぜわかるんだ？」

　携帯電話の着信通知機能を知らないらしいキララが大おお袈げ裟さに驚おどろいたのは、この際流して。

「それで、今、誰と一いつ緒しよにいる？」

「セクハラ仙せん人にんとだ！」

「え、もしかして水月が次の扉の持ち主なのか？」

「違ちがうぞ。それは別の女だぞ！」

「そうか」

　だがこれで、城下が鍵かぎの扉を開けて、俺たちの○×ゲームの問題が一つクリアされたことはわかった。

「じゃあ、これから俺たちも行くから、保健室でちょっと待たせてもらえ」

「わかったぞ。早くくるんだぞ！」

　いままでお前を探していたんだが──という言葉は飲み込んで、俺は電話を切った。

「キララさんからですよね」

「ああ。叶野学園にいた」

　俺がそう言うと、羽黒はとても安心した様子でほっと息をついた。

「でも、ということは。ゲームは進んでいて」

「次の扉にも叶野学園生が関かかわっている、ってことかな？」

　与あたえられた情報量が同じならば、桑田と尾田も俺と同じ推察に至る。

「だろうな。というわけで、行くぞ」

　そうして、俺たちは仮病という口実も忘れて、ぞろぞろと学園へと向かったのだった。
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　言われた通り、保健室で待っていたキララは、

「城下は扉を開けられたぞ！　ちゃんと、扉をくぐった！　そんでもって、次に扉が現れた人間もわかったぞ！」

　会うなり、俺たちの推理と違わぬ事実を告げた。

「だから、もうすぐマイカに会えるぞ！」

　それが最後の扉だからか、俺たちを迎むかえたキララは少しはしゃいでいた。

「でも、次の扉のところには勝手に移動できるなんて便利だね」

「便利でも、私たちは心配してしまいます」

　軽くキララを抱だきしめながら羽黒が言う。もう完全に自分の弟として扱あつかっている。

「そうよ」

　桑田もぽんぽんとキララの頭を叩たたいて、羽黒に同意を示した。

「でも、いつも大体そうだぞ。オレとマイカには家がないから、離はなれ離ばなれになった時にはそうやって誰かの扉の前で待ち合わせるしかないんだぞ」

「なるほど、な」

　人間のように親がいないことに加えて、家もないのではキララとマイカのこれまでの日々は決して平へい坦たんではなかったのだろうと思う。それ故ゆえに、結びつきも強いのだろう。

「じゃあ、さっさと次の扉の持ち主のところに案内してもらうか」

　まだ昼休みの時間内だが、残りはどれくらいだろうと俺はいつもの癖くせで腕うで時ど計けいを見ようとして、それがまだキララの腕にあることを思い出した。

　一いつ瞬しゆんキララに返して貰もらおうかとも思ったが、この間手首の辺りに作った擦すり傷きずがちょうどかさぶたになりかけているところで、ベルトがあたれば痛そうだったから、保留することにした。

「ええと、桑田、昼休みは残り何分だ？」

「十分弱、ね」

「なら、顔を見ておくくらいはできるな」

　俺がそう言いながら、同意を求めれば、その場の全員が頷うなずく。

「よし、じゃあみんな、キララ様について来い！」

　と、調子が上がりまくりのキララに先導を任せて、俺たちは最後の扉へと向かった。




「あの女だぞ」

　廊ろう下かの角に隠かくれて、前方を示すキララの指先を追っていって、キララを除く俺たちはものすごく気が重くなった。

「キララ、お前が指差しているのは、あのふわっとした髪かみの毛の女子か？」

「そうだぞ。ちょっとマイカの髪の毛に似ているぞ」

　マイカに似ているかどうかはともかく、俺はキララの指差している人物が二年生の草くさ川かわ日ひ和よ里りで間ま違ちがいないことを確かく認にんすると、軽い目め眩まいを覚えた。

「……草川さんかぁ」

「よりによって例の騒そう動どうに嚙かんでいる人なのね」

「……二年生の騒動ことですけど、私も知っています」

　そして俺を除く三人の反応も、殆ほとんど似たもので、俺たちの頭上には暗雲が垂れ込めた。

「騒動もあそこまでいくと、抗こう争そうだな」

「もしかして、あの人間は、ご、極ごく妻つまなのかっ！」
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　キララよ、なぜお前がそんなものを知っている？

「や、やめろっ。背が縮むっ！」

　キララの抗こう議ぎは受け入れず、そのつむじを押すという嫌いやがらせを続けながら、俺はその騒さわぎの記き憶おくを遡さかのぼる。

　女子ソフトボール部次期部長の白しら石いし弥生やよいと、女子サッカー部次期部長の黒くろ居い飛鳥あすかの対立が、表面化したのは確か一月ほど前のことだったと思う。そして、それは短い期間にエスカレートして、いまや抗争の様相を呈ていしている。

　確かに最初は二年生間の個人的な対立だったと聞いているのだが、ここまで大事になったのにはいくつか理由が考えられる。

　その一つは、当事者が大人数を擁ようする部活の次期部長であったことだ。個人の問題に部活間の問題が絡からみ、更さらに軋あつ轢れきは深まり、両陣じん営えいの一年生部員までが廊下で小こ競ぜり合いをする始末。

　雪だるま式に大きくなる問題に、とうとう生徒会も介かい入にゆうを試みることにした。が、俺たちが手段を考えている間に、例によって鈴木が単独行動に出て──「女の子って怖こわいよう」と泣かされて帰ってきた。しょせん肩かた書がきだけの生徒会長には荷が重かったということだ。

　そこで、改めて両者の間をとりなそうと、俺たちが色々策を練っていたところに、今回の○×ゲームが持ち上がってしまい、一時棚たな上あげとなったのだが。

　その間にも事態は悪化の一いつ途とを辿たどり、その拡大の一いつ端たんが草川日和里というわけである。

　彼女は吹すい奏そう楽がく部の次期部長であると同時に、白石、黒居の共通の友人でもあった。

　そして、草川率ひきいる吹奏楽部が、よりによって同日に開かい催さいされる両部活の春季大会のどちらに応おう援えん演奏に行くか──これが新たな火種だった。

「状じよう況きようは更に悪くなって三さん竦すくみ、か」

「これ以上、悪くならないという保証もないわ」

「……どの部活も楽しそうですのに、このままでは」

　尾田と桑田は空中に、羽黒は床ゆかに視線を落として重いため息を吐つく。

「なんだ？　せっかく最後の扉とびらなんだからもっと張り切るんだぞ！」

　キララが拳こぶしを頭上に高く振ふり上げて、俺たちを鼓こ舞ぶしようとしたがだめだった。はっきり言って火中の栗くりを拾いにいく覚かく悟ごが必要だった。

「あのさ、吹奏楽部が分散して応援に行くっていうのはだめなのかな？」

　尾田が一いち縷るの希望に縋すがるように、提案してみるが、

「女同士の戦いでは、そんな曖あい昧まいなことは通用しないのよ」

「……そうです、ね」

　桑田はばっさりとそう切り捨てて、羽黒もやけに真しん剣けんな相あい槌づちを打った。

「そ、そうなのか？」

　キララの腰こしが引けるほど、二人の声には実感がこもっていた。

「仮にそれで両者が良いといっても、根本的な解決をしなければ、抗争は終わらないだろ」

「だよね」

　がっくりと肩を落として、それきり尾田は口を噤つぐんだ。

「……でも、まさか草川さんの所に扉が現れたからって、その片方がソフトボールの応援で、もう一方がサッカーだなんてことはない、ですよね？」

　おそるおそる、という感じで羽黒が上うわ目め遣づかいに俺たちを見上げて問うのに、

「まさか、ないだろ？」

　一いち抹まつの不安を拭ぬぐいきれずに、俺たちはキララを見た。

「いや、前に夕飯のおかずをヒレカツにするかメンチカツにするかで迷っていた主婦の前に扉が現れたことがあるから、どうだろうな？」

　そんな答えが返ってきて、なんともいえない沈ちん黙もくが俺たちの間に落ちた。

〝進化〟ってなんだ？　今更ながらその定義に疑問を抱いだいてしまったところで──予よ鈴れいではなく本ほん鈴れいが鳴った。

「あら？　ごめんなさい。私の時計遅おくれていたみたい。でも、おかしいわね、朝までは合っていたのに」

　珍めずらしく桑田が、はっきり焦あせりと見て取れる表情で告げて、

「しょうがない。この件は放課後に持ち越こしだ！」

　俺がそう決めて、俺たちはそれぞれの教室へと走り出した。
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　放課後、俺たちは草川、白石、黒居の三者を生徒会室に呼び出した。

　草川の前に現れた扉の正解が、白石と黒居のどちらかを選ぶ、だという考えにはあまり賛同できないが、その一方でこの三人を中心とした騒動を放置しておくのも限界だった。

　一石二鳥を狙ねらうつもりは無いが、沈ちん静せい化かは無理でも小康状態に置いておきたいというのが、俺たちの偽いつわらざる気持ちだった。

「どうぞ」

　桑田がハーブティーを三人の前にそっと置く。だが、誰だれも口をつけようとしなかった。

　草川を間にして座っている白石と黒居は、距きよ離り的てきには離はなれていないにも拘かかわらず、お互たがいの顔を見ようともしない。間に置かれた草川はといえば、一度だけ二人の顔を交こう互ごに見たが、あとはどちらに肩かた入いれしてもいけないと思っているのか、下を向いたまま顔を上げない。

　思い切り体育会系で、体格のいい二人に挟はさまれていると、草川は華きや奢しやな体つきをしていることもあって、なんだか押しつぶされてしまいそうに見えた。

　冷めていくお茶を目にして桑田がため息をつけば、それが合図となった。一応、室内には尾田と羽黒、キララもいたがしばらくは口を出さない約束だ。

　俺は、三人の内の一人が口を開くのをしばらく待ったが、結局誰も口を開かないので、俺が仕切ることにする。

「単刀直入に聞こう。白石弥生、黒居飛鳥、お前たちは何を揉もめているんだ？　そして、問題が解決すれば関係の修復は可能か？」

　二人に公平に視線を向けながら俺は尋たずねたが、どちらからも答えは無かった。それどころか俺の方を見もしない。まあ、互いにそっぽを向いているわけだから、正面に座った俺の顔が見られるはずもないのだが。

　それでも、こうして集まったからには、彼女たちも事態の解決を望んでいるのだと思いたい。そこで仕方なく、俺は質問の相手を変える。

「……草川日和里、二人の仲たがいに心当たりは？」

「え、あ、わたしに聞いているの？」

　俺の視線は草川に注がれているのに、なぜか草川はわざわざそう聞き返す。

「ああ、そうだ」

「そうなの。……あの、でも二人が話さないならわたしも喋しやべれないよ」

　一いつ瞬しゆん俺のところを見たと思ったら、すぐにまた俯うつむいて、草川はぼそぼそと答えた。

　本当に、彼女が次期部長で吹すい奏そう楽がく部は立ち行くのかと、俺はちょっと不安になった。その頼たよりない風ふ情ぜいからして、上級生だというのも怪あやしく思う。

「……だれも喋らないんじゃ、こうしていても時間の無む駄だだわ」

　俺にだけでなく三人に聞こえるように桑田が言う。心なしか辛しん辣らつなのは、せっかく淹いれたお茶を飲まないという無作法をされた為ためだろう。

　だが、確かに桑田の言う通りで、三人集めればそれぞれの言い分をぶつけてくるだろうと踏ふんでいたのだが、予想外の沈黙状態は時間の無駄というほかなかった。

「あー、三人での話し合いは無理そうだから、これから一人ひとり、別の部屋で意見を聞こう。それで、三人の意見を取りまとめて、生徒会が指針を示すという方向で、どうだ？」

　この意見に、とりあえず三人は了りよう承しようの意思を見せた──ただし、草川は二人が頷うなずいたのを見てから、自分も倣ならったという感じだったが。

「ええと、じゃあ、これから……」

「ちょっと待って」

　俺が部屋割りを考え始めたところで、白石から急に制止された。ようやく発せられた彼女の声は低音で、威圧感があった。

「あたしたちも大会が近いのよ。だから、今日はここまでにして、続きはまた明日の休み時間にしてくれない？」

　申し出の形を取りつつも、白石の声には高圧的なものがあった。その理由はもっともだったが、俺たちの方のタイムリミットも考こう慮りよにいれなければならない。だから、すぐには返事をしないでいると、

「こっちも大会に備えて、特別なメニューを組んでいる。あとは明日だ」

　今度は断定的な口調で黒居に通達をされる。

　そして、その間に挟まれた草川は、二人の顔色を窺うかがうように見てから、

「ええ、と……あの、わたしも練習がありますから」

　と、小さい声で言った。

　三人から、本日は続行不可の意向を示された俺は、敵の手て強ごわさに頭を抱かかえたくなった。

　けれど、表面上はさして困った風も見せず、鷹おう揚ように頷いてみせる──ここで上級生に舐なめられるわけにはいかないという妙みような意地もあったのだが。

「わかった。今日のところはそちらの意見を吞のもう。だけど、明日はきっちり喋ってもらうから、言いたいことがあったら今日中にまとめておけ」

　俺がそう言えば、用は終わったとばかりに白石と黒居は颯さつ爽そうと椅い子すから立ち上がった。そして、そのまま入り口に向かうかと思いきや、まず黒居が草川を見て、

「日和里、今日も部活の後は、いつものところで待ってて」

「う、うん」

「ちょっと、何いってんの？　日和里、今日はあたしと帰る約束だよね？」

「……う、ん」

　どちらにも同じ返事をする草川を間に挟んで突とつ如じよ、二人は火花を散らし始めた。

　それはどこか芝しば居いじみた、けれど迫力のある光景で。

　ガタンっ、という音と共にキララが椅子から落ちるのも納なつ得とくの、怖こわさがあった。

「お、落ち着いて」

　たまらず尾田が声をかけるが、二対ついの目ににらみ返されて引き下がる。

「……生徒会室で暴れることはもちろんだが、どこであっても暴力沙ざ汰たを起こすようなことがあったら、大会出場など泡あわと消えるぞ」

　仕方なく、俺は脅おどしとも取れるような切り札を出した。

　俺が改めて言うまでもなく、二人はこの点を肝きもに銘めいじているはずだ。というか、両者の争いにぎりぎりで歯止めをかけているのはおそらくこの一枚のカードだ。

「わかっているわ」

「わかってる」

　白石と黒居はそういいながら、もう一度だけ相手と目線を交差させて、思い切りそっぽを向いて、今度こそ、生徒会室を後にした。

「それじゃあ、失礼します」

　心なしか疲つかれた表情の草川が、二人に少し遅おくれて部屋を出ると、張り詰つめていた糸が切れたように生徒会室の雰ふん囲い気きは緩ゆるんだ。

「う、噂うわさ以上に怖かったですね」

　羽黒が抱いだいた感想は、俺たち全員の心の声を代表するものだった。

「でも、なんにもわからなかったぞ！　この扉とびらさえ間ま違ちがえなければオレは……」

　マイカに会える──と続けたかったのだろうが、その言葉があまりに自分本位に過ぎるとでも思ったのだろうか、キララは口を噤つぐんだ。

　ここ数日の間に、キララはキララで何か学ぶところがあったのかもしれない。

「でも、今日はもう話を聞けなくなってしまったわね」

　新しく淹れたお茶を俺たちの前に置きながら桑田が事実のみを述べる。

「まあな。けれど全く得るものが無かった訳でもない」

　気分が和やわらぐようなハーブティーの香かおりを楽しみながら、俺が言うと、

「といいますと？」

　羽黒が首を傾かしげて、先を促うながす。

「少なくとも、この抗こう争そうの原因は噂に聞いているような、白石と黒居の部活の問題には無くて、そもそもは草川にありそうだってことくらいはわかった」

　そして、それを突つき詰めていけば、いずれは草川の前に扉が現れた理由も、その目の前に提示されている問いもわかる気がする。

「でも、やっぱりあの二人に対たい抗こうするには、こっちも体力が必要そうだな」

「……それなら、今日はもう解散？」

　尾田に頷うなずき返せば、他ほかに異議を申し立てる者も無く、明日に備えて今日は休息をとる、ということになった。

　一応、キララの胸の植物を観察すれば、小さな蕾つぼみがそこから成長した様子も見られなかった。

「残る問題は今日のキララの宿しゆく泊はく先さきだな」

「いいわ。今日は私のところに泊とめてあげる」

　俺と桑田しか残っていない状じよう況きようで、じゃんけんを持ちかける前に、桑田が自ら名乗り出た。

「よし、美名人の家か。いいぞ、泊まってやる！」

「ひとつ言っておくけど、私の家に泊まるからには朝と晩の稽けい古こには一いつ緒しよに参加してもらうわよ？」

「お、おお！　わかったぞ！」

　桑田に覚かく悟ごを問うような視線をむけられても、キララはちゃんとそれを受け止めてみせた。

「それじゃあ、今日はここまでだ」




　　　　４




　六日目の土曜の朝、桑田と登校してきたキララの顔は心なしか赤かった。そこに加えて、桑田の半歩先を行っては振ふり返る奇き妙みような行動。

「風邪かぜ……ということもなさそうだな。どうした？」

　前日までとは若じやつ干かん異なるパターンが単純に興味深かったので、俺が問えば、

「な、ななな、何もないぞ！　でも、もう美名人の家はだめだっ！」

　今度は明らかに赤面して、何もないという台詞せりふを裏切りまくっていた。

「それで、何があった？」

　キララが話にならない状態なので、桑田に水を向けてみても、首を傾げるばかりだった。

「ホラー映画も見せていないし、おばけの話もしていないし。昨日は稽古のあとに、食事をして、一緒にお風ふ呂ろに入っただけよ」

　桑田が昨日の行動を辿たどれば、最後の〝お風呂〟のくだりでキララの肩かたが跳はねた。

　そうか、そこか。それは確かにお子様には、刺し激げきが強かったのだろう。

「み、美名人はハレンチだっ！」

　顔を真っ赤にして、ひっくり返った声で叫さけぶと、とうとうキララは俺の手を握にぎった。

　それはつまり、今夜の宿は秋庭家に大決定したということだった。

「わかった。今晩は家に泊めてやる」

　ちょうど家族は温泉旅行に行っているし、布ふ団とんも空いているから、大だい丈じよう夫ぶだ。

　それよりも、考えるべきは○×ゲームとキララの植物のこと。それと叶野市の異常気象かそく。

　今日の気温がどこまで上がるかわからないが、昨日は四月並みの暖かさだった。景色自体はまだまだ冬ふゆ枯がれが目立つが、このままでは春の花が一いつ斉せい開花するのも時間の問題だろう。

　登校してくる生徒も、上着を小こ脇わきに抱かかえている者はまだいいが、シャツの上にベストという軽装の者もちらほらといる。

「急がないとな……」

　呟つぶやきながら、いつもの癖くせで眼鏡めがねのフレームを撫なでれば、その拍ひよう子しにキララと繫つないでいた手が離はなれてしまった。

「あ……」

「あ、悪い」

　慌あわてて繫ぎなおすが、ふとぶつかったキララの目は不安そうに揺ゆれていた。

「どうした？」

「いや、なんでも……」

「言いたいことをお腹なかの中に溜ためておくのは良くないわよ？」

　俯うつむくキララの両りよう頰ほおを手のひらで挟はさんで顔を上げさせながら桑田が促せば、キララは口を尖とがらせる。

「美名人は強ごう引いんだぞ」

「それは失礼いたしました」

　澄すまして答える桑田の手をどけながら言うキララは、けれど口で言うように嫌いやそうな顔はしていなかった。

「あのな、いまちょっと思ったんだぞ。繫いだ手を離されるのは寂さびしいって。あっ、で、でも別に多加良が好きだからじゃないぞ！」

　俺が好きうんぬんの下りを、なぜか桑田に強調して言ってみせたのが気にはなったが俺は追つい及きゆうせずに、キララの話の続きに耳を傾かたむけた。

「それで、な。ちょっと考えてみたら、オレがマイカの手を離したことはあっても、マイカがオレの手を離したことって、いままでなかったんだぞ」

「それは、マイカがキララのことを好きだからじゃないかしら」

「……そう、思うか？」

　桑田の台詞はキララの望むものに近いと思ったのだが、それを聞いたキララの表情は却かえって沈しずんだものに変化した。

「どうしてそんな顔をする？」

「だって、もし、マイカがオレのことを好きでいてくれたとして……好きなやつに手を離されたら、寂しいと思うんだ」

「そうね、寂しいし、悲しいわね」

　キララの考えに軽く目を伏ふせて桑田が同意すれば、キララは今にも泣き出しそうな顔をする。

「じゃあ、もしマイカがキララの言うように寂しがっていたんだとしたら、それがわかったお前はどうする？」

　視線を落として、俺はキララに問うた。俺を見上げてくる紫し紺こんの瞳ひとみは案の定潤うるんでいたけれど、それでもしっかりと見返してきた。

「……謝りたい。ごめんって」

「そうだな。それがいい。だから早く○×ゲームをクリアしよう。まあ、俺の手にかかればもうクリアしたも同然だがな」

　少々おどけて俺はそう言ってみせたが、キララの双そう眸ぼうにはまだ不安げな色が残っていた。

「なんだその目は？　まさか、俺がこのゲームをクリアできないとでも思っているのか？」

　返答によっては〝梅干し〟をこめかみに炸さく裂れつさせてやろうと構える。

「いいや。多加良は大丈夫だと思うぞ。でも……本当にこのゲームをクリアしないといけないのはオレだから。だから、もしかしたらマイカは……」

　キララの声はだんだんと小さくなって、それにつれて、キララは俯き肩を落としてしまった。

「あのな、確かに俺はキララに力を貸しているけどな、だからってお前が何もしていないってこともないはずだ。お前は頑がん張ばっている。だからマイカのことを知ろうとしているだろう？」

「うん」

「キララはキララの方法でゴールに近付こうとしているし、それに城下の扉とびらはお前が言った方が正解まるだったんだぞ」

　目線を合わせて、その肩に手を置いて、何もしていないと思い込んでいる子どもに、それだけは教えてやる。

「……うん。そうだったぞ」

　俺の言葉にキララは頷うなずいて、やっと笑えみをこぼしたが、それはまだどこかぎこちなかった。

　……そうか、ならば仕方がない。俺は取っておきの技わざを炸裂させることにした。

「キララよ、覚かく悟ごはいいか？　ローリング・多加良・スペシャルを受けてみろ！」

「な、ななな。ううひゃあー、ひゃひゃひゃ」

　早い話が俺の神の指先を駆く使ししたくすぐり攻こう撃げきだった。かつてこの技の前に倒たおれなかった者はいない。当然キララもこの技の前に声が嗄かれるほど笑い転げたのだった。

「こ、今度その技、伝授してくれ」

「よかろう」

　呆あきれる桑田をよそに、俺とキララは男の約束を交かわした。

　そして、確かめるようにキララの胸むな元もとを見れば、願いの植物はまた少し蕾つぼみを膨ふくらませていた。







　土曜の半日の授業が終わって後。

　昨日の約束を守って、白石と黒居はちゃんと話をしてくれた。

　というか、前日の寡か黙もくさが冗じよう談だんに思えるほど二人は饒じよう舌ぜつだった。

　まず、グラウンドの使用率に対する不満から始まり、どちらがより学園に貢こう献けんしているかという話題に移って、そこからやはり部活動予算の話題に飛び火した──この話題の二人の剣けん幕まくが一番すさまじく、尾田だけでなく俺たち全員が冷ひや汗あせをかいた──なんとかその火を消したところで、やっと二人とも問題の核かく心しんに触ふれた。

　とにかくそこでようやく、この一連の騒そう動どうの原因がはっきりした。

　白石と黒居の両者が春季大会において重要視しているのは、吹すい奏そう楽がく部全体よりも〝草川日和里のトランペット〟であり、ひいては〝草川日和里がどちらを選ぶか〟ということだった。ようするに初めに草川ありきで、部活の問題はそれに後からついてきたものだったのだ。だからなのか、二人は相手を貶おとしめるような文句は、殆ほとんど言わなかった。

　はっきりいって二人からことの次し第だいを聞き出すよりも、この原因を聞いて「くだらない」の一言を言い掛かけた桑田を止める方が大変だった。

　だから、当然、二人との面談を終えた後の桑田の第一声は、その一言だった。

　俺はそこまでは思わなかったが、状じよう況きようによっては先にあったことよりも、後から起こったことが重視され、それが本当に大きな問題に発展してしまうことに今いま更さらながら驚おどろかされた。

「お互たがい部活を楯たてにしているが、結局のところ問題の中心は草川日和里ということか」

　俺はこの後訪おとずれる草川の、いつも迷っているような表情を思い出して、軽くため息をついた。

「この件に、決着をつけられるのはどうやら、草川だけだな」







　女子ソフトボール部と女子サッカー部の抗こう争そうに終しゆう止し符ふを打つ存在として、俺たちに認にん定ていされたとは露つゆ知しらず、最後に現れた草川は、相変わらず全すべてに自信がなさそうな顔をしていた。

　なぜ、彼女が吹奏楽部の次期部長に選ばれたのか俺は疑問に思って、同じクラスで吹奏楽部員の六ろつ本ぽん木ぎに尋たずねてみた。すると、暑がりなのか、やけに赤い顔をした六本木からは、草川はみんなの意見を公平に聞いてくれるし、トランペットの腕うで前まえはプロの演奏家も認めるほどだから、という答えが返ってきた。

「草川のトランペットの腕は大した物だと聞いたが本当か？」

　だから話の取っ掛かりに俺はその話題を選んだ。

「そ、そんなことはないよ。もう、ぜんぜん。私の演奏なんてよくないよ。上手な人の演奏を正確になぞっているだけ、だから」

　謙遜過剰けんそんかじよう──などという熟語は無いが、当てはめるとしたらまさにそんな感じだった。

「でも、白石さんと黒居さんは、春季大会にはトランペットのあなたにぜひとも来てもらいたいみたいですよ？」

　桑田に皮肉のつもりは無かっただろうが、それを聞くと草川は顔を引き攣つらせた。

「やっぱり、二人ともまだ、そう言っているの？」

　探さぐるような視線をむけられて、俺は肯こう定ていの意を込めて大きく頷いた。

　そして、俺の答えを受けた草川の表情には、更さらに濃こく迷いの色が現れる。

「あの、それで、わたしはどうしたらいいかな？　どっちかの応おう援えんに行った方がいいのかな？　それとも、どっちも行かない方がいいかな？」

　その迷いのままに問われて、俺は軽く嘆たん息そくした。ある意味、予想通りの展開だった。

　実は今日の面談の順番は草川の意向を受けて決まった。二人の意見を踏ふまえて自分も考えたいからと言われて、俺たちは了りよう承しようしたのだが。

　結局それは、草川には決められないから、白石と黒居の意見を踏まえて、俺たちに決めて欲しいということだったわけだ。

　白石と黒居がなぜあんなことで喧けん嘩かを始めたのか、少しわかる気がした。

「あの、差し出がましいようですが、白石さんと黒居さんのお二人は草川さんに決めていただきたいのだと思います」

　見かねたように羽黒が口を挟はさむが、草川はむきになったように首を振ふった。

「わたしには決められないよ。選べないよ。きっと間ま違ちがえちゃうから。だから、秋庭くんたちで、選んでよ」

　俺たちに丸投げしようとする、草川にいい加減、苛いら立だちながら俺は申もうし渡わたす。

「はっきり言うぞ。この件に決着をつけられるのは草川日和里だけだと、俺たちは判断した。つまり、草川に一任するというのが俺たちの結論だ」

　俺が突つきつけた最後通知に草川は一いつ瞬しゆん惚ほうけたような顔をして、その後唇くちびるをわななかせた。

「そんなの無理だもの。わたしは絶対に間違えるから、決められないよ。どっちがいいかなんてわからないよ！」

　動どう揺ようした草川が、そう叫さけんで、椅い子すから立ち上がったのと同時に──俺の目に鋭するどい痛みが刺ささった。本当に文字通り、細い針を眼球に突き刺されたのかと思うほど、細く鋭い痛みに、俺は反射的に目を押さえた。

　予告無しの唐とう突とつな痛みだったが、ぎりぎり苦鳴は喉のどの奥で殺した。その間にも、何度も何度も断続的に、痛みは襲おそってくる。

「どうした、多加良！」

　前回の発芽の後、この発作的な痛みについては説明してあったのだが、それでも目にすれば黙だまっていられなかったのか、キララが俺の名を呼ぶ。

　けれど、答えることも出来ずにいれば、

「あの、秋庭くん？」

　さすがに草川も異変を察知して問いかけてくる。

「……まだ、わからないのかしら？」

「え？」

　そこで助たすけ船を出してくれたのは、やはりこの痛みのことをよく知っている桑田。

「そうだね、まだわからないなんて」

　続いて尾田が便乗する。

「そうですよ、わからないんですか？」

　ちょっと羽黒はわからずに乗っかってしまった気がするが、とりあえず俺はこれで痛みを堪こらえることに集中できると思った。

「秋庭くんは、呆あきれているのよ」

「そう、それで言葉も出ない」

「そうなんです、よ？」

「……そうなのかぁ」

　桑田、尾田、羽黒、キララの順でわけもわからぬまま畳たたみ掛かけられた草川の混乱は俺にも伝わってきたが、とりあえず今は仕方がない。この痛みから早く解放されたいと思っても、この気まぐれのようなものは自分の意志ではどうにもできない。それがまた腹立たしい。

　そしてまた唐突に、その痛みは消える。その残ざん滓しすら残さずに。

「あの、秋庭くん、呆れているって、本当に？」

「だから……」

「ああ、呆れている」

　桑田が尚なおも時間を引き延ばそうとしたのを手で制して、俺はゆっくりと顔を上げた。

　その瞬しゆん間かんに、新たな植物を見つける。草川のその胸に。しかもそれは、発芽したばかりのはずなのに既すでに蕾つぼみをつけていて、俺は舌打ちをしたかった。

　けれど、すべての衝しよう動どうを押さえ込んで、静かに草川に語りかける。

「でも、いいだろう。草川が決められないのであれば、白石と黒居が決着をつける方法は俺が考えてやる」

「あ……本当に？」

　草川はほっとした、それでいてどこかがっかりしたような複雑で曖あい昧まいな表情を浮うかべた。

　その胸で、植物が揺ゆれているのも知らないで。

「ただし、その決着を見届けに来いよ？　きっと二人は一生懸けん命めい頑がん張ばるだろうから」

「わかったよ。それで、いつ？」

「明日だ。場所は追って連れん絡らくする」

　明日という俺の発言を受けて、草川以外の全員から突き刺さるような視線が俺に集中したが、あとでちゃんと謝るから許して欲しい。

「わかったよ」

　そうして、やっぱり自信が無さそうな表情のまま、草川は生徒会室から去っていった。







「さっきはありがとう。助かった」

　草川が帰っていって、俺がさっそく礼を言えば、みんなどことなく照れくさそうな顔をしたけれど、それは一いつ瞬しゆんのことだった。

　すぐに表情を引き締しめると、

「ところで、秋庭くん。明日ってどういうことかしら？」

「いや、明日がタイムリミットだと思ったら、つい」

「つい……じゃないよ。いったいどうやって決着をつけさせるつもり？」

「それとも、何かお考えがあるのですか？」

　桑田と尾田だけではなく、羽黒にまで詰つめ寄られて、俺は口ごもる。

「考えは無いが、草川が発芽した。というか発芽したと思ったら蕾までついた」

　とりあえず、その事実を伝えておく。

　それを伝えれば、案の定、部屋の中には重たく嫌いやな空気が満ちる。

「……なんていうか、今回の発芽は不自然で、こちらの○×ゲームを妨ぼう害がいしているみたいだ」

　並木から始まり、城下、草川と、連続三人の発芽は不自然で、嫌がらせめいていた。

「かのう様ならその位やりそうだけど……」

「そうですね、お出来になりそうです、が……」

「でも、人間の願いはコントロールできないはずだぞ！」

　唯ゆい一いつ、神に近いところに立っているキララにそう言われれば、それは俺たちの勘かんぐりすぎということになってしまったが。

「ただ今回は、扉とびらが現れた人間は発芽する、という法則性を見み出いだしてもいいと思う」

「そうね。そこから問題も推測できればいいけど」

　桑田の言う通りに、何か考えられないかと俺も思考を廻めぐらせる。

「でも、日和里には二枚の扉の一つを選ぶのも難しそうだぞ？」

「そうですね。先程もずっと選べないとおっしゃるだけで」

「二に者しや択たく一いつも出来ないほど、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなのかしらね」

　キララ達が危き惧ぐするのももっともだったし、一番の問題もそこだ。けれど、今回に限っては草川日和里には、必ず何かを選んでもらわなければならない。

「草川には絶対に、選ばせてやる」

　とにかく、この一点だけは俺の中で大決定している。

　そうしなければ、どちらの扉も開かないのだから。

　草川の願いも、扉が問うているものもまだ判然としない。白石と黒居が草川に望んでいることはなんとなくわかっている。

　だが、それ以上先に思考は進めず、渦うずを巻いて同じところを彷徨さまようだけだ。まるで、迷宮みたいに。

「ん？　迷宮？」

「迷宮？　それとも迷路？」

　俺の呟つぶやきに、尾田がとりあえず返した相あい槌づちを聞いて、俺は閃ひらめいた。

「そうだ、迷路に行こう」

「なんだ迷路って？　おもしろいのか？」

「えっと、今から〝叶野ラビュリントス〟に行くの？　話が見えないんだけど」

「そこに行けばわかるのかしら？」

「ラビュリントス？」

　尾田たちを若じやつ干かん置いてけぼりにしている間も俺は頭を回転させていた。

　とにかく、草川の植物を何とかすれば、あとはすべてがどうにかなりそうな気がしていた。
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　叶野ラビュリントスは、いわゆる巨きよ大だい迷路ブームの時に建設された施し設せつである。他ほかの迷路がブームの終しゆう焉えんと共に忘れ去られていったのと同じ道を辿たどりつつあるが、それでもまだ施設内は綺き麗れいに整備されているし、叶野市民からは憩いこいの場として愛されている。

　高台──或あるいは山の中という──にある叶野学園高校からは徒歩で片道十五分程度のところにあるため、時折制服デートの場所に選ばれることもある。

　そこに、俺が何の用があって訪おとずれたかといえば、すべては明日の白石と黒居の勝負の下準備をするためだ。俺の頭の中ではしっかりとその構想と段取りが出来ており、あとは実行に移すだけとなっている。

　尾田や桑田たちには道すがら、この計画の全容を話して、賛同を得ることが出来た。

「……管理人さんの許可、貰もらえるかな？」

　残るは、尾田が危惧を示すその一点だけだ。

「まあ、穴を掘ほるだけだけどね」

「あの、なんなら私の昔の伝つてで上から圧力をかけてもらいましょうか？」

「……それは、最終手段で」

　羽黒の昔の伝というのは結構気になったが、とりあえず、奥の手としてとっておくことにする。そして、俺たちは管理事務所に赴おもむき、施設の使用目的を語って聞かせた。俺は歴史に残るだろう素す晴ばらしい弁舌を振ふるった。

　が、しかし、管理人が許可を出してくれた理由は「自分は会員ナンバー７０９だから」という意味不明のものだった。けれども、何はともあれ、俺たちは叶野ラビュリントス内に落とし穴を掘ることを許可されたのだった。




「ＢとＣの入り口から進んだ場合、ここがランデブーポイントだな」

　叶野ラビュリントスの詳しよう細さいな地図を見ながらポイントを決めると、俺たちはそれぞれスコップを片手に穴掘りを始めた。

　踏ふみ固められた地面を掘り進めるのは中々に大変な作業だった。

　桑田と羽黒には学校に必要な備品を取りに行ってもらい、穴を掘るのは俺と尾田、それにキララで、黙もく々もくと俺たちは作業に没ぼつ頭とうした。とはいえ、二時間も穴を掘り続ければ腕うでがだるくなってきて、俺たちは小休止を取ることにした。

　穴の深さは俺と尾田の身長にはあと少し及およばないが、キララのそれは超こしていたから、穴から出るにはキララは俺たちの手を借りなければならなかった。

「うわっ、なんか変な動物がいるぞ！」

　先に地上──と言う程ほどのこともないが──に上がっていたキララが動どう揺ようした声を上げるのを聞いて、俺と尾田は慌あわてて穴の外に出て……そのまま自作の落とし穴に落ちそうになった。

「な、なんだ？　あの変な斑はん点てんの生き物は？」

「キララくん、あれはキリンだよ。正確にはキリンの柄がらかな？」

　尾田、冷静に説明している場合か？　いや、むしろ問題はキリンの柄とは別のところにあることは十分にわかっていての反応だろう。

「キリン？　でもキリンというのは首が長いと聞いているぞ！　あんな大きな団子のような生き物ではないだろう？」

「うん。だからね、重要なのはアレがキリン柄のコートを着た誰だれかってこと」

　キララへの説明は尾田に任せて、俺は無言で、迷路を仕切っている生いけ垣がきの中に頭を突つっ込んでもぞもぞと動いているソレに近付いていく。

「……こんな所で何をしている？」

　問答無用でその体を引っ張り出せば、そこには予想通り鈴木の顔がついていた。

「やあ、多加良っち。奇き遇ぐうだねー」

「おお、神……いや、鈴木くんだぞ！」

「ハーイ、キララっち、尾田っち」

「あんまり奇遇だとは思えないんですけど」

　尾田がそう言うと、鈴木はにやりと唇くちびるを持ち上げて、顎あごに手をやり──いわゆる〝マンダムのポーズ〟を作った。はっきりいって少しもかっこよくない。

「ふふふ、鋭するどいね。さすが尾田っち！」

「いや、キリン柄の人に何を言われても微び妙みようだから」

「そうさ、僕は頑がん張ばっている君たちに特別な差し入れを持ってきたのさ！」

　尾田の台詞せりふを聞き流して、鈴木はそうのたまってくれた。

「ああ、そうですか。差し入れですか。いらないのでお引き取りください」

　差し入れする位だったらこの穴掘りを手伝え、と言いたいところだが、絶対に作業がはかどらなくなるからやめておく。

「ええっ、中身も見ないでそんなこと言っていいの？　東京限定商品かもしれないのに？　あとで後こう悔かいしても知らないよ？」

　俺が叶野市から出られないことを知っていて、鈴木は〝東京〟の部分を強調したが、俺はそんなものには乗せられないから無む駄だだ。

「そ、そんなにいい物なのか？　おい、多加良いいのか？」

　俺はそろそろ鈴木を無視する方向に転てん換かんしようとしていたのだが、キララはヤツの言葉に簡単に引っかかろうとしている。

「絶対にいい物じゃない」

「そうだよ。そのコートを見れば鈴木君のセンスはわかると思うけど。よくて微妙な物だよ」

　俺が断言すれば、尾田も同意してくれる。

「で、でも」

「ほらほらキララっち、この鍵かぎのかかった箱の中に入っているんだよー」

　それでも興味を抑おさえきれないキララに、鈴木は隠かくし持っていた箱を見せる。

「多加良、受け取ってもいいか？」

「ああ、いいぞ」

　いい加減、鈴木にもキララにも苛いら立だって、俺はぞんざいにそう返す。

「ただし、キララ。その箱を貰うってことは、お前が俺よりも鈴木を信じるということだと受け取るぞ」

「ちょっと、多加良」
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　尾田が袖そでを引くが、俺の舌は既すでに滑すべりが良くなりすぎていた。

「お前が俺を信じられないなら絶交だな」

〝絶交〟ってなんか小学生みたいだと思いながらも、その台詞を俺が口にした次の瞬しゆん間かん、キララの目には涙なみだが盛り上がっていた。

「あ、いや、悪い。今のは言い過ぎた」

　だが、俺が自分の失敗に気付いた時には、既にキララの両目から涙は溢あふれ出していた。

「た、多加良の、意地悪っ！　ばかっ！　桑田と羽黒にいい付けてやる、ぞっ!!」

　嗚お咽えつ混じりの捨て台詞を残して、キララが走り去るのを、俺は呆ぼう然ぜんと見送ることしか出来なかった。

「あーあ、多加良っち、いーけないんだ、いけないんだ！」

「……元を辿たどればお前が悪い」

　そう言って俺は鈴木を睨にらみつけたが、多分いつもの半分の迫はく力りよくしかなかったと思う。

「でも、多加良も悪い。大人気無さすぎ」

　きっぱりと尾田に言われてしまえば、俺には返す言葉が無かった。

「僕も悪かったよー。ということで、早くキララっちを追いかけようよ！」

　珍めずらしく鈴木がまともなことを言ったので、俺と尾田は数秒固まって、しげしげと鈴木の顔を見てしまった。

　だが、いつまでも見ている暇ひまも無いので、少し癪しやくだったが俺たちはキララの跡あとを追って駆かけ出した。

「……桑田さんのお仕置きは怖こわそうだよね」

「確かに。けど、羽黒も結構怖いぞ」

　走りながらそんな会話を交かわして、俺と尾田は足を更さらに速めた。
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　トランペットで高音域を出すときは、気をつけないとただの尖とがった騒そう音おんになってしまう。

　だから、日和里は個人練習の時間は音階の練習に力を入れることにしている。

　正しい姿勢に、正しい唇の形。吹ふき込む呼気の強さ。

　教えられた通りに、忠実に音階を上っていけば、柔やわらかく丸みのある高音が出る。

　けれど、それが空に消えていくとき、たまに無む性しように寂さびしくなる。

　その音が、自分の音ではないから。身体からだのどこにも残っていないような気がするから。

「おお、すごいぞっ！」

　演奏に集中していたし、日和里が練習場所にしている旧校舎裏には滅めつ多たに人が来ないから、その拍はく手しゆが送られた瞬間、彼女は滑こつ稽けいなほどに驚おどろいて、危あやうく楽器を落とすところだった。

「び、びっくりした」

「驚かせたのか？　それは悪かったぞ」

「ううん、いいけど。……ええと、キララ君って言うんだったよね」

「そうだぞ！」

　草川が確かめるように問えば、なぜかここ数日生徒会役員と行動を共にしている少年は大きく頷うなずいた。

「なあなあ、オレにも吹かせてくれないか？」

　とても無む邪じや気きに、キララは草川の前に手を差し出した。

　その手が汚よごれていないことを確かめてから、草川はトランペットを持たせてやる。その際に顔を間近で見れば、キララの頰ほおには涙の跡が筋になって残っていて、ついでに瞼まぶたが少し赤かった。それを見てしまえば気になって、

「あの、泣いていたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　草川は思わずそう問いかけていた。

「な、泣いてなんて、いないぞ」

　キララは強がってみせたけれど、涙の跡を腕うでで拭ぬぐっていては、自白したも同然だった。

「ね、トランペットは後にして、ちょっと座らないかな？」

「……わかったぞ」

　草川のトランペットを胸に抱だいたままキララは地面に腰こしを下ろした。草川もその隣となりに座る。

「どうして、泣いたの？」

　遠回しな台詞せりふは、キララ位の年では通じないだろうと思って、草川はストレートに尋たずねた。

　けれど、キララは唇くちびるを堅かたく結んでいて、中々口を開きそうに無い。

　でも、草川も泣いている人には慣れているから、それ以上問いを重ねることはせず、キララがその気になるのを待つことにする。

　草川は昔からどうも泣いている人間を見過ごしておくことが出来なかった。今では女子ソフト部と女子サッカー部の次期部長にまでなった白石と黒居の二人との記き憶おくも、草川の方はそれぞれの泣き顔から始まっている。

　三人ともまだ小学生で、草川の方が二人よりも身長が高かった。理由は忘れてしまったが、草川が泣いていた二人に訳を尋ねて、慰なぐさめて、三人の付き合いはそこから始まったのだ。

　きっと、何一つ選べない、今の優ゆう柔じゆう不断な自分に、まだ二人がこだわるのはその頃ころの刷り込みが消えないからなのだろう。

　昔の草川は率そつ先せんしてクラスのリーダーシップを取るような人間だった。今は自分でもそれを信じられないけれど、事実だ。

　けれど、白石と黒居が強く変わったように、草川も変わった──弱い方へ。

　きっかけは、多分、中学二年の時に来た転校生だ。明るくて、草川以上になんでも器用にこなす彼女はすぐにクラスの人気者になった。そして、何となくクラスは彼女に肩かた入いれする者と、草川に肩入れする者に分かれてしまったのだ。

　それは、草川の本意ではなかったけれど、転校生の少女へのライバル心は確かにあった。

　そして、初めてそれが数として見えたのがクラス委員の投票だった。草川も転校生も立候補して──一票差で草川が負けた。

　それからは、クラスで多数決を取る度たびに、草川は彼女と反対の方に票を投じた。結果はいつも彼女の選んだ方だった。

　だんだんと草川は自信を無くした。

　中学では草川とクラスの分かれてしまった白石と黒居がそれぞれの部活で頭角を現し、自信をつけていくのとは対照的に。三人でいても、いつからか草川の口数は減っていき、不ふ審しんに思った二人に問われても、彼女が転校生のことを話すことはなかった。

　そして、彼女の意見が教室では一つも通らなくなったその時──もう、自分で選ぶことはやめたのだ。

　すべて他人に──白石と黒居に委ゆだねることにして。

　草川が変わっても、それで三人はうまくやっていた──白石と黒居がある日突とつ然ぜん、草川を挟はさんでケンカを始めるまでは。

「あの、な」

　キララが隣にいることをすっかり忘れて自らの記憶に沈しずみ込んでいた草川はその声で我に返ると、ようやく口を開いた少年に改めて向き直った。

「多加良が、オレに意地悪したんだぞ。それで、絶交だって、言ったんだぞ」

　言いながら思い出したのか、キララの言葉の合間には嗚お咽えつが混じった。

　丸まったキララの背中を撫なでて、草川はただ頷いてやる。こんな子どもを、あの美び貌ぼうの副会長が本気で相手にするとも思えなかったが、草川は当事者ではないから余計なことは言わない。

　ただ、黙だまって聞いてやる。そうして、自分の言い分を誰だれかに聞いて貰もらえれば、泣いている人間の心はいつの間にか静まるのだ。

「オレは、ちょっと箱の中身が見たかっただけなのに」

「そう」

「……でも、別に見なくても良かったんだ」

　もう一つ、第三者に話を聞いてもらうことで、泣いていた自分を冷静に見つめて問題を解決する糸口を見つけることもできる。

　そして何より、ただ聞くだけならば、草川は何も選ばなくて良かった。

「やっぱり、オレも悪かったかもしれないぞ」

「……でも、もう色々わかったみたいだから、仲直りも出来るかもしれないよ？」

　ふと、そんなアドバイスが口をついて出て、草川は自分でも少し驚おどろいた。

　素す直なおにキララは頷いて、上げると同時に草川の顔をじっと見つめる。

　カラーコンタクトでも入れているのか、それとも天然か、紫むらさきと紺あい色いろの混ざったような色の双そう眸ぼうでじっと見つめられて、草川は少しうろたえる。

「ええと、あの、わたしの顔に何かついている？」

「いいや、ついていないぞ」

「あの、じゃあ、そんなに一生懸けん命めい見るのはやめてくれる？」

「うん？　でもオレは日和里がすごいなーと思って見ていただけだぞ？　だから、きっと日和里は扉とびらを開けられるぞ」

　草川の願いを聞いて、視線を前に向けながらキララは何の屈くつ託たくもなくそう言った。

「……わたしなんて、どこもすごくないよ」

　扉というのが何のことかはわからなかったけれど、真っ直すぐな言葉を受け止めきれずに草川が言い返せば、キララは首を傾かしげた。

「すごいぞ。……だって、オレはもしマイカが泣いていたら、どうして泣いているのかなんて訊きけないぞ」

　マイカが誰かという説明は無かったが、その瞬しゆん間かんキララの表情が切なそうに歪ゆがんだのを見れば、それが彼の大切な存在だということだけは草川にもわかった。

「どうして、訊けないの？」

「だって、オレには泣いている理由がわからないけど、もしかしたらマイカが泣いているのはオレのせいかもしれないから」

　……それが怖こわくて訊けないのだと、キララは草川に告白した。ひどく胸を衝つかれて、草川はしばらく言葉を発することが出来なかった。

「でも、今度マイカが泣いていたら、オレはどうして泣いているのか訊いてみるぞ。……怖くても」

　それはとても真しん摯しな言葉で、きっとキララは実行するのだろうと、草川は確信した。

「怖くても？」

　けれど、思わず問いを重ねたのは、キララに自分の弱さを突つきつけられたような気がしたからだった。恐おそれてばかりで、前に進もうとしない弱い草川日和里を。

「怖くても」

　もう一度、キララは繰くり返して、それからトランペットを手に立ち上がる。

「けっこう重いぞ」

　そう呟つぶやきながらも、キララは草川の真似まねをして構える。大きく頰ほおを膨ふくらませて、力いっぱい呼気を吹ふき込む。それでは音が出ないことを当然草川は知っていたけれど、敢あえて草川は何も教えなかった。

　でも、キララは何度も諦あきらめずに、姿勢や唇くちびるの形を色々に変えながら、繰り返し息を吹き込む。

　そして、唐とう突とつにキララは、高く突き抜ぬけるような一音を、青空に放った。

　誰にも教わらずに。自分で考えて。

　キララが出した音は、草川が奏かなでるそれよりも、ずっときらめいて聞こえた。

「今日、初めて吹いたんだよね？」

「そうだぞ！　うん、中々楽しいな。返すぞ、ありがとう」

　そして満面の笑えみを浮うかべてキララは、草川に礼を言った。それに、自分が上手うまく笑い返せたか、草川にはわからなかった。

　ただ、彼の出した、たった一音が、草川の胸の中でいつまでも響ひびいていた。
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　桑田と羽黒の名前を叫さけんで走っていったから、俺と尾田はキララが二人の所にいると当たりをつけて生徒会室に向かったのだが、そこにキララはいなかった。

　穴を掘ほっているはずの俺たちが突とつ然ぜん現れたことに当然二人は驚いて、そうなれば事情を話さないわけにはいかず、俺は桑田と羽黒の二人に怒おこられた……さすがの俺でも怖かった。

　そして、改めて二人にキララの捜そう索さくを命じられて、学園内を走り回ってようやく見つけたキララは、草川と一いつ緒しよにいた。二人はなにやら話し込んでいて、さすがにそこに割り込んでいってキララと仲直りをするわけにもいかず、俺は二人が話し終わるのを待つことにした。

　聞き耳を立てる気は無かったが、それでも漏もれ聞こえてくる会話に、俺は少しだけ白石と黒居が草川にこだわる理由がわかった気がした。

　キララがトランペットを一音だけ吹き鳴らしたのを合図に俺は二人の前に出て行って、草川に礼を言い、キララを引き取った。

　俺はきっちり謝って、キララも謝って、俺たちはお互たがいの謝罪を受け入れ仲直りした。

「なあ、キララ。本当に草川は扉を開けられると思うか？」

　叶野ラビュリントスに戻もどる道すがら、さっきの二人の会話を思い出して俺はキララに尋たずねてみた。

「大だい丈じよう夫ぶだぞ。オレは二枚の扉の区別はつかないけど、でも人間は必ず扉を開けるんだ。だから、日和里も大丈夫だぞ」

　その台詞せりふはやけに力強くて、俺はくしゃりとキララの髪かみをかき混ぜた。
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　俺たちはまた穴を掘り続け、気がつけば日は西に傾かたむいて、俺たちは薄はく暮ぼを穴の中で迎むかえた。

「この位、深ければいいか」

「そうだね、あとは衝しよう撃げき対策をしっかり取れば完かん璧ぺきだ」

「うん、この落とし穴は素す晴ばらしいとキララ様が認めるぞ！」

　という感じに、完成に至ったはいいが、ずっとスコップを振ふり回していた俺たちは疲つかれきっていて、しばらく穴の中で休きゆう憩けいすることにした。

「あー、そういえば会長が置いていった箱の中身ってなんだったんだろう？　……飲み物かな」

　尾田がそれを蒸むし返したのは、疲ひ労ろうと喉のどの渇かわきを覚えたからだろう。声が少し掠かすれていた。

「……でも、箱が開かないんじゃ確かめられないぞ」

「だよね」

「その前に、差し入れに鍵かぎをかける理由が俺にはまったく理解不能だけどな」

　まあ、鈴木のことを理解してやる予定はないので、そこは構わないのだが、キララの言う通り鈴木が置いていった箱には錠じようがついていて、でも鍵が無いために開けられなかった。

　俺たちにキララを追いかけるように言った張本人はその間に〝鍵を探してきまーす〟という書置きを残して消えたまま、いまだ戻って来ない。

　その為ため、仮に鈴木が──本当に一兆分の一程ほどの確率で──箱の中に飲み物を入れていたとしても俺たちはありつけない。錠に合う鍵を見つけられない限り。

「……やっぱり、錠は鍵が無ければ開かないと思うが、な」

　それは喉に引っかかった魚の小骨のように頭の隅すみで俺に違い和わ感かんを与あたえ続けている。

「〝鍵の扉とびら〟と〝錠の扉〟なんだよな」

　本当にどちらも開くのか？　小さく呟きながら大地の中から空を見上げれば、早くも月が出ている。

「……おい、キララ、今何時だ？」

　癖くせでまた腕うで時ど計けいを見ようとして、それをキララにまだ貸したままだったことに気がついて、俺はキララに声をかけた。

「んー、はい」

　疲れて少々ぼんやりしていたのか、キララが俺に放ほうって寄よ越こしたのは、鎖くさりのついた例の壊こわれた懐かい中ちゆう時計だった。

「……これは壊れているんだろ？」

「あー、そうだったぞ」

　そう言いつつも、見事な細工の施ほどこされた懐中時計を手にすれば、色々触さわってみたくなって、

「ちょっと、見てもいいか？」

「うん。別にいいぞ」

　承しよう諾だくを得て、俺は観察させてもらうことにした。まず、外側の彫ちよう刻こくをよく見た後、壊れてひび割れてしまっていると知りつつ、俺は文字盤ばんを開いた。

「あ、れ？」

　そして、俺は思わず声を上げた。

「どうしたの？」

　隣となりから覗のぞき込んで、それを見た尾田もやはり首を捻ひねる。

「キララ、この時計、どこかで直してもらったのか？」

「いいや。ずっと持っていただけだぞ？」

　俺が問えば、キララも時計を見に来て、驚おどろいた声を発した。

「あれ？　直っているぞ？」

「この間は確かに壊れていたよな？」

　俺が念を押せば、キララも尾田も頷うなずく。先日見たときは、文字盤にはひびが入り、長針も短針も折れてしまっていたというのに、いまはその傷を探しだすことさえできない。

「勝手に直ったとでもいうのか？」

　そうして改めて見れば、時刻を確かく認にんする文字盤のほかに、一回り小さな、ムーンフェイズのような目盛りがついていた。でもそれは一から七までの数字しかなくて、一見して何を示しているのかわからなかった。

「勝手に直るなんて、やっぱりキララ君の時計は特別ってことかな」

　尾田は感心したようにそう言ったが、当のキララは腕うで組ぐみをしたまま、難しい顔をしている。

「どういうことだ？　でも、時間は合ってないみたいだな」

「時間が合っていないのは元からだからいいんだぞ。それはそういう時計なんだぞ！　俺の時計はいつも遅おくれていて、正しい時間はマイカの方だぞ！」

　それは、もしかしたら別段、引っ掛かかりを覚えるような台詞ではなかったのかもしれない。けれど、俺の頭の中には特別な意味を持って、響ひびいた。

　そして、その響きが波状に広がって、一番外がい縁えんに届いたとき、俺はすべてを理解した。

「そうか、そういうことなら、わかる」

　俺がひとりごちるのを、不思議そうに見つめていたキララとふと目が合えば、俺は言ってやらずにはいられなかった。

「キララ、大だい丈じよう夫ぶだ。マイカは必ずお前を待っている！　七日目で」

「本当、に？」

　俺の言葉は唐とう突とつだったにも拘かかわらず、キララは縋すがるように俺を見た。

　明るく振ふる舞まっていても、やはり不安だったのだと、改めて気付く。

「本当だ」

　俺が大きく頷き返せば、キララの目からは涙なみだが零こぼれだす。

「多加良、どういうこと？」

「やっと、このゲームの意味がわかった」

　そして俺はまずは二人に秘密を解き明かしてみせたのだった。

「なる……ほど」

「オレはそんなこと知らなかったぞ！」

「でも、思い返してみれば納なつ得とくするだろう？　桑田の時計が五分遅れていたことも、それなら説明がつく」

「それはそう……だけど。でも、もし本当なら、マイカはいつもオレを待っていてくれたってことだ、ぞ？」

「そして、いまも待っている」

　俺が確信に満ちてそう言えば、キララはまた一筋涙を零して。

「だったら、オレは、明日は絶対に扉を開けるぞ」

　そう、誓ちかったのだった。
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　七日目。今日がかのうの定めたタイムリミットだ。

　キララは昨日は穴あな掘ほりで疲つかれたせいで、却かえってよく眠ねむれたらしい。すっきりした顔のキララを見て、俺は何となく、大丈夫だと思う。

「キララ、今日が勝負だ」

「うん」

「最後の扉とびらが開いたら、そこからはお前一人のゲームになると思え」

「わかってる」

　言葉以上に、キララの瞳ひとみは強く、迷いが無かった。

　胸の植物はもうすぐ開く。







　キララが現れてから七日目になるその日、俺たちが叶野ラビュリントスに到とう着ちやくすると、そこは久々の賑にぎわいを見せていた。

　日曜だというのに、女子ソフト、女子サッカー、吹すい奏そう楽がく部の三部活の生徒──彼らはユニフォームか制服を着用していた──の他ほかに私服の叶野高生の姿がけっこう見える。

　どこからか今日の白石ＶＳバーサス黒居の勝負の話を聞きつけたらしい。

「でも、それにしても多いな。なんでだ？」

　俺がギャラリーを前に首を傾かしげていると、随ずい分ぶんと大荷物を持った桑田と羽黒が到着した。

　桑田は風ふ呂ろ敷しきに包まれた、何段という重箱を両手に持ち、羽黒は籠かごのバスケットを両手に持っていた。妙みような組み合わせだが、桑田の重箱の方は春の球技大会の折にも見た覚えがある。

「完全に行楽気分？」

　続いて到着した尾田が、それを見て言うのも無理も無かった。

　羽黒はバスケットの中からいそいそと花はな柄がらのビニールシートを出して、広げて場所取りを開始していた。そのシートの下の芝生しばふは、やはりまだ冬ふゆ枯がれて、藁わらのような色をしている。

「でも、本当にみんな春の装よそおいだよね」

　確かに尾田の言う通りだった。羽黒は白のカットソーに紺のスカートという組み合わせだし、桑田は薄うすい青のブラウスに白いスカートをあわせていて、どちらも春めいて軽かろやかだ。そして、尾田はジップアップのトレーナーに綿のパンツにキャップ。

　要するに、今日は学校では無いのだから私服で集合しただけの話だ。かく言う俺もＴシャツの上に少し厚めのシャツを重ね着して、下はジーンズという軽装だった。それでも少し暑いような気がするから厄やつ介かいだ。

「……あとで、風邪かぜひかないといいけど」

「そうだな」

　尾田がそう言ったのには、もちろん理由があったが、俺は肩かたをすくめるだけの反応に留とどめておいた。

「場所取りはいいわよ」

「ばっちりです！」

　あらかた用意を終えて、桑田と羽黒がやってくる。

「そうみたいだね。その重箱はお弁当？　また桑田さんが作ったの？」

　尾田の問いに桑田が半分頷うなずいたところで、

「私も半分くらい手伝ったんですよ。あとは美名人ちゃんのお母様が全部……」

　羽黒が嬉うれしそうに会話に加わり、すぐに桑田の手でその口を塞ふさがれた。

「ヴヴ、うー？」

「花南ちゃん？　世の中には秘密にしておいた方がいいこともあるのよ？」

　なぜか凄すごみのある笑え顔がおを、桑田は至近距きよ離りで羽黒に見せつけた。殺気さえ漂ただよわせ始めた桑田を見て、羽黒は唐とう突とつに何かを理解したらしく、桑田の目を見て何度も何度も頷いた。

「わかったのね。わかればいいのよ」

「は、はいっ！」

　どうやら和解は成立したらしい。ただ、例によってキララが思い切り怯おびえていたが。

「あっちも和解が成立するといいけどな」

　そう呟つぶやきながら、視線を移動させれば、そこでは既すでに三さん竦すくみの状じよう況きようが発生していた。やはり演技みたいに睨にらみあってみせる白石と黒居の間で、今日も草川がおろおろしている。

　それも今日までにしてもらうつもりだが。

「言われた通りに来たけど」

「こんな所でどう決着つけさせようって？」

　俺が近付いていけば、さっそく二人にきつい目で見られる。

　草川はそんな二人を心配そうに見上げていて。

「別に複雑なことをやらせるつもりはない。とにかく、公平であればいいんだろう？」

　俺が尋たずねれば、白石と黒居はほんの数秒、視線を交かわす。

「集合場所がここってことは、迷路から早く出られた方が勝ち、とかいうこと？」

「まあ、そんな感じだ」

「思ったより、単純だ」

　黒居の台詞せりふはもっともだったが、でも俺を舐なめすぎというものだ。次期生徒会長のこの秋庭多加良をな。

　その自信をこめて、唇くちびるの片側だけを持ち上げて見せれば、なぜか三人ともうろたえるような表情をした。なんだ、悪人顔にはアルカイックスマイルも許されないのか？

　まあ、それは置いておいて、俺は説明を続ける。

「迷路を抜ぬけてもらうのは当然として、更さらに二人には目め隠かくしをつけてもらう」

　俺がそう言えば、黒子よろしく羽黒がそれを手のひらに載のせて、二人の目の前に差し出す。

「え、目隠し？」

「そんなの危ないだろ？」

「そうだよ」

「それは大だい丈じよう夫ぶだぞ」

　二人の抗こう議ぎに、俺の背中から出てきたキララが、なぜか偉えらそうに言う。

「根こん拠きよはあるんですか？」

　そこで初めて草川が他ほかの二人の前に出て問う。

「それは大丈夫だ」

「ナビゲーターをつけるのよ」

「そして、それは草川さんです」

　桑田と尾田にそう説明されて、草川が目を見開く。

「わ、わたし？　だって、わたしは見ているだけでいいんじゃないの？」

「それ以前に、日和里は一人しかいないじゃない！」

「そうだ」

　動どう揺ようする草川を見て、白石と黒居も声を上げる。

「確かに、草川は一人だ。だから、草川には一人でナビをしてもらう。叶野ラビュリントスは入り口は全部で四ヶ所あるが、出口は一つだ。でも、どこの入り口から入っても出口にはたどり着くようになっている」

　極きわめて簡単に俺は迷路の構造の説明をした。

「だから、どの入り口からスタートするかは二人の自由だが、違ちがう入り口を選んでくれ」

「じゃんけんとかでもいいですよ」

　俺の台詞を羽黒が補足する。

「ちょっと、そんなんじゃゴールにたどり着くなんて無理じゃない！」

「そうそう！」

　白石が俺に嚙かみ付けば、黒居がすかさずそれを援えん護ごする。仲なか違たがいしているというのが疑わしくなる位、二人の息はあっていた。

　その一方で、草川はさっきからずっと心配そうな顔をして、しきりに指先を動かしている。

「そこも抜かりは無い。右か左、或あるいは直進といった分ぶん岐き点てんにはあらかじめポールを立ててある。だから、二人はポールに当たったら、草川のナビを求めろ」

「でも、やっぱり目隠ししたまま進むなんて危ないよ！」

　とうとう最前にでて、俺に突つっかかってきたのは草川だった。が、

「そーれーはー」

「大丈夫だよっ！」

　その抗議に応じたのは、俺ではなかった。

「あれ、あの二人呼んだっけ？」

「尾田君、それは冗じよう談だんよね？　だれが呼ぶっていうの？　あんなふざけた人たちを」

「というか、いつの間にあんなところに特設ステージが？」

「おお？　何が始まるんだ？」

　多分、声がした方向を見たら俺は絶対に不ふ愉ゆ快かいになり、後こう悔かいする。それはわかっていたが、そうしないことにはこの不測の事態を解消することはできない。

「スズキナースと」

「彩波ナースがいれば」

『どんなお怪け我がも即そつ刻こく完治！』

　そうして、勇気を出した俺が見たのは、看護師の衣い装しように身を包み、聴ちよう診しん器きと注射器を手にポーズを取る二人だった。

　鈴木、それに彩波、お前たちのその格好と言動は尊い人命を預かる全国の看護師さんを冒ぼう瀆とくしている。ものすごく。

「……桑田。悪いがあの二人を黙だまらせてくれるか？」

「ええ。看護師さんへの冒瀆は許せないものね」

　そう言いながら、桑田は笑ったが、それは絶対零れい度どの笑え顔がおで。

「……一応、彩波のほうは手加減してやってくれ」

「覚えていたらね」

　足取りも軽く特設ステージへと向かった桑田に、あの二人の処置は任せて、俺は三人に改めて向き直った。どっと疲つかれが肩かたにのし掛かかっていたが、まだルール説明は終わっていない。

「……あれは、忘れてくれ」

　俺がそういえば、三人は当然とばかりに頷うなずいた。

「安全対策としては、あそこの管理施し設せつにちゃんと迷路内をカバーする監かん視しカメラがあるから、そこで随ずい時じ迷路内の二人の姿を追える。それで問題は無いはずだ」

　ここまで説明すれば、さすがにもう三人から反論の言葉もでなかった。

「変則的なあみだくじ、といったところだな。くじなら公平だろう？」

　だったら紙の上でやればいいと思うだろうが、あまり地味な方法では、この騒そう動どうの火種はくすぶり続けるだろうし。

　何より〝仕し掛かけ〟ができない。そう、くじにはズルがつきものだから。




　白石と黒居がそれぞれのスタート地点に向かう間に、俺たちは草川を伴ともない、管理施設へと移動した。

　そこには昨日から俺の無理を聞いてくれている職員がいて、快く中に入れてくれた。どうしてこんなに良くしてくれるのかと問えば、自分は会員ナンバー７０９です、という答えしか返ってこなかったのだが、とりあえず厚意に甘えさせてもらう。

　草川を椅い子すの一つに座らせて、ワイヤレス無線の受信機を持たせれば、ひとまずこちらの準備は終わった。

　そして、俺は監視カメラの前に陣じん取どった。何台かあるカメラの一つには羽黒と白石が、他の一つには尾田と黒居が映っていた。

　それぞれ、耳に装着するタイプの無線をつけ、目め隠かくしをされる。

「よし、準備はいいな。それじゃあ、始めるぞ」




　かくして、叶野ラビュリントスを舞ぶ台たいとしたゲームは始まった。




　監視カメラは壁かべ伝づたいにそろそろと歩き始めた白石と黒居を映し始めていたが、草川だけはまだ覚かく悟ごが出来ていないようだった。

「あの。わたしは……ちゃんと二人に指示を与あたえることなんてできないよ。やっぱり、わたしには無理だよ。二人が進む道を決める、なんて」

「……だろうな」

　草川の顔ではなく、その胸に咲さいた植物を見ながら俺は声を返した。

　草川の植物は、大きな蕾つぼみをつけていた。今にもほころびそうだけれど、それを支える茎くきは余りに細くて、開花の前に折れてしまいそうだ。願いの植物は人間の心に反応するものだ。だとすればその宿主と同じように叶野市の加速にも反応している可能性はある。けれどそれはやはり異常な成長だから、植物はしっかりとした茎をもてないでいるのだろう。

　そして、その歪いびつな姿は、どこか草川に似ていた。

　間ま違ちがえることを恐おそれて、そればかり頭の中でシミュレーションして、肥大して。いつしか自分では何も選べなくなってしまった草川に。

「ねえ、どうしよう」

「別に、草川さんが決めなくてもいいんじゃないかしら？」

「そうだな。この中には俺たちだけだし」

「どういう、こと？」

　俺と桑田の会話に、草川は首を傾かしげる。

「つまり、別に草川さんの意見でなく」

「俺たちの意見を聞いて、二人に指示を出しても良いということだ」

「え、じゃあ、わたしが決めなくてもいいの？」

「草川がそれでいいなら」

　俺がそういえば、草川は緊きん張ちようしていた口元を緩ゆるめた。

「なら、そうしよう」

　その呟つぶやきを聞いて、俺はため息を堪こらえた。

　草川もちゃんと願っているのに、だからその胸に植物はあるのに──それに気付こうとしない草川の姿に。

　だから、これから俺がするのは、ちょっとした荒あら療りよう治じだ。

　迷路の詳しよう細さいな図は昨晩の内に頭の中に叩たたき込んである。草川を除く二人に頷いて見せれば、応こたえる眼まな差ざしが返ってくる。

「多加良。そろそろだぞ。でも、日和里がどっちか片方を選んでも扉とびらは開かない気がするぞ」

　監視映像モニターをずっと見つめていたキララが俺の耳元で囁ささやく。

「そうだな。けど、キララ。確かに扉は二枚しか無いのかもしれない。でも〝錠じようの扉〟の選せん択たく肢しは無限だろう？」

　もし俺が正しく扉のことを理解できているのならば、そういうことだ。少し抽ちゆう象しよう的てきな物言いになってしまったから、キララが俺の言葉を理解するのには若じやつ干かんの時間が必要と判断して、俺はモニターに目を戻もどした。

　そうすれば、最初のポールに黒居が先にたどり着いたところだった。

「もしもし、日和里？　私はどっちに進めばいい？」

　無線から声がして、草川はさっそく、俺たちに問う。

「どっちですか？」

　俺は眼鏡めがねに触さわった。それを見て桑田が、

「右がいいと思うわ」

　そう答えて、草川はその通りの指示を黒居に与あたえた。

　続いて、白石も最初のポールに行き当たる。

「日和里、どっち？」

　俺は耳たぶに触る。

「ええと、オレは左だと思うぞ！」

　キララがそう言えば草川はそのまま白石に伝えた。

「左、だよ」

　その後も草川は自分では何一つ決めずに、指示を繰くり返した。俺は苛いら立だちが原因の貧びん乏ぼう揺ゆすりを必死に堪えながらその様子を見守った。

　そして、白石も黒居も十本目のポールを過ぎた、その直後のことだった。

「え、うわあ、なにーっ！」

「や、だ、きゃああー」

　二人の絶ぜつ叫きようが無線の向こうから高く大きく響ひびいたのは。

「え、な、なに？　二人とも？　弥生、飛鳥？」

　だが、雑音が入るばかりで二人の声はもう返ってこない。

「飛鳥、弥生!!」

　二人の名前を叫さけびながら、草川が立ち上がろうとするのを、後ろから飛びついたキララが押さえる。

「だめだぞ！　お前が助けに行ったら二人とも反則で負けだぞ！」

「そんなの聞いてないよ。だって、今すごい声がしたんだよ!!　ねえ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　草川は声を荒あららげて、俺たちの向こうのモニターを覗のぞき込もうとする。

「大丈夫か、だと？　今いま更さらお前が二人を心配するのか？　あいつらはお前を信じて進んでいたのに、それを裏切って、全部俺たちに丸投げにしていたお前が？」

　皮肉を故意に織り交ぜながら俺が問えば、草川に返せる言葉があるはずもなかった。

「だって、いいって、言ったよ？」

「ああ、それもアリだとは言った。でも、それを……他人の言うことを正しいと信じて、それに従うことを選んだのは、草川だ」

　俺はきっぱりとそう告げた。

　誰だれかに選んで貰もらうこと、人に委ゆだねてしまうこと。それは確かに楽だ。自分に責任がないから。

「それが、この結果だ。いま、二人は深い穴に落ちてしまったぞ。わかっただろうが、他人がいつも正しいことを言うとは限らないんだよ！」

　でも、自分で選ばなければ、そうしなければ、人は前に進むことは出来ないのだ。

　大切なのは、それだけだ。

　そうやって押し開けた、こじ開けた扉の先に、正しいものが無くても、間ま違ちがっていたって、自分で選んだと言える、決めたという事実だけが、前に、未来にこの身体からだを押し出してくれるのだから。

「でも、だけど、わたしが選んだことは、全部間違っていて！」

「それがなんだっ！　人間なんて誰も正しくないし、誰も間違っていない!!　だから、選ぶだけなんだ！　大丈夫だ、草川日和里！　お前が何を選んでも、俺はそれを肯こう定ていする！」

　そう言いながら俺は、草川を監かん視しカメラの前に連れて行き、二人の姿を見せる。

　そこには、大きな一つの落とし穴から、合わせて四本の手が出て、そして土をしっかりと摑つかむ前にまた消えていくのが映った。

「た、大変だよ！　でも、わたしが助けに行ったら二人とも失格なんだよね……」

「でも、あの穴は自力で上がるのは無理だ。喧けん嘩か中の二人が仲直りすればまた話は違ちがうがな」

　だがあの落とし穴は、鈴木から没ぼつ収しゆうした『世界の罠トラツプ大全集』から得た知識をフル活用して作製したので色々と抜ぬかりは無い。

「どうする？」

「ロープも梯子はしごも用意はしてあるわ」

　俺たちは、草川の答えを静かに待った。

　そして、ゆっくりと顔を上げて、初めて草川が俺の目を見る。

　何枚も目からうろこが落ちたような、透とう明めいな目で。

　顔を上げた草川の、その目を、キララが覗き込んで、口を開く。

「日和里、もう扉とびらはお前の前にあるんだぞ」

「扉？」

「日和里にしか開けられない扉が、オレには見えているんだぞ。……きっと、その扉の向こうにはあの二人がいるんだ」

「なあ、お前の手はありがたいことに二本ある。だったら両方ふたり一いつ緒しよに摑んだっていいと思うんだが、どうだ？」

　そう、たった一つを選ぶことが正解とは限らない。時には一度に二つ以上を選ぶことがあったとしても、きっと選ぶことに意味がある。

「……そう、だね」

　そうして、静かに植物は開いて、瞬またたく間に透すき通っていく。

「二人とも、わたしが助けに行くよ。だから、そのロープと梯子を貸して」

　草川の植物は見事に結けつ晶しよう化かして、俺は掠かすめるようにそれを摘つみ取った。

「……そうか。さっき多加良が言いたかったのはそういうことか」

　俺の言葉に小さくキララが呟つぶやく。

「そうだな。扉が人の中から現れるなら、錠じようを開ける鍵かぎもまた人の中にあるんだ。……ああ、扉が開いたぞ」

　そして、草川の背中を見み据すえて、キララは笑っていた。
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　深く掘ほられた穴を覗き込めば、白石と黒居は膝ひざを抱かかえて並んでいた。まだ草川には気付かずに話している二人の間には、ついさっきまでの険悪な雰ふん囲い気きは無く、草川は戸と惑まどった。

　そして、たった一つの可能性に行き着いて、はっとするのと同時に胸が痛んだ。

　二人は喧嘩をしたふりをしていたのだ、草川の為ために──昔の草川に戻もどれるように。

　でも、そうとわかっても、二人が求めているのが小学校の時の様な草川ならば、それに応こたえられる自信は正直ない。けれど、これ程ほど自分のことを考えてくれている友人を前にしたら、怖こわくても、もう逃にげるわけにはいかない。

「ねえ、二人とも、怪け我がはない？」

『あ、日和里』

　自分の名前を呼ぶ二人の声は見事に重なっていて、草川は自分の推理の正しさを確信した。

「大だい丈じよう夫ぶ、怪我は無いからね」

「というか、わざわざ下に緩衝材クツシヨンが敷しき詰つめてあった」

　確かに秋庭たちの安全対策は万ばん全ぜんだったらしく、無傷の二人を見て草川は安心した。

「あのね、わたしが二人のことを助けちゃうと、反則になって、ゲームは終しゆう了りようなんだって……でも、別にいいよね。二人にとって大事なのはゲームに勝つことじゃないんだから」

　草川がそう指し摘てきすれば、白石と黒居は一いつ瞬しゆん視線を交わして、それから観念したように頷うなずいた。

「二人がわたしのことを思ってくれる気持ちはよくわかったよ。でも……わたしはもう二人が戻って欲しいと思っている、あの頃むかしの日和里には戻れないかもしれない」

　万が一戻れるとしても、それにはひどく時間がかかるだろう。そして二人はそれを待ってくれないかもしれない。だけど、二人の真しん剣けんな眼まな差ざしが注がれている以上、草川はそこから逃げるわけにはいかなかった。

「でも、わたしは二人を一緒に助けるよ。二人の手を取るよ。そうするって自分で決めた」

　自分はもう選んだ。だから穴の中の二人に、両手を差し伸のべながら、草川は問うた。

　それでも、白石も黒居もきっと手を伸ばしてくれるだろうと信じて。

「あたしたちは確かに日和里に選んで欲しかったけど、でも、大事なことを日和里は忘れている」

「そうだね」

「……大事なこと？」

「中学はずっとクラスが別だったし、日和里とあの転校生のことはあたしたちにはわからなかったから、何もできなかった。正直、中学の時は部活の練習について行くのに精せい一いつ杯ぱいだったし」

　白石がそう言えば、その隣となりで黒居も頷く。

「日和里の元気が無くなって、自信も無くなって……日和里は変わったんだって思った。でもそれでも私たちは、いつか前の日和里に戻ってくれると思っていた」

　今度は逆に黒居の言葉に、白石が同意を示してみせる。

「……でも、あたしたちは日和里は変わったんじゃないって気付いたから。ちょっと、時間がかかったけど、ね」

「わたしが変わっていない？」

　日和里が首を傾かしげれば、白石と黒居は同じ呼吸で頷いた。

「だって、泣いている人を放ほうっておけないのは、相変わらずだったから」

　やっと、草川は二人の本心を聞かされて、ちょっとだけ気が抜けた。

「……じゃあ、このままのわたしでも、いいの？」

「まあ、優ゆう柔じゆう不断なのは少し改善して欲しいけど、でも、泣いていたあたしたちに〝どうしたの？〟って訊きいてくれたのは、日和里だから」

「そして、私たちの手を取ってくれたのも日和里」

　真しん摯しでひたむきな眼差しを二人に向けられて、泣きそうになりながら草川は大きく頷いた。

『じゃあ、よろしくお願いします』

　そして、二人は草川日和里の手をしっかりと摑つかんだ。







[image: ]

人は、選ばなければなりません。扉とびらが彼らの前に現れる限り。

けれど、その扉はいつも人の中から生じるのです。生まれいずるのです。

そして、私はそれを見つめ続ける存在。

でも、だからこそ、私は知りたいのです。

私は何のためにいるのか。私にも選ぶことはできるのか。

だから、祈いのりながら、私はあなたの手を離はなしたのです。




　　　　１




「最後の扉は開けられた、か」

「……うん、開いたぞ」

「じゃあそれは、間ま違ちがいなく正解まるだったな」

　キララがどこにも行かず、俺たちと一いつ緒しよにいるのが何よりの証しよう拠こだった。

　今日は確かに七日目だが、まだ制限時間までには間があるようだ。

　ということで、俺たちは叶野ラビュリントス敷しき地ち内の芝生しばふでピクニックというか、昼食を摂とっていた。おにぎりにサンドイッチに色とりどりのおかずはどれをとっても美味うまかった。けれど、さっきから緊きん張ちようした表情のままのキララだけは箸はしが進んでいない。

「キララ、時計を出してみろ」

　仕方なく箸をおいて、俺が向き合えば、キララは、昨日までとは違ちがった慎しん重ちようさで、それを胸ポケットから取り出した。

　キララの時計はもう殆ほとんど直っていた。

　時刻を示す文字盤ばんを指す針も、ほとんど標準時に戻もどっている。ただし、この時計はどんなに合わせても、また少しだけ戻ってしまう。

　そしてその傾かたむきは同じ時計の中にある、もう一つの小さな文字盤の──こちらは一から七までの数字しか書かれていない──一本の針と同じ角度だった。

「ちゃんと、動いているな」

　その傾きはいま徐じよ々じよに失われ、垂直の角度をとるのも時間の問題だった。

　というよりは、俺たちが待っているのはこの二つの針が同時に垂直になる瞬しゆん間かん──つまりはタイムリミットだった。

「確かにこれは進化の扉の番人が持つにふさわしい時計だったな」

　わざと、退化の方を言わなかったが、それをキララが訂てい正せいすることもなかった。

　つまるところ、この時計がすべての謎なぞを解くきっかけだった。

　そして、ずっと俺に纏まとわりついていた〝鍵かぎの扉〟と〝錠じようの扉〟への違い和わ感かんに気付かせたのが結果的に鈴木だというのは嫌いやだが、突つき詰つめて考えれば当然の答えでもあった。

　まず扉が二枚あって、どちらの扉も初めから開くと考えたのがまずかった。認めたくはないが、かのうの口車に俺たちは乗せられていたのだ。

　だが扉は〝鍵の扉〟と〝錠の扉〟なのだ。そしておそらく前者は最初から鍵が差し込まれている扉。だとすればすぐに開けることが出来るだろう。

　けれども後者はさっきも言った通り〝錠〟に合う〝鍵〟が無ければ開かない。だから最初にこちらの扉を選んでも、鍵を持っていなければ開けることが出来ない。ならば扉を開ける為ためには鍵を手に入れるか扉を選びなおさなければならない。

　つまり、結局は正解まるの扉しか開かないのだ。

　そこまで考えた時、キララの時計の見方が変わった。

　普ふ通つう、俺たちは、いま立っている場所と時間を正しいと考える時、そこを現在──ゼロ地点だと仮定する。だからそこから未来に進む数字は、正の数だと考える。

　けれど、もしも、時間を戻すことが可能な存在がいれば、出発地点が現在だとは言い切れなくなる。

　それに、キララは〝錠の扉〟が開くと言った。ならば〝錠の扉〟が開く条件があるはずだ。

　それはきっと、もう一度人が扉に手を掛かけること。

　そうして〝再び〟というならばキララが持ちうるのは〝時間を巻き戻す〟力。

　扉を開ける鍵を持たなかった、あるいは定められた時間内にどちらの扉も選べなかった人間にもう一度チャンスを与あたえる、力。

　そうして、キララがそういう存在だと仮定すれば俺たちのゲームの出発点は──キララの時計のもう一つの文字盤に一から七までの数字しかないのだから、それをキララの力の限界として──マイナス七日だったということも仮定できる。

　俺たちがこの七日間を過ごすのは二回目なのだ、と。

　かのうが一週間をタイムリミットだとしつこく言ったことにも納なつ得とくがいく。

　だから、重要なのは、七日目なのだ。

　そうであるなら、おそらくマイカがいるのは、プラス七ではなく、プラスマイナスゼロの地点。

　そこにマイカがいるのであれば、叶野市は加速などしていない。それを裏付けるのは叶野市の植しよく物ぶつたちだ。連日最高気温の更こう新しんは伝えられたが、俺たちが目にしている景色は冬ふゆ枯がれのままで、変わり映ばえしなかった。

　それと、彩波の家の花時計も、加速の影えい響きようを受けていたならば、狂くるってしまうはずだったのに、正しく開花していた。

　そして、もうすぐキララの時計は七を指して、ようやく正しい時間を刻み始めるのだ。

　だから、

「全部の針が同じ垂直になったら、そこがマイカのいる時間ところなんだ、な」

「さてそれはどうかのう？」

　キララが俺の出した結論を繰くり返せば、その声は疑問という波は紋もんを投なげかけてきた。

　いつの間にか中空には銀糸の髪かみをそよがせて、金色の双そう眸ぼうでこちらを見下ろす人外の佳か人じん。

「さんざん人を混乱させておいて、まだ引っ搔かき回まわす気か？」

「それはご苦労だったのう」

　皮肉を込めて言った言葉にも、かのうは堪こたえるどころか、楽しげな笑えみでもって応じる。

「とにかく、すべて正解まるの扉とびらが開いたんだ。この○×ゲームはオレの勝ちだぞ！　だからマイカには絶対に会う！」

　そう言いながら、キララはかのうに拳こぶしを振ふり上げて嚙かみ付く勢いだ。

「相変わらず、お元気ですのう。……ですがもう少々時間もあることですしのう。キララ殿どのには、いま少し遊んでいただきましょうかのう」

　かのうはそんなキララを見下ろして、目を細め、赤い唇くちびるを吊つり上げる。

　そしてかのうは──舞まいを踏ふむがごとく腕うでを交差させ、再び広げて。

　連環わが鳴る音と共にキララの前に現れたのは、俺たちにも見える一枚の扉だった。

　さりげなく周囲に目を配れば、叶野ラビュリントス内にいる他ほかの人間の目がこちらに集まっている様子はない。どうやら、かのうの方の準備は万ばん端たん整っているらしい。

「……なんのつもりだ？」

「悪ふざけもいい加減にしたらどうかしら？」
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「さすがにやりすぎだと思いますけど」

「そうですよ！」

　俺たちの抗こう議ぎを受けても、かのうはそよとも表情を動かさなかった。

「この扉はのう、マイカ殿のところへ続いておるのだが、の？」

　そう言いながら、かのうは扉をつい、と押した。

　その次の瞬しゆん間かん、大して力も加えていないのに扉は勝手に動き出した。

「なっ！　かのう様!!　何をするんだ！」

　今にも扉に向かっていこうとしていたキララがその場でたたらを踏んで、声を上げる。

「どうして、どうしてオレとマイカの邪じや魔まをする！」

「邪魔といえばまあ、そうですかのう？　ですが、会えそうで会えないという方が気持ちが盛り上がりませぬかのう？」

　キララのひたむきな眼まな差ざしに射られても、飄ひよう々ひようとかのうはそんなことを言ってのける。

「いい加減にしろよ？」

　その身勝手さに我が慢まんがならなくなって、睨にらみあげても、それでもまだかのうは笑っていて。

「お前が何をしようとも、俺がキララに扉を開けさせるからなっ!!」

　全身の力を込めて俺が叫さけんでも、その表情が変わることはなかった。

「ならば、受けて立とうかのう？」

　かのうが銀糸の髪をかきあげれば、両手の連環わが仕草を追って鈴すずのような音を立てる。

　それが、俺の中でのスタートの合図。

「キララ、用意はいいか？」

　最後の理性リミツターが外れる前に、俺はキララの顔を見る。俺を見返すその瞳ひとみに、躊ちゆう躇ちよや弱さは無かった。

「いいぞ」

「よし！　尾田、桑田、羽黒。俺とキララはとにかくあの扉を追う！　けど、かのうのことだから一ひと筋すじ縄なわじゃいかないはずだ。だから……」

「オーケー！」

「バ、バックアップは任せてくれていいわよ」

「は、はい！　いってらっしゃい！」

　桑田と羽黒の顔を見れば妙みように赤かった。それはきっと異常気象のせいだ。俺はもう後のことを考えるのはよして、羽織っていたシャツを脱ぬぎ捨て、キララと共に駆かけ出した。




　　　　２




　ゲームの舞ぶ台たいは再び叶野ラビュリントスだ。迷路の仕切りなどものともせずに、扉は俺たちから遠ざかる。昨日頭の中に迷路図を叩たたき込んでおいたのが思わぬところで役に立つ。行き止まりに出くわすことなく俺とキララは迷路の中を駆け抜ぬけて行く。

　だが、ショートカットしまくりで、遠ざかっていく扉との全力疾しつ走そうをしても中々縮まらない。

「おい、キララ。お前にはあの扉を止めるとか、そういうことは出来ないのか？」

　迷路の壁かべ際ぎわギリギリを走り抜けながら俺はキララに尋たずねる。

「オレはまだ、自分の力のことがよくわからないん、だぞ！　そんな力があるのかどうかもわか、らないぞ」

　俺のスピードについてきてはいるが、走り始めて十分もたったキララの息は切れ始めている。けれど扉が止まる気配は無い。こんな体力勝負をしていれば、その間に制限時間は来てしまう。

　横を走るキララの胸の植物を見れば、蕾つぼみはいまにもほころびそうで、もしかしたらかのうが気にするリミットはこれかもしれないと思う。

　それでも、全力疾走で酸欠気味の頭で扉を止める方法はないかと考えていれば、ジーンズのポケットで携けい帯たいが音を立てた。

「キララ、扉を見失うなよ」

「見失うもんか！」

　頼たのもしい台詞せりふを聞いて、俺は携帯電話を受けた。

「秋庭くん？」

「ああ」

　電話の向こうの声は桑田のものだった。

「わかっていることだけ、伝えるわ。いま私はモニターで二人の姿を追っているんだけど、残念ながらモニター越ごしには扉とびらは見えない。でも、二人は変わらずに扉を追っているのよね？」

「ああ。近付いたと思えば遠くなるけどな」

「そう。でも、モニターで見る限り二人は螺ら旋せんを描えがくように迷路の中心に徐じよ々じよに近付いていっている。だから、予想されるコースに尾田君と花南ちゃんに向かってもらったんだけど……」

　桑田の説明を聞きながら、俺は叶野ラビュリントスの全体図を頭の中に描いた。ラビュリントスという名前はギリシャ神話にあやかってつけられたものだと聞いている。だから、その迷宮に幽ゆう閉へいされていたミノタウロスにちなんで、この迷路は牛の角の形をモチーフにしている。

　だから、出口ゴールは角の先にあって、中心部は何もない。

「いや、何もなくはない、か？」

　昨日の下見を思い出して、俺としては小さく呟つぶやいたつもりだったが、最近の性能のいい携帯電話はそんな声も確実に拾ったようで。

「中心部には、ミノタウロスの像があったんじゃない？」

「たしか、斧おのの部分が時計になっていたな」

　また、時計だ。

　扉と、キララの背中を交こう互ごに見ながら、俺はシンプルな文字盤ばんを頭の中に思い浮うかべた。

　長針と短針。短針は長針を追うように二十四時間動き続けている。

　なんだか、それはキララとマイカのようだと思った。双ふた子ごなのに似ていなくて、そして時計の二本の針は一いつ瞬しゆん重なってはまた離はなれる。

　キララとマイカを時計の針の関係に見立ててみて、俺はそこで違い和わ感かんを抱いだいた。

　キララの能力が時間を遡さかのぼるものだと俺は仮定した。多分、それは間ま違ちがいないと思う。

　けれど、長針と短針が重なって、それで時間の齟そ齬ごは埋うまるのか？　俺はＳＦの知識には乏とぼしいが、タイムパラドックスというものが生じるのではないかと、ふと思う。

　でも、キララとマイカが神にも等しい存在だというのならば、キララの能力の対になるような力がマイカには求められるのではないだろうか。

　マイカの能力が時間をただ進めるのではなくて〝調律〟するような、それであるとするならば。そう、初めの推理通りマイカがゼロ地点にいると考えるのならば、時計のゼロ地点は長針と短針を止めるビスの部分だ。

「分かった……桑田、尾田たちと一いつ緒しよに、ミノタウロスのところに集合だ」

　電話口に短くそれだけ伝えて、俺は携帯を切った。

「キララ、止まれ！」

　そして、足を止め、数メートル先を行くキララにも大声で制止をかける。

「え、えええっ！」

　キララは足は動かしたまま顔だけ振ふり向いて、そこで足をもつれさせて転んだ。俺は慌あわててキララに駆かけ寄って、手を差し出した。でも、その手を取らずにキララは自力で立ち上がる。

「大だい丈じよう夫ぶ、だ。それより、扉が」

　キララの目が扉を探して彷徨さまよう。俺はその視界を遮さえぎって、キララの顔を向けさせる。

「いいか、キララ。あの扉は偽物ダミーだ」

「ダミー？　に、偽物なのか？　でもそんな風には」

「とにかく聞け。お前が開けるべき扉は、別の所にある。お前が俺を信じるならついて来い」

　キララの紫し紺こんの目を見み据すえて俺は告げた。

「……わかった。オレは多加良を信じることを選ぶぞ」

　俺はキララの選せん択たくを裏切らない自信があったから、思い切り笑ってやった。




　　　　＊




「さて、二人はようやく気付いたようだのう？　だが時間はもうあまりありませぬのう？」

「わかって、いま、す」

　かのう様の口調は相変わらずのそれだったが、マイカの胸むな元もとを見つめる眼まな差ざしには、若じやつ干かんの焦あせりが見えた気がした。

「わたし、の、植物はなは、咲さきます、か？」

「さてのう。蕾つぼみはしっかりと膨ふくらんでおりますがの。……故ゆえにのう、もう妾わらわにできることはないのですよ」

　初めて、真しん摯しな光を湛たたえた黄金きん色いろの双そう眸ぼうを向けられて、マイカは声を失った。

　その瞳ひとみがあまりに透すき通っていたから。

　その光は一瞬で消えてしまって。少し残念に思いながらも、マイカは胸を撫なで下ろした。

「あの……ちょっとだけ、手を繫つないで、もらえ、ますか？」

「残念ですがのう、妾にはそれは出来かねますのう。それにマイカ殿どのの求めているのはのう……いや、これは妾が申すことではありませぬの」

「ごめんなさ、い。……あと、は、わたし次し第だい、ですね？」

　確かめるように問えば、かのう様はゆったりと頷うなずいて。

「強く願われよ。さすれば、この地では神の願いも叶かなうのですよ」

　マイカは、黙だまって頷き返した。

　そして、彼女は二枚の扉の前に立った。
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「キララ、扉はっ？」

　ミノタウロス像の前に立っても、俺には扉は見えなかった。逆を言えばそれこそがさっきの扉がダミーである証しよう拠こだが、俺は祈いのるような思いでキララの答えを待った。

「見える。二枚」

　短くそれだけを返して、キララは二つの扉の前に佇たたずむ。

　俺は、その背中と、手の中に残された懐かい中ちゆう時計を交互に見比べ、じりじりとしながらキララの決断を待った。

　腕うで時ど計けいを嵌はめていない手首を見れば、七日前についた傷が、薄うすく消えそうになっていた。

　それを見て、俺は自分の推測が正しいだろうことを確信する。前のゼロ地点の俺にこの傷がなかったとしたら、これは当然の現象だと思えたから。

「……キララ、いる？」

　その声は突とつ然ぜん響ひびき渡わたった。

　俺も一度だけ聞いたことのある、細いけれど優やさしい声こわ音ね。

「マイカ」

　名前を呼んで、けれどキララがその姿を探すことは無かった。

「マイカも扉の前に、いるの？」

　その存在を感じ取ろうとするように、キララは俺には見えない扉にその身体を押し付けた。

「いる、よ」

「そうか。……オレ、今日までマイカに会えるように、頑がん張ばったんだぞ。オレは、すごく会いたかった。……マイカは？」

「うん。会いた、かった、よ」

　その答えを聞いて、キララはようやく強こわ張ばった頰ほおを緩ゆるめた。

「マイカ。オレ、マイカに色々謝らないといけないんだぞ。オレ、何も知らなくて、何も考えてなくて、ごめん」

「いい、の。キララは、悪くない、よ。これ、は、わたしの、わがまま」

「わがまま？」

　扉とびら越ごしに二人は会話を続ける。

「わたし、は、ね。選んで、みたかった」

「選ぶ？　何を？」

　キララはそう尋たずねたけれど、それにはマイカは答えずに話を続けた。

「キララは、ね。ずっと、わたしたちの、力のこと、誤解して、たでしょ？」

「うん」

「でも、キララ、は、正しく力、を使っていた、よ。人は、ね。苦しみ、もがきながら、小さな、一歩、を踏ふみ出すの。私たち、の、仕事はその、姿を見守る、こと。そして、ね。もしも、人、が、選択を誤ってしまった、その時に、もう一度、時間を戻もどして、選ばせてあげる、のが、キララの仕事」

　マイカの説明は、俺の推理を裏付けるもので、自分の考えが間ま違ちがっていなかったことに俺は今いま更さらながら安心した。

「だから、人間には、キララが、必要なの」

　優しく語り掛かけるその声に、キララは黙って頷いた。

「そうして、キララが、戻したことで、歪ゆがんだ時間を、調律する、のが、わたしの、仕事、だった。でも、ね。いつも、力を、使って、選ぶのは、キララ、だった。わたし、は、置いていかれて、キララを、待つ、だけ」

　その告白を聞いて、キララは今にも泣き出しそうに、顔を歪めた。けれど、唇くちびるを嚙かんで嗚お咽えつを殺す。

「だから、ね。願って、しまった。キララ、が、並木陸玖にんげんの手を、取って、時間を、戻した時、に、わたしは〝自分で選ぶこと〟を願った、の」

「マイカ、ごめんね。いつも手を離はなして」

　声を絞しぼり出して、キララはマイカに詫わびた。

「それは、いい、よ。でも、ね。まだ、わたしは、どっちの扉を選んで、いいか、わからない」

　その声は困こん惑わくと苦く渋じゆうに満ちていた。

「ねえ、キララ。扉の先には、何が、あるの？　人間、ではない、わたし、にも、何か選べる、かなあ？」

　マイカの声には涙なみだが混ざっていて、けれどキララはそれに答える言葉を持っていなかった。

　もう、針が重なるまで時間が無い。

　おそらく、その瞬しゆん間かんに踏み出すことができなければ、キララとマイカの時間は交こう錯さくしない。

「キララ、時間が無い」

　焦あせらせないように、なるべく落ち着いた声音を心がけて、告げる。

　その足が、背中が震ふるえているのが、わかった。

「……多加良、マイカは本当にオレを待っているかな？」

　声もまた、掠かすれ、震えていた。

　その問いの答えを持つのは、俺ではないとわかっていて、それでも問う。

　だから、俺は、その背中を押してやる。二人の背中を。

「マイカ、聞こえるか!!」

　かのうがこの地で二人の願いを叶かなえる気があるのならば、きっとマイカにも俺の声が届くと信じて。

　願いが叶う──それがこの土地の名前だから。

「聞こえ、ます」

「一つ、お前に聞いておきたいことがある」

「わたし、に？」

「マイカはキララになりたいのか？」

　俺の問いにすぐに答えが返ってくることはなかった。相手の顔が見えない不都合を改めて感じるが、俺は待った。

「どうし、て、わかるのです、か？　わたし、は、……キララのよう、に。同じひとりになりたかった、けど」

「でも、同じにはなれなかっただろう？　当たり前だ！　お前たちが二人であることには意味がある」

「い、み？」

「お前たちが扉とびらの番人であろうとなかろうと、キララとマイカのどちらか一人じゃ出来ないことがあるだろうが！」

　そして、それがマイカとキララの二人の願いだ。

　しばしの沈ちん黙もくの後、先に口を開いたのはキララだった。

「……多加良。オレには答えがわかったぞ。でもな、多加良。マイカはオレを必要としていると、思うか？」

「マイカが、お前を必要としているかなんて俺は知らないっ！　だけど、お前がその手を取りたいと思っているなら、願っているなら、扉を開けろ！　お前にマイカが必要ならその手をとることを選んで何が悪い！」

　俺の声に、キララは一度だけ振ふり向いて、頷うなずいた。

「そうだよ。マイカ。オレにも人間にも、マイカが必要だよ。マイカがいつも待っていてくれるから、オレも人間も間違えられるんだ」

　そして、扉の向こうで、震える少女にキララは静かに語りかける。

「オレは、マイカに〝ただいま〟を言う為ために、戻もどってくるんだ。マイカの〝おかえり〟を聞くために走っていたんだぞ」

　見えない扉の向こうにその熱が伝わるように祈いのりながら、キララは言葉を紡つむぐ。

「マイカ。人間はきっと何度も、何枚も扉を開けるんだぞ。でも、その全部にオレ達が立ち会うことは出来ないし、扉の先にはその人間しか行けないんだぞ。でも、いまオレの扉の向こうにはマイカがいる。それはきっと、オレにしかマイカを見つけられないから、この扉を開けられるのはオレだけなんだぞ」

「キラ、ラ」

「オレはマイカに会いたい。それで、いままで知らなかった分も、これからの分もマイカのことを知るんだ。だから、マイカ。マイカは自分の扉を開けて……」

　それを口にした瞬間──キララの胸の植物は大きく開き始める。

「わかった、よ。キララ。……一人じゃ出来ない、こと。わたし、の、本当の願い、は」

　それは空気を通さずに、俺の頭の中に響ひびいた。




　キララと手を繫つなぎたい。




　それが、二人が一人であったならばできないことで。二人が同じであったなら決して生じない願い。

　そうして、懐かい中ちゆう時計の針はすべてが重なって。

「マイカ、ありがとう」

　短い、けれど心からの言葉がキララの口から零こぼれた瞬間に、その胸の花は一気に開いて。

　それを告げることがキララの願いだったと俺は知る。
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　そして、キララが開けた扉の向こうからは──同じく扉を開けたマイカが現れた。

　その胸にもキララと同じガーベラに似た植物が咲さいていた。半分は夜空の色を半分は夕焼け空の色をしていて──刹せつ那な、その色が混ざり合い紫し紺こんに変わったと思うと、次の瞬間には、それは仲良く一いつ緒しよに、瞬またたく間に結けつ晶しよう化かした。

　この上もなく、透とう明めいになればもうその色はわからなくなってしまったけれど。

　俺は近付いて、二人の植物をそっと摘つみ取った。

　僅わずかにきらめきを残して、二本の花は空気に溶とけていった。

「……扉の向こうには何があった？」

　俺がマイカに問えば、

「キララ、が、いまし、た。わたし、は、キララを、選び、まし、た」

　ふわふわとした綿わた菓が子しのような少女はそう言いながら小さく小さく笑った。

「オレはいま、すっっっっごく嬉うれしいぞ？」

「幸せ、なの？」

　マイカが問えば、マイカとしっかりと手を繫いだキララは大きく頷いた。本当に幸せそうな笑え顔がおを添そえて。

「きっと、どちらの扉を開けても、その先に何があるかは誰だれにもわからない。でも、きっと選ぶことでしか得られない〝未来〟があるんだよ」

　そう、扉を開けられるかどうか、俺たちはきっとそれだけをいつも試ためされているのだから。俺の答えに、マイカはキララと俺の顔を交こう互ごに見つめた後、大きく頷いた。

「……多加良」

「秋庭くん、キララ」

「ええと、秋庭さんと、キララさんと、マイカさんがいらっしゃるということは？」

　ようやく、俺たちに合流した桑田たちだが、もうゲームは終わりだ。

「げーむくりあー、ということだのう」

　だが、それを宣言したのは俺ではなかった。

「……かのう」

「なんだ、かのう様！　まだ何かするつもりなのか？　でももうマイカは渡わたさないぞ！」

「キララ、だめ」

　マイカを背中に庇かばいつつ、キララが臨戦態勢を取ろうとすれば、当のマイカがそれを留とどめた。

「マイカ？」

「わたし、は、かのう様に、とても、お世話になったの、よ？」

「……かのうがお世話？」

　かのうの腹黒さを知る俺たちは揃そろって首を傾かしげたが、俺たちの予想以上にかのうを慕したっているらしいマイカを前に、それ以上のリアクションはできない。

「ふふふ。今回妾わらわは、そなたたちの見ていないところで、非常に頑がん張ばったのだ。憎にくまれ役も敢あえて買って出た！」

　腰こしに手を当て軽く胸を反らせて、そんなことを言うかのうを、マイカは澄すんだ瞳ひとみで見上げていて。

「……マイカの誤解はキララ、お前がしっかり解け」

「頼たのんだわよ」

「よろしく」

「お願いします、ね」

　俺たちはすべてをキララに託たくし、キララはそれに対して神しん妙みような顔をして頷うなずいた。

「……キララ。そろそろ、行かないと、いけない。次の人間とびらが、待っている、から」

　しっかりと繫いだ手をマイカに引かれれば、キララは嬉しそうにそれに応こたえて。

「じゃあ、またな、多加良。花南と美名人と尾田も。またいつか会えることをオレは……選ぶぞ！」

　そして、俺たち全員に手を振ふりながら、別れを告げて、現れたときと同じように、二人は消えた。

「ふう。此こ度たびはほんに疲つかれたのう」

　かのうといえば、そんな意味不明の呟つぶやきを残して、やはり俺たちの前から姿を消した。

　あとには、いまだ看護師服の彩波が虚きよ脱だつ状態で残されていて、俺達はため息を吐いた。




　　　　Ｏｆｆ　Ｒｅｃｏｒｄｓ




　しっかりと手に手をとって、二人の客人が帰っていったのを見送れば、女は再び虚こ空くうに独りになった。

　だが、その横顔に浮うかぶのは寂せき寥りようなどではなく、愉ゆ悦えつのそれ。

「ふふ。此こ度たびも素す晴ばらしき綺石かくを手にいれたのう」

　親指ほどの大きさのそれは、半分は紫紺の夜空のような色をして、もう半分は夕焼けの赤色のように透すき通り、互たがいに離はなれることのないよう、しかとくっついていた。

「よもや、双ふた子ごの植物が繫つながってしまうとは、思わなかったのだがのう。うむ、これはこれで重ちよう畳じようというものだのう」

　それをひとしきり鑑かん賞しようし終えると、女は胸むな元もとから取り出した、蒔まき絵えも美しい小箱にそうっと仕し舞まい込む。

「苦労も多かったがの、得たものを考えれば損はなかったのう」

　覗のぞいた小箱の中身は確実に増えていた。

　願いを叶かなえる代わりに、少し力を貸せ、と言ってみたら、稚いとけない少女は簡単に頷いた。

　そして、女の望むままに〝原石たね〟の時間を少し進めてくれた。

「季節のかもふら加速ーじゆも上手うまくいったしのう」

　ころころと、女はしばらく一人で笑い──ふいにその面おもてからすべての表情を削そぎ落とす。

「始めから一対ついであるのに、離れてみなければ互いのことがわからぬとは贅ぜい沢たくな話だのう」

　彼らは最初から当たり前のように二人だったから、離れてみて気付いたのだ。お互いを確かめて、認め合う方法に。

「かようにささやかな願いで、これ程ほどの綺石かくとは、ほんに神とは単純だのう」

　一言吐はき出してしまえば、それで女はすっきりとした様子で、赤い唇くちびるに再び笑みを浮うかべた。

「単純といえば、多加良も存外にのう。……賢かしこくはあるが、まだ何もわかっておらぬの」

　女にとってはその方が都合が良いが、ほんの少し、声には物足りなさが滲にじんだ。

「さて、次はどのような客人が訪おとずれるのかのう？　それとも招いてみようかのう？　……どのような者が訪れようと、とびきりのもてなしをするつもりではおるが、の」

　くるくると暗くら闇やみの中で舞まいながら、女は独り言を続ける。

「願え、願え、この世の者はすべからく。さすれば叶えてやらぬこともない。そして、妾の願いを叶えておくれ」

　そうして女は、虚空の中で唄うたい続けるのだった。
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　キララとマイカが俺たちの前から去った後。

　叶野市ではかつてない規模で風邪かぜが大流行した。

　それは、つまり、実は加速していなかったという事態がもたらした物で。

　つまるところ、春が来ていたのは文字通り叶野市民の頭の中だけだったわけで。

　脳が騙だまされている間、俺たちは寒さを感じこそしなかったが、体はそうはいかなかった。

夢から醒さめた反動は大きく、叶野市の人々は、風邪をひいていた。

　最後は半はん袖そでで走り回って、汗あせをかいた俺ももちろん風邪をひいた。けれど、いつもの時間に目を開けて、身み支じ度たくを整えると俺は学校に向かった。

　足元がふらつくのは熱のせいではなく、朝食を摂とらなかったからだと自分に言い聞かせながら一歩一歩足を進める。

　丈じよう夫ぶな俺がこの状態なのだから、桑田も尾田も羽黒もおそらく今日は欠席だろう。でも、まだ学校は学級閉へい鎖さも学校閉鎖も宣言していない。

　そういうことであれば、やはり誰だれかが生徒会の舵かじを取らなければならないし、鈴木にそれを任せる気になれない以上は俺が行くしかないのだ。

　この責任感！　鈴木にはないぞ。まったく、早く、俺が生徒会長に……。

　もう校門がそこに見えているというのに、俺の意識は一いつ瞬しゆん飛んだ。なんとか引き戻もどしたが、もしかして、思った以上に、調子が悪いのか？

　とりあえず転ぶ前に、小休止を取ろうとやけに重たく感じる頭を片手で支えて、空いている手で寄りかかれそうなものを探さぐれば、

「はーい、これは38度２分ってとこです」

「鈴木」

　俺の手が探り当てたのは壁かべではなく奴やつだった。

「…………お前の、手は体温計、か？」

「今日は特別仕様ゴツドハンドだからね。あー、声もガラガラ、いつもの美声はどこへいったんでしょうな？」

「…………ゴッドハンドなら……今すぐ風邪なお、せ」

　息を吸い込む度たびに気管支が悲鳴を上げて、うまく話せない。確かにひどい声をしているのだろう。

「残念ながら、風邪に特効薬はないんだよ。〝風邪薬〟を作れたらノーベル賞ものなんだって、水月先生が言ってたよん。だからね、早く治したかったら十分な休養を取ることです」

　知ったかぶる鈴木に反論する元気も既すでに無く、俺は無視して歩を進めることに集中する。

「だから、十分な休養って言ってるでしょ」

　俺の行く手を遮さえぎらないのはいいとして、並んで歩き出した鈴木はうっとうしかったが、追い払はらうのも面めん倒どうで、俺はゆっくりと歩き続ける。

　けれど、一足毎ごとに頭痛はひどくなって、何歩も進まないうちに俺はまた足を止めることになった。

「くっそ……もう、ここまで来てるの、に」

　それきり、俺の意識は途と切ぎれた。

「本当に多加良っちは学校が好きだねぇ。でも、君が倒たおれたら心配する人が沢たく山さんいるってことも忘れないでね。うん、けど今回も頑がん張ばったねぇ。だから特別に鈴木急便が多加良っちをおうちまでお届けです！」

　薄うすれゆく意識の中で鈴木のそんな声を聞いた気がした。

　だから、誰かに背負われた気がしたのも夢だということにしようと思ったのだが、ちょうど旅行から帰ってきた家族と家の玄げん関かんで鉢はち合あわせた鈴木は、俺を背中に背負っていたそうだ。

　けれど、俺の記き憶おくに無いという一点を重視して、これは夢だということにしておく。

　余談になるが、結局、叶野学園は学校閉鎖となった。そんな中、唯ゆい一いつ風邪をひかなかったのは鈴木だったとここに記しておく。

　少しだけ、動物柄がらのコートを認めてやってもいいかもしれない。
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